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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「提案から外れろ、ですか？」

　呆あつ気けに取られて訊たずね返すと部長は心外そうに肩をすくめた。

　午後五時、ＪＴ＆Ｗソリューション営業本部のオフィスは喧けん噪そうに満ちている。窓際のマネージャー席で都心の夜景を背負いながら、恵え比び須す顔の部長はかぶりを振った。分厚い唇の端を持ち上げ微笑ほほえみかけてくる。

「そんな言い方はしていないよ、梅うめ林ばやし君。アズマ案件の提案を他部署に任すからサポートしてほしいと、そうお願ねがいしただけじゃないか」

「意味が分かりません」

　梅林は憮ぶ然ぜんと答える。

　実際さっぱり理解できなかった。

　ソリューション営業本部は今月頭から大手家電メーカー、アズマ電器のインフラ更改提案を進めている。営業と技術が一体となり情報収集、ＲＦＰを読みこみ提案構成をまとめていたところだ。なのに今更他部署に投げる？　年間一いち億おく強の案件を？　正気か。

「何があったんですか」

　硬い口く調ちようで問い詰めると部長は片手を振った。スーツの足を組み椅い子すを回す。

「話してもらわないと納得できませんよ。アズマの件はうちの営業担当が二年がかりで狙ねらってきたものです。真っ当な理由がなければ現場に説明できません」

　重ねて詰問すると、部長は諦あきらめ顔で嘆たん息そくした。

「パートナー営業部がラムダコム社から本件の引き合いを受けている」

「ラムダコム？」

「国内百八十拠点、海外十四拠点の回かい線せん見み積つもりだ。間違いなくアズマのＲＦＰ対応だろう。本部長会でうちとパートナー営業部、どちらが対応するか話し合って先方に決まった。利益相反を避さけるために直接の提案は取り下げる。それだけの話だよ」

「ラムダはうちに何を発注するつもりですか？」

「回線だね」

「他ほかには？」

「ない。機き器きとＳＩは自分達で提供するつもりだろう」

　馬ば鹿かな、と思った。

　サーバ基き盤ばんにデータセンター、拠点ＬＡＮまで含めた大規模更改だ。ＷＡＮ回線の割合など大したものではない。それを仕入れてもらえるから他全すべての提案を取り下げるなど、およそまともなビジネスとは思えなかった。

「なぜ直接提案してはだめなんですか」

　ラムダコムは確たしかに大手ＳＩｅｒだが、特別な強味を持っているわけではない。国内最大の通信事業者たるＪＴ＆Ｗが全力を出せば勝てない相手ではなかった。実際他案件でも何度か競せり勝っている。弱気になる要素が見当たらなかった。

　だが部長は腹の上で両手を組んだ。

「ラムダはうちが競きよう合ごうに回った場合、回かい線せん事業者としてＩＴＴＵを担ぐと言っている」

「ほう」

「アズマの既存ベンダー、エクセルエレクトロニクス社は引き続きネットエフェクトの回線を使うつもりだ。つまりうちが直接提案すると大手三キャリア間での価格の叩たたき合あいになる」

「だから競合の下した請うけに甘んじろと？」

「取り引きだよ、ビジネス上の座組みというやつだ」

　部長はあくまでにこやかだった。革かわ靴ぐつの足を揺らし、照明の光をすくい上げる。

「直接提案すれば確たしかにハイリターンが見こめる、が一つ間違えば全すべてを失いかねない。反面ラムダと組めば最低限回線は取れる。上としては確かく実じつな数字を狙ねらいにいったわけだ」

「ラムダが負ける可能性だってあるでしょう」

「確かに。だがその場合の責任はパートナー営業部にいく。少なくとも我々が無理攻めの責を負わされる流れにはならない」

「最初から敗戦処理の心配ですか」

　呆あきれて反はん駁ばくしかけると部長は人差し指を立てた。

「じゃあ訊きくがね、梅うめ林ばやし君。ここ数回の大規模提案における我々の勝率はどうだ？　連戦連勝、向かうところ敵なしかね？」

　違うだろう、と声を低くする。

「業なり平ひら案件では無名ベンダーに惨敗、江え古ご田た建設の件に至っては他部署のリソースを搔かき集めた挙げ句、一次選考で敗退だ。同じことを繰くり返されると黒くろ松まつ本部長も居い心ごこ地ちが悪くなるんだよ。特に来期は役員の大幅入れ替えが噂うわさされているからね。ネガティブなニュースはなるべく避さけてくれとのお達しだ。ああいや、これは直接言われたわけじゃないが」

「……」

「とにかく百パーセント勝てる保証がない以上、ソリューション営業本部としては強気に出づらいんだ。君もルーキーじゃないんだから、その辺りの呼吸はわきまえてくれよ。分かるだろう？　遮しや二に無む二に突っこむだけが仕事じゃない」

　喉のどの奥から低い唸うなりが漏もれた。

「僕らが新人の頃ころ、営業の要よう諦ていは見敵ゴー・フ必オー・戦ブロークと叩きこまれましたが」

「組織あフリートっての・イン・ビ戦争ーイングでもあるさ」

　まぁ、と部長は両手を広げた。

「いずれにせよこれは決定事項だ。我々のレイヤーでどうこう言える話じゃない。今日きよう中じゆうにパートナー営業部に案件を引き継いでくれたまえ。次の仕事は追って伝える、以上だ」




「畜ちく生しよう」

　つぶやき声は思ったより大きく喫きつ煙えん室しつに響ひびいた。

　入り口近くの若手社員がぎょっとした様よう子すで振り返ってくる。だがフォローする気にもなれない。気を抜けば心中の激げき情じようがあふれ出してきそうだ。握りしめた煙草タバコが歪いびつに折れ曲がっている。

　南向き二十階の窓からのぞむ夜景は美しかった。淡いオレンジ色のダウンライトが吹き抜けの空間を照らしている。ホテルのラウンジを思わせる風景はそれ自体がステータスの象しよう徴ちようだ。国内最大手通信事業者の栄光、名誉の具現化。普ふ段だんなら優ゆう越えつ感かんや自尊心を満たしてくれる眺めは、だが今、なんの気休めにもなってくれない。肺を満たすニコチンも妙にいがらっぽかった。

　畜生。

　もう一度つぶやいて煙草を灰皿に押しつける。こぼれ落ちた火がステンレスの上を転がっていった。

　なぜこんなことになってしまったのか。

　つい昨年までソリューション営業本部のセールスエンジニア、梅うめ林ばやしと言えばＳＩ提案のキーパーソンだった。入社十年目、丁度、叩たたき上げで脂ののりきった時期。数々の大規模案件・プロジェクトをこなし、花形のフロント部署をいくつも巡ってきた。豊富な経けい験けんと人脈、何より圧倒的な営業センス。梅林さんに頼たのめば勝てる、案件を受注できる。そういう噂うわさが広がり支援を求める営業は引きも切らなかった。なのに今や直属の上長さえもが「負ける勝負はできない」と仕事を引きはがしてくる。悪い夢でも見ているようだった。

（業なり平ひらの件さえなければ）

　忘れもしない去年の六月、自分は必注と目されたインフラ更改案件を落とした。相手はスルガシステムという無名のベンダー、しかも担当者は子供のようなエンジニアが二人ふたりきり。

　まさかの敗戦に焦った自分は新規ユーザー、江え古ご田た建設の提案で雪辱を期した。完かん璧ぺきを目ざすため他部署からエースを搔かき集め、ギリギリの減げん額がく調ちよう整せいをかけて提案に臨んだ。もちろん貴重なリソースを奪われた同僚達の不満は織おりこみ済みだ。陰口は無視し、批判は論ろん破ぱし、上長経由のクレームには更に上からの圧力で応じた。全すべては結果さえ出せばＯＫと思ったから、些さ細さいな悪評などチャラになると思ったから。なのに。それなのに。

『一次選考で敗退だ』

　部長の言葉が脳裏を過よぎる。

　今度の相手はアルマダ・イニシアティブという新しん興こうＳＩｅｒ。社員数、百名にも満たない、こちらもベンチャー企業だ。ＪＴ＆Ｗの威信は地に落ち同時に自分の栄光も失われた。以来ずっと失われ続けている。回復の目め処どはない。たまに大型案件が出てきたと思えば、今日きようのごとく味方に搔かっ攫さらわれる日々だ。まったくもってやってられなかった。

　ブゥンと胸ポケットのスマホが震ふるえた。部長からグループチャットが着信している。新規案件の内容をメールしたから確かく認にんしろ、とのことだった。

（新規案件ね）

　本部の週報を見ている限りアズマクラスの提案がそうそうありそうには思えない。まさか今更回かい線せん営業ではないだろうな。新人よろしく、飛びこみでホスティングを売ってこいとか。

　やや自じ虐ぎやく的てきになりながらメーラーを開く。少々のことでは驚おどろくまいと身構えていたが、メールの内容は予想を更に上回るものだった。

「おいおい」

　なんだこりゃ、遠回しな退たい職しよく勧告か？　あるいは新手のストレステストか？

『アズマ電器　社内ワーキンググループ　運営支援業務』

　メール中の業務概がい要ようは何度見返してもそう書かれていた。客のワーキンググループの運営支援だと？　一体それのどこに営業のスキルが必要とされるのだ、エンジニアの能力が求められるのか。しかもよりにもよってアズマ電器だと？　たった今、大規模提案から外しておいて同じ客の雑務を投げつける。質たちの悪い嫌がらせにしか思えなかった。

　苦々しい顔でメールをスクロールする。ひょっとしたら何か別の意図があるのかも、表向きの業務とは異なるミッションを課かせられているのかとも思ったが。

　読み進むにつれ気分はどんどん暗くなっていった。

　ワーキンググループの名称は『業務革新会かい議ぎ』というらしい。エンドユーザーの立場から現行システムの課題を挙げ、取りまとめる。場所は先方東とう京きよう本社、開催日時は毎週水すい曜よう日びで各部門の担当者が一、ないし二名参加してくる。ＪＴ＆Ｗに依頼されたのはその議事録取り、課題管理。

　要は面倒くさいワークを外に投げたい、ということだろう。社内のワーキンググループという性格上、どこかの部署に雑務は寄せづらい。ならばいっそ金を出してアウトソースしてしまえという理屈だ。ＪＴ＆Ｗ社内でも似たような話があるからよく分かる。社員はもっと生産的な仕事に、単純作業は低コストのパートナーに。

　費用対効果を考えるなら至し極ごくもっともな理屈。だがまさか同じことを自分が頼たのまれるとは。

（この僕が、低コストのパートナーだと）

　怒りを通り越して笑えてくる。そこまで落ちたのかという感じだ。

　たった数回の失敗でかくも露ろ骨こつな戦力外通告をされるとは。うちの会社はそんなにドライな実力主義だったか？　外資系的なカルチャーを取り入れていたのか。

　いや。

　違う。別に自分は失敗したから叩たたかれているわけではない。目立っていたから、職しよく掌しようを超え飛び回っていたから疎うとんじられたのだ。たまたま全すべてがうまく回っていた時は誰だれもケチをつけられなかった。だが一度失敗すれば遠えん慮りよは不要になる。風向きは変わり、かつてのエースはスケープゴートとなる。水に落ちた犬は叩け。おお、なんと日に本ほん的てきな光景であることか。

　だがもっとも忌いま々いましいのは、そんな状況であっても自分が会社を捨てられないことだ。理由は明白。国内最大の通信事業者の社員、そのステータスを手放せない、他ほかの居場所を見つけられないでいる。我ながらひどい俗物っぷりだ。女に振られながら惨みじめにすがりつく男のようだった。

「畜ちく生しよう」

　もう何度目かになる悪あく態たいをつく。

　窓まど硝子ガラスに映る鏡きよう像ぞうは千の齢よわいを重ねたように倦うみ疲れていた。
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　急なアサイン変更から二日、梅うめ林ばやしは高こう架か脇わきの道を北上している。

　東とう急きゆう大おお井い町まち駅のほど近く、アズマ電器東とう京きよう本社へと続くルートだ。午後二時半、三月最終日の日差しは来たるべき新年度を祝うように明るく鮮やかだった。道行く人々の顔も心なし華やいでいる。小中学生の集団が笑いながらそばを駆け抜けていった。

（何がおかしいんだ、ガキどもが）

　箸はしが転がってもおかしいと言うが、今の自分は箸が転がってもむかつく心境だ。きっちり自制していないと誰だれ彼かれ構わず怒鳴りつけそうになる。

　よくない兆候だ。深呼吸を一回、可能な限り気持ちをクールダウンさせる。落ち着け、落ち着くんだ梅林。大した話じゃない。たった一時間、客先の打ち合わせに出て帰ってくるだけだ。

　打ち合わせ──アズマ電器・業務革新会かい議ぎ。

　第三回週次定例と銘打たれたミーティングに梅林は向かっている。

　一回目と二回目はどうしたのか。多分作業分担が決まらず、ぐだぐだのまま解散したのだろう。おそらくはこんな感じに。

『さて、ではワーキンググループのキックオフを始めようと思います。ただ今日きようは皆さん突然の招集でトピックもないでしょうから、まずは顔合わせということで。詳細な議ぎ論ろんは次回にしますか』

『賛さん成せい』

『賛成』

　続いて二回目。

『えー、前回特に宿しゆく題だいもなかったので皆さんネタとか持ち寄ってないですよね？　じゃあまずはどういう風に進めたらいいか考えましょうか』

『すみません、議事録は誰が取りますか？　あ、私はちょっとこのあと予定が入ってるのでまとめてる余裕がないんですが』

『僕もないですね』

『ではどういう分担で議ぎ事じ録ろくを取るか、各メンバー持ち帰り検討にしますか』

『賛さん成せい』

『賛成』

　以上アズマ電器二週間の進しん捗ちよくでした。続きは外部の雑用係が入ってから！

（……ったく）

　無む駄だな会議とメーリングリストが組そ織しきの害悪であることは言うまでもない。が、完全にそれらが撲ぼく滅めつされたところはついぞ見たことがなかった。会議の生産性が低い理由はコミュニケーションが足りていないから。なのでもっと会議を増やそう。メーリングリストにメンバーを入れよう。進捗確かく認にんを確認するための打ち合わせを開こう。その結果が慢性的な人手不足、外部からのリソース調ちよう達たつ。

　くだらない、本当にくだらない。

　舌打ちしながら歩いていくと商店街が途切れた。広い敷しき地ちの向こうに巨大なビルが見える。磨みがき上げられた御み影かげ石いしを思わせる外がい壁へき、縦たてに並んだ窓が温度計のゲージを彷ほう彿ふつさせる。アズマ電器の東とう京きよう本社だった。もともと大おお阪さか発祥の企業だが、度重なる事業部移動の末、今や関東側がヘッドクォーター機き能のうを担っているらしい。一階ロビーには訪問客が鈴なりになっていた。

　受付で来意を告げ担当者を待つ。しばらくすると禿はげ頭の中年男性が歩み寄ってきた。

「ＪＴ＆Ｗさん」

　確認の呼びかけに「はい」と答える。スーツの前を直し一礼した。

「梅うめ林ばやしと申します。初めまして」

「アズマのＴ田です。今日きようはよろしくお願ねがいします」

　名刺交換をして相手の部署名に視し線せんを走らせる。

　サービス企画部。

　今回の取引先だ。ざっと下した調しらべした限り、インターネット経由の各種サポート・プロモーションを企画している部署らしい。ＪＴ＆ＷはそれらＷＥＢサービスのインフラとして少量のクラウド基き盤ばんを提供している。もともとコールセンター経由で成立した契約のため、通常の担当営業とは別チャネルで繫つながっているのだとか。月げつ額がくについてはまだ調べていないが、どうせ大した売り上げではあるまい。クラウドサービスは安さが身上。本来ならいちいち担当エンジニアがついたりしない。

　嘆たん息そくを抑えつつ相手の肩書きを確認する。主任……一応役やく職しよくつきか。あまり出世コースに乗っている感じはしないが、それでも年下の平社員に迎えられるよりマシだった。

　Ｔ田と名乗った男は人好きのする笑えみを浮かべた。

「急な話ですみませんね。我々もなかなか内部でリソースの調達ができなくて。ＪＴ＆Ｗさんの力まで借りることになってしまい、申し訳ありません」

「いえいえ」

　だったら自分達でなんとかしろよ、という毒舌を喉のどの奥に引っこめる。とびっきりの営業スマイルで。

「新年度は色々立てこみますからね。可能な限り本業以外の仕事はアウトソースするべきですよ。我々にできることならなんでもお手て伝つだいさせていただきます」

「そう言っていただけると」

　Ｔ田は額ひたいの汗をぬぐった。恐きよう縮しゆくした様よう子すで打ち合わせスペースに案内してくれる。来客の集団とすれ違いながら言葉を継いだ。

「ただかなり重要なワーキンググループであることは確たしかなんですよ。うちの役員肝いりの話でしてね、トップダウンではなくボトムアップで生産性を上げていこうと。出た結けつ論ろんにはきっちり予算をつける気もあるようですし。短期的な改革にはなりませんが、中長期的には大きな効果が見こまれるかなと」

「ほう」

「私もねぇ、目先の業務に忙殺されるより、こういう未来志向のディスカッションをたくさんやっていくべきだと思うんですよ。ほら、よく言うじゃないですか。本当に取り組まなければならないのは緊きん急きゆうかつ重要な業務ではなく、重要だが緊急ではない業務だって」

「未来への投資というやつですか」

「まさしく」

「タイムマネジメントの基本でもありますね。仕事に振り回されるのではなく、主体的に仕事の順番をコントロールしていこうという」

「仰おつしやる通り、さすがＪＴ＆Ｗさん。大事なのは中長期的展望ですよね。我々のような大所帯になるとより一層そのあたりの思考が必要かなと」

　なるほど、意外とまともな考え方をしている。他ほかの担当者も同じ意い識しきなのだろうか？　であれば少しは建設的な議ぎ論ろんを期待できそうだ。議事の端々から中長期のビジネスチャンスをつかめるかもしれない。

　多少なりとも気分を明るくしているとＴ田が立ち止まった。ミーティングルームの扉を指し示す。

「さ、さ、そちらです」

「どうも」と先行しかけてふっと違和感を覚えた。Ｔ田が動いていない。にこにこと自分を見守っている。

「あの？」

「はい？」

「入っていいんですよね？」

「ええ、もちろん」

　ならなぜあとに続かない。

　怪け訝げんな眼まな差ざしにＴ田は「あぁ」と肩をすくめた。薄うすい眉まゆを押し下げ。

「すみません、私、今日きよう都合が悪くて出られないんですよ。申し訳ないですが今回は梅うめ林ばやしさんだけで対応いただけますか？　メンバーにはＪＴ＆Ｗさんが来ることを共有してありますんで」

　はぁっ!?

　思わず叫び出しそうになった。

　ちょっと待て。未来への投資はどこに行った？　中長期的な展望は？

「あ、で、申し訳ないですが『サービス企画部の要員』という立場でご参加いただけますか。部署からの出席者がゼロだと、あとあとうるさいので。内容はのちほど議ぎ事じ録ろくで共有してください。ではよろしくお願ねがいします」

　呆あつ気けに取られる自分を残してＴ田は立ち去ってしまった。先ほどまでの前向きさが噓うそのような遁とん走そうっぷり。面倒ごとに巻きこまれるのはごめんと言わんばかりだった。

（く、腐ってやがる）

　一時でも見直した自分が馬ば鹿かだった。やっぱりこいつら大企業病の末期患者だ。主体性も当事者意い識しきもない昼ひる行灯あんどんの集団。暗あん澹たんたる気分で扉を開け入室する。

　白い蛍光灯の明かりが長テーブルを照らしていた。全部で二十名ほど入れそうな会議室だ。人の姿はまばらで席の三分の二は空いている。何人かが弛し緩かんした顔でこちらを見た。

「すみません、ＪＴ＆Ｗの梅林と申しますが」

　返事が来るまでにわずかな間があった。ややあって気弱そうな青年が席を立つ。なで肩でもやしに目鼻を描いたような外見だ。

「えー、サービス企画部の？」

「はい」

「Ｔ田さんは？　いらっしゃらないんですか？」

　知らねぇよ。

「すみません、少しご都合が悪いようで」

「そうですか、じゃあとりあえずその辺に座っていただく感じで」

　勧められるまま末席に着く。時と計けいを確かく認にんするともう打ち合わせ三分前になっていた。にしては集まりが悪い。本当に時間通り始まるのか、やきもきしていると十五時丁度に人がバタバタと入ってきた。

「お待たせしました」

　癖くせ毛げの、哲学者を思わせる男性が頭を下げる。悪びれた様よう子すもなく司会席に腰かけると周囲を見渡した。

「今日のメンバーは以上ですかね？　じゃあ時間になりましたので始めます。先週から引き続き議事進行は私、システム本部の矢や加か部べが担当します。えーと……議事録は今週からサービス企画部の方で取ることになっていたと思いますが」

「はい」

　陰いん鬱うつな面持ちで挙手する。

　癖くせ毛げの男性はうなずいた。

「ではお願ねがいします。名な島じま君、課か題だいリストを配って」

　例のもやし青年がプリントを配布し始める。紙が行き渡るのを待たず、矢や加か部べと名乗った男性は口を開いた。

「前回の打ち合わせで、各部門に問題点の洗い出しをお願いしていたと思います。なので順番に発表していってもらえますか？　まずは……そうですね、知的財産部の方から」

「はい、えー」

　まだ若い女性社員が背筋を伸ばす。手元のパソコンに視し線せんを落とし。

「エクセルの起動が遅い、と申告がありました」

　議ぎ事じメモを取る手が止まる。まじまじと見つめるも女性社員はしかつめらしい顔で続けた。

「あとインターネットが最近重いです」

「インターネット」

　矢加部が繰くり返した。

「それは常時ですか、それとも特定の時間帯ですか」

「あー、いえ、時間帯とかそういうのじゃなくて」

　もう一度画面に視線を落とし。

「グー○ルマップとか乗り換え検索とかの反応が悪いんです。前はもっとさくさく操そう作さできた気がするんですけど」

「そりゃサイトがリニューアルしたからだろ」

　参加者の一人ひとりが口を挟む。女性社員が「そうなんですか」と目をしばたたいた。納得したのかどうか分からないまま小さくうなずく。

「じゃあ……以上です」

「以上ですか？」

「以上です」

「……分かりました。では、次は品質管理部」

　矢加部に促されて眼鏡めがねの青年が顔を上げる。こちらも若い。まだ入社二年目、三年目といった風だ。

「無線ＬＡＮが使えないんです」

　手元のスマートフォンをかざす。

「パソコンだと接続できるんですが、会社貸与のスマホだとうまく繫つながらなくて。きちんと同じネットワークを選んでるはずなんですけど」

「申請は出しましたか？」

　矢や加か部べの質問に眼鏡めがね青年は「え」と訊たずね返した。

「申請……ですか？」

「モバイル端末の無む線せんネットワークは通常の業務用とは分けてありますので、利用の際は各アクセスポイントに許可端末を登とう録ろくする必要があります。システム本部のポータルに申請フォームがありますので確かく認にんしてみてください」

「そうなんですか。すみません」

　しかつめ顔で眼鏡青年が口をつぐむ。「次」と矢加部の声が響ひびいた。

　だが続く担当者も、そのまた次の担当者もコメントの内容は似たり寄ったりだった。

（なんというレベルの低さ）

　社内インフラと外部サイトの切り分けもつかず、自社の業務フローさえ満足に理解していない。そんな状態で素人しろうとめいたクレームが各部の正式コメントとして出てくる。自分がセッションオーナーなら怒鳴りつけていただろう。だが議ぎ事じはそれを咎とがめる様よう子すもなく流れていった。

　つまりこれが本打ち合わせの期待値というわけか。生産的な議ぎ論ろんなど望まない。各担当者が表向き宿しゆく題だいをこなしてくれば御の字。

　Ｔ田が逃げ出したのも分かる。どう考えてもこれは時間の無む駄だだ。いればいただけ工数が浪費されていく、生産性が下がっていく。

「マーケティング部です」

　下しも膨ぶくれ気味の青年が声を上ずらせる。心なし顔を紅こう潮ちようさせて。

「社内システムごとにＩＤ・パスワードがバラバラで使いづらいという話が出ています。たとえば勤怠システムとドメインのＩＤは別ですし、リモートアクセスのアカウントも異なります。それぞれ定期的にパスワード変更が必要とされて煩はん雑ざつですし、複数のＩＤを覚えきれず結局どこかにメモっている人もいます。セキュリティ的にも問題だと思いますので何か単一の仕組みを準備してはどうでしょう？」

　ほう？

　珍しくまともな意見が出てきた。いわゆるシングルサインオン、統合認証基き盤ばんというやつだ。ＩＤ・パスの管理を各システムから切きり離はなし単一の基盤に集約する。業務システムやサービスはアクセス要求が来る都度、基盤に問い合わせ、結果次第で権限を付与すればいい。これによりユーザーは全すべてのシステムを一つのＩＤで利用可能になる。更に生体認証を組み合わせれば面倒なパスワードの変更も不要となる。社員の負荷削減には最適な仕組みと言えた。

　だが矢加部は首をひねった。

「ＩＤが一つになれば流出した時の影えい響きよう範はん囲いも広がりますよね。今はそれぞれのシステムで権限が閉じてますけど、全て共通になったらインシデント時の対応がどうなるか」

「全システムの認証をいじるコストも馬ば鹿かにならないよなぁ。社員への周知も大変だし」

「外部業者のシステムは統合できないだろう？　だとすると結局別々のＩＤが残るわけで、あんまり効果がないんじゃないかな？」

　口々に異い論ろんが唱えられる。

　発言者の青年は意い気き消しよう沈ちんして黙だまりこんでしまった。しぼんだ風船のようにうつむいている。

（反論しないのか）

　よく見るとこの青年もまた若手だ。組そ織しき横断の打ち合わせで声を大きくするのは難むずかしいのだろう。異い議ぎを唱えている人間が中堅どころなのも、発言を萎い縮しゆくさせている原因に思えた。

（もう少し上の人間を出せばいいのに）

　マネージャー陣が同じことを言っていれば、今よりは闊かつ達たつな議論が交わされたはずだ。だがそこは部門として若手の参加で十分と判断したのだろう。サービス企画部と同じ、主力の要員を出す必要がないと考えた。だから折角の提言も無視される。検討の俎そ上じようから外されてしまう。なんとも気き鬱うつな眺めだった。早くこの打ち合わせ自体終わらないか、解散してくれないか、暗い気持ちで議事を取っていると。




　扉が開いた。




　空気が動き風が吹き寄せてくる。

　戸口に細身のシルエットが見えた。タイトスカートの女の子が上下に肩を揺らしている。ドアノブをつかみ荒い息遣いになっていた。前下がりのショートボブが頰ほおにかかっている。乱れたジャケットを見る限り、かなり慌てて走ってきたのだろう。顔を上げた拍子に髪留めのピンが鈍く光った。

「すみません、遅くなりました！」

　澄すんだ声が響ひびく。澱よどんだ雰囲気がふっと薄うすまったように思われた。矢や加か部べは戸惑い気味に視し線せんを向けていたが、ややあってうなずいた。

「資料を取って座ってください。名な島じま君の横あたりに」

「はい、失礼します！」

　体育会系的なノリで一礼。気き忙ぜわしく入室しようとしてハンドバッグの紐ひもがドアノブに引っかかった。あ、と思う間もなく後ろに引っ張られる。ヒールの踵かかとが滑り上体が沈みこんだ。

　ドンと重い音が響く。

　こけた。

　見えた。
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　なんとも言えない沈ちん黙もくが室内を満たす。女の子はスカートの裾すそを直しながら「たはは」と笑った。そのまま何ごともなかったように立ち上がり手近な席に着く。腰をさすりつつ、配られた資料を読みこみ始めた。

（なんなんだ）

　他ほかのメンバーと比べても飛び抜けて若い感じだ。新人か？　ＯＪＴもロクに受けていない第二新卒か何かか。

「では、続けます」

　矢や加か部べが議ぎ事じを再開した。先ほど発表したマーケティング部メンバーの隣りん席せきから報告が始まる。

　だが予期せぬアクシデントを経ても会議の流れは変わらなかった。相変わらずピントのずれた意見や質問が頻ひん出しゆつする。たまにはっとする提案があってもディスカッションにならないまま退けられる。

　そんなことが十分、いや二十分も続いただろうか。矢加部が座を見渡した。「以上ですかね」と平板な声で訊たずねる。

　ほっと空気が和らいだ。誰だれもが「やっと終わったか」と言わんばかりの表情になっていた。

　議事メモに視し線せんを落としてうんざりする。ひどい内容だ。決定事項も検討項目も何もない。ほとんど小中学校の学級会レベルだ。今からこれを提出用にまとめるかと思うと気が滅め入いった。

　畜ちく生しよう、数千万規模のＳＩをこなしてきた俺おれがなんだってこんなことを。

　全すべてはあのスルガシステムとかアルマダとかいう三流ベンチャーのせいだ。あいつらさえいなければ今いま頃ごろ俺はインフラ更改の提案に関かかわっていただろうに。

　鬱うつ屈くつした意い識しきに矢や加か部べの声が滑りこんでくる。

「課か題だい……も特にないようですし、特にコメントがなければ次回の日程と場所だけ確かく認にんして終了にしますが」

「え？　もう終わりですか」

　頓とん狂きような声が上がる。全員の視し線せんが集中した。遅刻してきた女の子だ。ぱっちりした目をまたたかせペン先を浮かせている。

「噓うそですよね？　まだ時間ありますし、全然話が途中じゃないですか」

「途中」

　矢加部の眉まゆがひそめられる。何を言っているか分からないという様よう子すで。

「遅れてきたから分からないかもしれませんが、全員の発表は終わりましたよ。他ほかに発言を残してる部署はないですよね？　先ほども訊ききましたが」

　再確認しようとする矢加部を女の子が遮る。

「いえいえ、発表がどうこうって話じゃないです。ネタを出し終わったとして、あとの評価はどうするんですか？　今の情報の整せい理りと対応の優ゆう先せん順位づけは、別の打ち合わせでやるんですか？」

　ざわめきが広がった。中堅社員の一人ひとりが眉をひそめる。

「整理する話なんてないだろう。質問には答えたし勘違いは正した。提案っぽいのは……ほら、ちゃんとデメリットを説明して終わりになったし」

「それ本気で喋しやべってます？」

　あけすけな言葉に「なっ」と相手が絶句した。凍りつく空気の中、女の子は滔とう々とうと続けた。

「質問や勘違いが多いということは、そもそもシステムの仕組みやフローがちゃんと伝わっていないってことですよね？　であればどのように周知するか、理解を深めてもらうか、手法の検討が必要です。あと全すべての提案にはメリットとデメリットがあります。その両者を比較して投資効果を図るのが『整理』ということでしょう。デメリットだけ話して終わりとか、そんな議ぎ論ろんありえません」

　あ、それとも、と手を叩たたく。

「今のはブレストですか？　ＳＣＡＭＰＥＲの叩きですか。なら納得できます。もう少しアイディアを発展させてそれからプロコンをするんですね？　すいません私ったら先走っちゃって、どうぞ先に進めてください」

　呆あつ気けに取られる周囲をよそに女の子は口をつぐんだ。そのままにこにこと議論の再開を待っている。

　たっぷり十秒ほど沈ちん黙もくした後、矢加部が動いた。混乱を隠かくせない様子で。

「き、君は一体どこの部署の人ですか」

　今更ながらの質問に女の子がまばたきした。「あっ」と口元を押え背筋を伸ばす。

「すみません、ご挨あい拶さつが遅れました。私、アルマダ・イニシアティブの次じ郎ろう丸まる縁ゆかりと申します。御社ＩＴ戦略室のご依い頼らいで本ワーキンググループのアドバイザーに就任しました。今後ともよろしくお願ねがいします！」

　曇くもり一つない笑え顔がおで一礼する。

　ぽとりと手から筆記具が落ちた。想定外の単語に思考が乱れる。ぱくぱくと金魚のように口を開け閉めした後、梅うめ林ばやしは心中で叫んでいた。

　あ、アルマダだとー!?




　淹いれたてのコーヒーを勢いよくあおる。煮えた液体が舌を焼くが気にならない。ひじをテーブルに突いたまま頭を抱える。激はげしい混乱が脳裏を満たしていた。

　どうしてアズマに連中が。

　打ち合わせが終わってから向かいの喫きつ茶さ店てんに駆けこんだ。本来ならＴ田を呼び出し今後のアクションを相そう談だんすべきだったのだろう。だが、あのまま留まっていると思わぬ狼ろう狽ばいを見せてしまいそうだった。なぜ、なんでアルマダが。自分を表街道から追い落とした仇きゆう敵てきが。

　聞き間違いではない。確たしかにあの女性はアルマダ・イニシアティブと名乗った。次郎丸縁、ＩＴ戦略室のアドバイザーと言っていたか？　なかなか血気盛んな娘だったが、なぜこんなろくでもない会かい議ぎに参加しているのだろう。見たところまだ若手のようだから引き受け手のない雑務を押しつけられたのか。

（分からん）

　とにかく想定外のことが起きているのは確たしかだった。落ち着いたら営業と連携して情報を集めねば、そう思った瞬しゆん間かん。

「すみません、ここいいですか？」

　ショートボブの女の子が微笑ほほえんでいた。

　肩にかけたハンドバッグの紐ひもを握りこちらをのぞきこんでいる。髪留めのピンが照明の光を照り返していた。

「は？」

　他ほかでもない次郎丸縁だった。

　返事を待つことなく彼女は向かいの席に腰かけた。メニューを取り上げると店員に手を挙げてみせる。

「注文お願いします。カフェオレ、ガムシロつきで。あとジャムトーストも」

　いや、いやいやいや。

「ちょっと待て！　何、当たり前のような顔で相席してるんだ！　他の席も空いているだろ!?　なぜわざわざ僕の前に座る！」

「え？　知り合いを見つけたら普通ご一いつ緒しよするでしょう。逆に無視したら感じ悪いじゃないですか」

「知り合い!?　僕と君がか!?」

「さっきまで同じ会かい議ぎに出てたじゃないですか、一時間も顔を突き合わせてたんですよ」

「だからって」

　身を乗り出しかけると彼女は片手で押しとどめてきた。にっこりと口角をもたげ。

「それと別に今日きようが初めてってわけじゃないですよ。ＪＴ＆Ｗ、ソリューション営業本部の方ですよね？」

　！

　一気に頭が冷える。先ほどの会議で自分は特に名乗らなかった。名刺交換も客側の何名かと行っただけだ。今日の邂かい逅こうが初めてじゃない？　過去にどこかで同席していた？

「どこで会ったんだ」

　警けい戒かいも露あらわに訊たずねると次じ郎ろう丸まるは肩をすぼめた。

「江え古ご田た建設の提案会場で。私、あの時の提案担当だったんです」

「提案担当？　君がか」

「はい」

「……ドキュメンターとかロガーとかをしてたってことか？」

「いえ、提案方針の策定からサイジング、見み積つもりまで全部やりましたよ。主担当です」

（噓うそだろ）

　信じられない。ということはこの小娘の作ったＲＦＰ回答に自分は敗れたのか。総力戦体制のＪＴ＆Ｗが撃げき退たいされたのか。冗じよう談だんだろう。ありえない。

「あと業なり平ひら産業さんにも出入りされてますよね？　なので何度かお顔は拝見してるんです。今日打ち合わせに参加されてるのを見て嬉うれしくなっちゃって。なんか宿命のライバルと出会った感じで、熱あつい展開だと思いませんか？」

「そうかい」

　むしろ鬱うつ展開な気もするが。運命の神様が実在しているならクレームを上げたくなる。視し線せんを逸そらし。

「で？　色々因いん縁ねんのある関係だからどうだって言うんだ。悪いが僕は仕事相手とは一線を引くタイプでね。オフの場では必要以上に馴なれ合いたくないんだ。他ほかに話すことがないなら、すまないが別の席に」

「あ、お水空いてますね。おかわりもらいましょうか？　ジャムトーストも多分私一人ひとりだと多いんで分けませんか？　さっきネットで調しらべたら結構評判いいみたいですよ、ここのトースト」

　人の話を聞かない奴やつだな！

　目を三角にしていると店員が注文のメニューを運んできた。机の上にカフェオレと食事の皿が展開され、さすがに席を変われとも言いづらくなる。皮肉にも店員が「ごゆっくり」と会釈してきた。

（ったく）

　コーヒーはまだ半分以上残っている。放置して出るのも追いやられたようで業腹だ。諦あきらめて椅い子すにもたれかかる。スマホを取り出し極きよく力りよく視し線せんを合わさないようにしていると、陶器の触れあう音が響ひびいた。

「さっきの打ち合わせ、変だと思いませんか？」

　次じ郎ろう丸まるがカップを持ち上げている。双そう眸ぼうに好奇心にも似た光が宿っていた。

「変？」

　関かかわりたくないと思いつつ目を向けてしまう。次郎丸はまっすぐにうなずき返した。

「あまりにも後ろ向きだと思うんです」

　何を言うかと思えば。意図せず鼻を鳴らしてしまった。

「やる気がないだけだろ。本業以外の打ち合わせに参加させられてやっつけになってる。よくある話じゃないか。君の会社にはないのか？　似たようなことが」

「ないですね、まったく理解できません」

　それはようございましたねと皮肉りかけて「でも」と遮られた。大ぶりな瞳ひとみがこちらを見つめている。

「多分、そういう理由ではないと思うんです」

「？　なぜだ」

「だって色々なことがあまりに不自然でしたから」

　カフェオレに口をつける。

「まず気になるのは参加者の偏りです。ほとんど二年目、三年目の若手社員。多分あそこで出た意見と同じことをマネージャー層に言わせればもっと議ぎ論ろんが深まったでしょう。なのに実じつ態たいは真逆の人選。あえて発言力を弱めているようにしか見えません」

「だから上の人間のやる気がないんだよ。時間の無む駄だだから若手に押しつけてよしとしている」

「ならなぜ中堅社員が交ざってるんですか？」

　不意打ちされて言葉に詰まる。言われてみれば確たしかに数名、中堅どころのメンバーが同席していた。議事進行の矢や加か部べも課か長ちようクラスだろう。

「それは……やる気のある部署もあったってことじゃないか」

「でも彼らは課か題だいを発表しませんでしたよね」

「え？」

「よく思い返してください。各部署の課題を語っていたのは若手がほとんどです。矢加部さん始め、中堅社員は何も問題提起していません」

「……」

「代わりに彼らは何をしていましたか？　若手の意見にダメ出ししていただけです。メリットも採算も無視してひたすらデメリットだけを強きよう調ちようしていた。若年層としては先せん輩ぱいの意見に逆らえない。だから議ぎ論ろんが途と絶だえる。どうにも作為的だと思いませんか」

「意い識しき的てきにそういう布陣にしてたってことか」

　次じ郎ろう丸まるは質問に答えず「もう一つ」と指を立てた。

「そもそも打ち合わせ自体に後ろ向きなら、今日きようのような進行は完全に逆効果です。いたずらにストレスがたまるだけですし、いつまでたっても結論が出ません。ＪＴ＆Ｗさんならどうですか？　心底不本意な打ち合わせにアサインされたら、どういう行動に出ますか」

「サボタージュする」

「参加が強制され、出欠が査定に響ひびくとします」

「ならとっとと結論を出しちまうな。十回の打ち合わせを二回で終わらせて……ああ」

　そういうことか。言わんとすることが分かった。

　ダメ出しばかり続けても議論は終わらない。結論を導みちびくのが重要なら、適当に全員の意見をまとめてしまえばいいのだ。ネットが遅い、無む線せんが繫つながらない、アプリが重い。十個くらい問題点を羅ら列れつし、ワーキンググループの成果にすればそこで話は終わる。厄介な打ち合わせから解放される。

　だが件くだんの会議はあらゆるコメントを受け付けようとしなかった。些さ細さいな疑問は切り捨て、有意な提言にはデメリットのみを主張した。結果一時間の打ち合わせはなんの結論も生み出していない。長文の議ぎ事じ録ろくはただ参加者のやりとりで埋め尽くされていた。

　つまりもっと議論を深めたかったのか？　更なるアイディアを募集したかったとか？　いや、だがやる気がないんだよな。だから新人を参加させて、数少ない中堅も改善案を出さなくて。んんん？　なんだ、どうにも矛盾してるぞ？

「妙だな」

　ようやくたどりついた結論に、次郎丸は満足げな笑えみを返した。

「妙なんです。色々材料を組み合わせてみると、わざと議事を滞らせているようにしか思えません。なぜでしょう？　一体どうしてアズマの人達は無む駄だな時間を増やそうとしてるんでしょう。論理的な選択じゃないですよね？」

　確たしかに、まともな企業人の取る行動ではない。無為な打ち合わせを長引かせようとしている理由。さぼりの機き会かいを増やしたい？　あるいは。

「時間稼かせぎ、かもな」

　時間稼ぎ、と次郎丸は繰くり返した。興きよう味み津しん々しんに膝ひざを乗り出してくる。「なんでそう思うんですか」柔らかそうな頰ほおが、唇が近づいてくる。

　おい、こら、ちょっと距きよ離りが近い。

「いや、特段何か考えがあって言ったわけじゃない。ただ議論を打ち切るのでもなく発展させるつもりもないなら、残る可能性は現状維持かなと。とにかく打ち合わせをグダグダにして結けつ論ろんの先延ばしを図ってる」

「どうして」

「だから適当に喋しやべっただけだよ。根拠なんてない」

　片手で顔の圧力を押し返すと次じ郎ろう丸まるは身体からだを引いた。ちょこんと椅い子すに座り直し考える目になる。

「おい」

　沈ちん黙もくが続いて不安になる。ややあって彼女は顔を上げた。

「協力しませんか？」

「は？」

「二人ふたりでこの謎なぞの答えを探るんです。なぜ無意味なワーキンググループを続けているのか、歪いびつな参加者構成になっているのか。調しらべてみたいと思いませんか？」

「なんでまた」

　他社の内情に首を突っこむ必要があるのか。探偵まがいのことをしなくてはならないのか。渋面を作っていると次郎丸は微笑した。挑戦的な光が双そう眸ぼうに浮かぶ。

「ビジネスの匂においがするんです」




　　　　[image: くぎり]




　ビジネスの匂い、ねぇ。

　指に挟んだ名刺を揺らす。午後三時、ＪＴ＆Ｗのオフィスは相も変わらず騒そう々ぞうしい。スーツ姿の男女が引っ切りなしに視界を過よぎっている。落ち着いて業務するには少々不適当な環かん境きようだ。だが周囲が騒々しい分、自分に注意が向くこともない。多少の思索は咎とがめられずに行える。

（アルマダ・イニシアティブ、次郎丸縁ゆかり）

　自席にもたれかかったまま名刺の肩書きを読み上げる。変わった娘だったが、提案された内容はもっと妙ちきりんだった。客がなぜ無む駄だな打ち合わせをしているか、参加メンバーが歪なのはどうしてかを探る。

　普ふ段だんなら馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ蹴しゆうしてしまうところだ。だが彼女の指摘した矛盾はいちいちもっともだった。魚の小骨のような引っかかりが安易な思考停止を許してくれない。ステレオタイプな結論を導みちびかせてくれない。

『協力する気になったら連絡ください』

　大おお井い町まちの喫きつ茶さ店てんで彼女は即断を求めなかった。

　連絡先だけ交換するとこちらの支払いをすませ、いそいそと立ち去ってしまった。あとに残ったのは手つかずのジャムトーストと飲みさしのカフェオレ。つまり彼女は例の話をするためだけに喫きつ茶さ店てんを訪れたのだろう。こちらのあとをつけて、頃ころ合あいを見計らって。

（何を考えてる）

　仮に彼女の言う通りビジネスチャンスがあるとして、それを他社に漏もらす理由が分からなかった。一人ひとりでは人手不足だから？　なら同僚を連れてくればいい。別に業務委託先の参加者が数名増えたところでアズマは気にしないだろう。だが彼女はあえて自分にアプローチしてきた。過去複数の案件で競きよう合ごうした相手に。

『なんか宿命のライバルと出会った感じで、熱あつい展開だと思いませんか？』

　ふん。

　かつての宿敵がともに手を取り合い謎なぞに立ち向かうか。確たしかにそういうのが好きそうな感じではあったが。

（まぁいい）

　先方の意図がどうであれ乗せられなければいいだけだ。最悪何か罠わなが張られていても状況確かく認にん程度なら嵌はめられることもあるまい。

　次じ郎ろう丸まるの名刺を置いてデスクに向き直った。机の上にはアズマ社の名刺が散らばっている。とりあえず議ぎ事じ録ろく作成がてら現状を整せい理りしてみるつもりだった。

　アズマ電器、社内ワーキンググループ、〈業務革新会議〉。

　ミーティングのオーナーはＩＴ戦略室。役員会直ちよつ轄かつでグループ全体の情報化施策を検討しているらしい。ただどうにも肝心のＩＴリテラシーが欠けているのか、統括の役割は担いつつ会の運営自体は現場の情報システム部門に丸投げしている。その委託先がシステム本部、議事進行役の矢や加か部べが所属する部署だ。とは言えまったく手放しというわけにもいかないので、外部のアドバイザーを雇い議事に参加させている。会議の内容を適度に嚙かみ砕きフィードバックしてくれる人材、すなわち次郎丸縁ゆかり。

　ふん、と鼻を鳴らして名刺を動かす。矢加部を中心に各部署の担当を並べていった。

　ＩＴ戦略室が上、その横に次郎丸。各ユーザー部門はシステム本部の下か。自分の雇い主、サービス企画部は一応、外部向けのＷＥＢサイトを所管しているものの、社内システムには一切タッチしていないためユーザー部門扱い。その下で動く自分も同どう様ようだ。

　ちなみに先ほどサービス企画部向けの売り上げを確かく認にんしてみたが月げつ額がくわずか十二万だった。１コアのＷＥＢサーバ二台に２コアのＤＢサーバが二台、ストレージはＮＡＳ１００ＧＢのみ。追加オプション一切なし。

（十二万）

　想像以上の端はした金がねに笑い出したくなる。

　その程度の売り上げを守るために同僚を売り飛ばすとは。度し難がたい連中だ。いつか思い知らせてやる。自分を敵に回したことを後悔させてやる。

　見てろよ。

　だがとりあえずは目の前の謎なぞ解ときだ。

　ひじを突いた姿勢で前髪をいじる。組そ織しきの相関図はなんとなく理解できた。だが力関係が分からない。主催のＩＴ戦略室がもっとも権力を握っているのか、議ぎ事じ進行のシステム本部が場を支配しているのか、あるいは部署横断で何かの派は閥ばつが形成されているのか、そこが分からないとどうにも動きづらかった。こんなことならもう少し詳細に発言を記録しておくべきだったか。どの部署の誰だれが後ろ向きか、スタンスが分かるだけでも随分違っただろうに。

　いずれにせよ情報収集が必要だった。

　各担当者の立ち位置、年次、社内でのポジション。些さ細さいなデータでも漏もらさず搔かき集め、目の前の相関図にプロットする。見えざるキーマンをあぶり出す。

　だがいたずらに会議を傍ぼう観かんしていても情報は集まらないだろう。誰が発言するかは不規則だし、全員が全員、本音を出してくれるとも限らない。下へ手たをするとネタが揃そろった時にはワーキンググループ自体終了となりかねなかった。

　とはいえ素直に本心を訊きいても答えてはくれまい。どうするか。

（揺さぶってみるか）

　口角が歪ゆがむ。久しぶりに気力が湧わき上がってきた。




「成果物のイメージとマイルストーンを決めませんか」

　次の水すい曜よう日び、第四回定例の場でおもむろに動どう議ぎしてみた。参加者がきょとんとした様よう子すで見返してくる。いきなり何を言い出したこいつ、と言わんばかりの顔。

「いえ、ワーキンググループと言えど一つのプロジェクトですから、である以上ゴールとスケジュールを決めるべきかなと。ああ、いや、ひょっとしたら既に設定されているかもしれませんが、であればそれを共有いただけると」

「スケジュールは特にありません」

　矢や加か部べが答える。長い首を巡らせ向き直ってきた。

「この打ち合わせは日常的な課か題だいを洗い出すものですから、特に期限を決めてどうこうする予定はありません。無理に答えを出そうとすると、どうしても恣し意い的てきな結けつ論ろんになってしまいますから」

「にしたって十年二十年かけて答えを出すわけじゃないでしょう。みなさんお忙しいんですから、できるだけ効率的に成果を出していかないと。ちなみに実際問題どうなんです？　来年も再来年もこの会は継続されるんですか？」

　視し線せんを走らせる。全員の表情の変化を逐ちく一いち確かく認にんしていった。最初の驚きよう愕がくが薄うすれ、異なる色彩がそれぞれの顔に浮かび上がっている。好奇心、不審、戸惑い、そして。

　警けい戒かい。

　下座の女の子、次じ郎ろう丸まるだけは表情を変えていない。こちらの意図を察しているのだろう。先週の野の放ほう図ずさが噓うそのように息を潜ひそめている。

「まぁ長くても１Ｑ中だな」

　短髪の男性がつぶやく。名刺の名前と顔を脳内で照合、確たしか人事総務の人間だった。

「来年も実施するならまた仕切り直しだよ。部署改変もあるだろうし」

　真っ当な意見だ。大きくうなずく。

「なるほど、１Ｑ中と言うことは六月末までですよね？　月に四回週次定例があるとしてあと十回余りしか顔を合わせられないわけです。だとすれば終了間際にバタバタとなるよりは、今のうちから計画的に進めた方がよいかなと」

「計画的」

「ヒアリング、分析、取捨選択、レポーティングの四フェーズに分けて作業を進めます。それぞれのフェーズに約二週間、都度中間レポートを作成してマネージメント層の確かく認にんを仰ぎます。マイルストーンの設置とレビューをしっかり行えば、あとあとの手戻りは防げます。まずは各フェーズごとのアウトプットを固めましょう。先ほどお話しした成果物のイメージってやつです」

「誰だれが作るんですか、それ」

　面倒くさそうな声を上げたのは茶髪の青年だった。桃もも色いろのポロシャツがややカジュアルな印象を与えてくる。

「僕らも普ふ段だんの業務があるんですけど」

　手元の名刺に視し線せんを落とす、営業推進部の人間か。

「もちろん私が作りますよ、そういう面倒なところはどんどんご依い頼らいいただいて大丈夫です」

　とびっきりの営業スマイルで宣言する。両手を広げて座を見渡した。

「なんだったら次週までにドラフトを準備してきましょうか？　事前にメールで共有させていただくことも可能です。皆様お忙しいようですし、私の裁量で構わなければ二ヶ月程度で終わるスケジュールを作らせていただきますが」

「梅うめ林ばやしさん」

　矢や加か部べが口を挟んだ。腕うで時ど計けいに視線を落としている。

「ご提案ありがとうございます。ただ他ほかの議ぎ題だいもありますので、あまりその件だけで時間を使いますと」

「ああ、失礼しました」

　どこまで攻めるべきか、感触をうかがいつつもう一手だけ踏みこんでみる。

「じゃあ次回の定例で説明の場をいただけますか。先ほどご提案した内容をもう少し細かくお話しできればと」

「どのくらいお時間必要でしょう」

「十分程度あれば大丈夫です」

「分かりました」

　丁寧に一礼して口をつぐむ。わずか五分程度のやりとりだったが、大分色々な反応が確かく認にんできた。初手としては上出来だろう。あとは次週の対応を見て動き方を決めればいい。会かい議ぎを進めたくない人間がいるなら、きっと何か手を打ってくるはずだ。

　さて、どんなリアクションがあるかな。

　ペンを回していると右手から視し線せんを感じた。次じ郎ろう丸まるだ。片目を閉じアイコンタクトしてくる。

　ふん、別にあんたに言われたからやったわけじゃない。ただ色々得心がいかなかったから動いただけだ。そんな共犯者を見るような目で僕を見るな。

　気づかないふりをしていると次郎丸は肩をすくめた。もとのしかつめ顔に戻って会議資料を読み始める。

「すみません」

　気弱そうな青年が声を上げる。もやしに目鼻を描いたような外見、初日に自分を迎えてくれた人物だ。確たしか名な島じまと言ったか。片手に携帯電話を握っている。

「ちょっと障害が起きてるみたいで、席に戻ってもいいでしょうか」

「ああ、はい、どうぞ」

　矢や加か部べがこともなげに告げる。その言い方が奇妙に他ひ人と事ごとで癇かんに触った。あんたも情報システムの人間だろうに。面倒くさいことは若手に任せて自分は高みの見物か？　先週の発表者に対する態度といい、どうにも気に入らない。ひょっとしてこの男が黒幕か？　と考えて、いやと思う。もし本当に彼がサボタージュの元げん凶きようなら、ああもあっさりこちらの発言を認めたりするまい。だとすれば単純にシステムの障害に鈍感なのか。それとも現場を信しん頼らいしきっているのか。

　まぁいい。

　今は義ぎ俠きよう心しんを発揮している場合ではない。優ゆう先せんすべきは会議の内幕を見み極きわめること、誰だれがなんの目的を持っているか確認することだ。それまではせいぜい本音を覆おおい隠かくすとしよう。

　にこにこと笑いながら議事録の作成に戻る。矢加部が「それでは次のトピック」と告げた。




　翌週、予告通りスケジュール案と成果物イメージを持参した。

　案・イメージと言っても、他案件──特に金融・公共向けのコンサルティング資料を流用したものだ。体裁・情報量ともにかなりしっかりしている。想像通り、ワーキンググループ参加者の目の色が変わった。本格的な調ちよう査さ・検討手順にショックを隠せない様よう子すだ。

「分析手法はＳＷＯＴとＫＪ法を用います。まずはブレストで出た案をカテゴライズして要素間の関係性を導みちびき出します。課か題だいの全体像を可視化した後、対策の効果とコスト、優先順位を明らかにしていく。取捨選択はそのあとです。目先の問題から取り組んでいくととかく作為的な結果になりがちですから」

「もう一度議ぎ論ろんをやり直すってことですか」

　知的財産部の女性社員が確かく認にんする。先々週の打ち合わせで「インターネットが重い」と言っていた子だ。具体的な動き方がイメージできないのか、不安げな顔になっている。

「いえいえ」

　つとめてにこやかに否定する。

「分析のネタは今まで出してもらったもので十分です。過去の議ぎ事じ録ろくを見て、こちらで課か題だいを拾いますから。みなさんにお願ねがいするのはマッピングした情報のチェックです。分析結果が実情と合っているかどうかは、現場の方でないと分かりませんから」

「マッピングにどれくらいかかるの？　それで一ヶ月二ヶ月必要だって言うなら、他ほかの議論がストップしちゃうでしょ」

　人事総務の男性が訊たずねる。こちらにもかぶりを振ってみせた。

「一週間かかりませんよ。なんだったら三日でまとめてみせます」

「三日」

「今日きようが水すい曜よう日びですから金曜日の終業時間までに完成させます。一いつ旦たんメールで展開して皆さんが週明け確認できるようにしておきますよ」

「すごいね」

　にぃと総務の男性が笑う。口笛でも吹き出しそうな顔だ。

「でもいきなりそんな、やり方変えていいんですか？」

　眼鏡めがねの青年が首を傾かしげた。

「もともとの進め方ってものがあると思うんですけど」

「ないんでしょ？　特に」

　総務部担当は司会席の矢や加か部べを振り返った。

「前回、スケジュールも期限も特にないってシステム本部、言ってたよね？　だったらＪＴ＆Ｗさんの提案に乗っかっちゃえばいいじゃん。早く結けつ論ろんが出たら出たで、その分、レビューや報告に時間取れるんだしさ」

「それは、まぁ」

　矢加部がうなずく。

「ただＩＴ戦略室がなんと言うか、一応本打ち合わせのオーナーは彼らなので」

「今訊きいてみましょうか？」

　朗らかに答えたのは次じ郎ろう丸まるだった。携帯を取り出しテンキーを指で押えている。

「待った、ちょっと待った」

　中堅社員の一人ひとりが慌てた声を上げる。資料を放り出し眉まゆ根ねを寄せていた。

「今日はＪＴ＆Ｗさんの案の説明だろう？　方向性を決める場じゃないはずだ」

「じゃあ今の話を受けてどうするの？　持ち帰り検討でまた一週間使うの？　無む駄だじゃない？」

　総務部担当の声は揶や揄ゆを含んでいた。

「いいじゃん、今、ＩＴ戦略室に確かく認にんしてもらえれば。で、あとは残った僕らで方向性を決める。大した話じゃないしすぐ結けつ論ろん出るでしょ」

「だが欠席者もいるし」

「おや、いつからここは全会一致が原則になったんだっけ。今までろくに出欠も取ってなかったのに」

「揚げ足取りはやめてくれないか」

「すみません。あの、私も意見いいですか」

　若手の女性社員が発言を求め、議ぎ論ろんはいよいよ収拾がつかなくなる。先週までの静けさが噓うそのような活況だ。自分の投げこんだ石は様さま々ざまな波紋を生み出し、いつしか大波と化していた。会議という海原が嵐あらしのように揺れ動いている。

（上々だ）

　満足げに口をつぐむ。仕込みは終わった。参加者は議事の積せつ極きよく派はと慎重派ではっきり色分けされつつある。あとは事態を注視していればいい。沈ちん黙もくを保っている者も、いつかは旗き幟しを明確にさせられるだろう。自分の提案が可決されるにせよ否決されるにせよ、一つの答えは出るはずだ。

　あと少し、あと少しで議論が全体に広がる。内幕が明らかになる。期待に胸を高鳴らせ喘あえいだ時だった。

　甲かん高だかい着信音が鳴なり響ひびいた。

　喧けん噪そうが止やむ。全員の視し線せんが音の発信源に吸い寄せられた。矢や加か部べが携帯を取り出している。通話ボタンを押し、耳にスピーカーを当てた。

「はい……はい、了解です。分かりました、すぐ対応します。では」

　顔を上げて場を見渡した。

「申し訳ありません。障害のようです。ちょっと緊きん急きゆうの対応が必要らしいので今回の打ち合わせは中断とさせてください。本日予定していたトピックはまた次週実施させていただきます」

　呆あつ気けに取られた。

　噓だろ、おい。このタイミングでまた障害か？　先週に引き続いて？

　どうなってるんだアズマのシステムは。予算をけちって安物のサーバばかり使ってるのか？

　議論の熱ねつが収まっていく。先ほどまでの盛り上がりが消えていく。参加者が筆記具を片づけ帰り支度を始めていた。

（畜ちく生しよう、あと少しだったのに）

　歯ぎしりしたくなる。なまじ目的達成間近だっただけに悔しさがいや増した。

　どうする。さすがに来週も同じ話はできない。あまり一つの議ぎ題だいにこだわると疑われるだけだ。別の提案をする？　いや、だがそれも妙な印象を与えかねない。今日きようの参加者の反応で分析するしかないか。くそっ、もうあと五分会議が長引いてくれれば。

　苛いら立だちを懸けん命めいに抑えつけて荷物をまとめる。他ほかの参加者に続き部へ屋やから出かけた時だった。

「ＪＴ＆Ｗさん、ちょっといいですか」

　振り向くと矢や加か部べがこちらを見ていた。黒目の面めん積せきが大きい、特徴的な眼めを光らせて。

「五分ほどお話があります。このまま残っていただけますか」

　ほぅ。

「障害はよろしいんですか」

　つとめて何気なく訊たずねると矢加部はうなずいた。

「当座の対策は指示しました。一いつ旦たんは現場の人間だけで対応可能です」

　目だけで席を勧めてくる。会議室に他ほかのメンバーはいない。指示されるまま向かいの席に腰かけた。冷えた空気がうなじを刺す。

「少し控えていただけませんか」

　単刀直入に矢加部は言った。苛立ちを隠かくせない様よう子すで。

「御社にお願ねがいしているのは議事録作成のはずです。会議進行は依い頼らいしていませんよ。途中から入ってきて方向性を混乱させるのはやめていただけませんか」

「混乱」

　大仰に驚おどろいてみせた。

「すみません、それは先週・今週のディスカッションのことを仰おつしやっているのでしょうか」

「他に何があると？」

「いえ、この程度の議ぎ論ろん、弊へい社しや内では日常茶飯事なものですから。下へ手たをするともっとどぎついやりとりが飛び交っていますし。なのでさほど問もん題だいとも思っていなかったのですが」

「では問題だと認にん識しきしてください。あなたのやっていることは率直に言って議事妨害です」

　はぁん。

　言ってくれるじゃないか。凶きよう暴ぼうな笑えみを押し殺しつつ答える。

「妨害だと思われたのなら申し訳ありません。ただ会議中に御社の方が仰った通り、早く結論が出ればその分、レビューやレポートの時間を長く取れます。まずは一つ、ワーキンググループとしての成果を出すのはありかと思いますが」

「それを判断するのは我々です。あなたではありません」

　矢加部の声はにべもなかった。

「本ワーキンググループは現場の意見を忌き憚たんなく採り上げるためのものです。最初から結論ありきでは自由な発想が出てきません。なるべく多くの声を集めるためにも、会議の縛しばりは最小限にしておきたいのです」

「じゃあなぜ、出てきた意見にきちんと向きあわないんですか？」

　あえて挑発的に問いかけてみる。相手の心をのぞきこむような視し線せんで。

「アルマダ・イニシアティブの方も仰おつしやってましたが、出てきた課か題だいのプライオリティを付けるところまでが検討作業だと思います。若手の提言を片っ端から否定していくことが、忌き憚たんない発想の推奨だとは思えませんが」

「見解の相違ですね」

　矢や加か部べは冷ややかに答えた。

「我々には我々のやり方があるのです。ご納得いただけないのなら、残念ですが我々からサービス企画部に申し入れせざるをえません。議ぎ事じ録ろく作成者の適正について再考願ねがえないかと」

「それは言うことを聞かないなら外す、ということですか？」

「再考依い頼らいです。その結果がどうなるか我々は関知しません」

　強弁も甚はなはだしい。はっきり脅迫と言ってくれればまだ可愛かわいげがあるものを。

　拳こぶしを握りしめる。反はん駁ばくの衝しよう動どうが突き上げてくる。だが梅うめ林ばやしは強烈な意志の力で感情を抑えつけた。唇を戦慄わななかせ、かぶりを振ってみせる。

「すみません、出すぎたことを申しました。以降は留意しますのでどうかご容赦ください」

　深々と頭を下げた。

「御社はＪＴ＆Ｗにとっても重要顧こ客きやくですから、問題になると……その色々まずいんです。何とぞ穏おん便びんにすませていただけませんか」

「……」

「お願ねがいします」

　矢加部は嘆たん息そくした。「今回だけですよ」と告げ席を立つ。そのまま振り返ることなく部へ屋やから出ていった。

　沈ちん黙もくの帳とばりが下りる。

　ゆっくり顔を上げるとノックの音が響ひびいた。矢加部が戻ってきたのか？　振り向くと中堅の社員が確かく認にんできた。確たしかシステム本部の人間だ。閑かん散さんとした室内に目を丸くしている。

「あれ？　打ち合わせはどうしたんですか」

「どうって」

　何を言っているんだ。

「障害が起きたから解散になりましたよ。矢加部さんに連絡が来て、すぐ対応するようにと」

「障害？　マジで？」

　聞いてないけどなぁ、と首をひねる。だが特にそれ以上突っこむことなく、不ふ思し議ぎそうな顔で引き揚げていった。

　扉の閉まる音が響いた。

「……ふっ」

　は。

　ははは。

　あはははははは！

（バッカじゃねーのか！）

　天井を仰いで大笑する。偽りの障害をでっちあげてまで会かい議ぎを打ち切った。契約解消をほのめかしてまで会議推進を断念させようとした。

　真っ黒じゃないか。

　これ以上ないくらい明めい確かくな証拠。墓穴だ。連中、盛大に墓穴を掘りやがった。

（システム本部）

　他ほかでもない情報システム部隊がワーキンググループの進行を妨げている。分かってしまえば単純な図式だ。司会進行がサボタージュしていれば他の人間がどれだけ頑張っても話は動かない、動きようがない。考えてみると所属の分かっている中堅社員はほぼシステム本部の人間だ。他部署からは若手のみ出させて年ねん齢れい差さで意見を封殺する。おそらく「簡かん単たんな打ち合わせだから一年目・二年目を参加させろ」と呼びかけたのだろう。なんともはや、笑ってしまうくらい低レベルなやり口だった。

　鞄かばんを持ち上げ部へ屋やから出る。真新しいロビーを横断してエントランスを抜けた。

　獰どう猛もうな感情が炎と化して身体からだを焼いている。押し殺していた闘とう争そう心しんが唇をめくれ上がらせた。

　よくも、よくもこの僕に頭を下げさせたな。謝しや罪ざいの言葉など出させてくれたな。

　見てろよ、あの鳥の巣頭、ＪＴ＆Ｗの梅うめ林ばやしは一度受けた屈くつ辱じよくを決して忘れない。今回の借りは必ず返させてもらう。絶対に、絶対にだ。

　正門ゲートを出ると車道を背にスーツ姿の女の子が立っていた。タイトスカートの裾すそから細い足が伸びている。端正だがどこか愛あい嬌きようのある顔立ち、前下がりのボブに輝かがやく髪留め。

「お返事はいただけそうですか？」

　アルマダ・イニシアティブ、次じ郎ろう丸まる縁ゆかりはにこやかに問いかけてきた。

「ああ」と首しゆ肯こうする。口角を歪いびつにもたげ彼女の視し線せんを受け止めた。

「いいだろう、手を貸してやるよ」




　大おお井い町まち駅、近くの喫きつ茶さ店てんに入って資料を広げる。

　次郎丸と二人ふたりで今までに得た情報を整せい理りした。コーヒーを飲みながらここ二週間の動きを共有していく。先ほどの矢や加か部べとの話も漏もらさず説明した。

「システム本部ですか」

　次郎丸の声はさほど意外そうでもなかった。ある程度目星はつけていたのか、得心した表情でうなずく。

「現場の情報システム部隊が、業務革新を妨害している」

「なぜだと思う？」

「とりあえず考えつく仮説は二つ」

　次じ郎ろう丸まるは人差し指を立てた。

「一つは予算の問もん題だいです。今年度情報インフラに割り当てられた金額が少なく、追加の出資に慎重になっている。だからユーザー部門の不満を黙もく殺さつしている」

「ありえそうな話ではあるが」

　首をひねった。

「なら金のかからない施策を採用すればいいだろう。たとえば例の、システム本部ポータルの周知だ。あれなら一度全社ＭＬに情報を流せば対策になる。実効性はさておきだが」

「確たしかに」

「もう一つの仮説は？」

「モンスターユーザーの存在」

　二本目の指が立つ。大きな瞳ひとみが鈍い光を宿した。

「過去にクレーマーまがいのリクエストを何度も受けている。だから安易に改善を約束したくない。ツッコミどころを増やしたくない」

「ふむ」

　そっちの方が現実味があるか、にしてもだ。

「そもそもの話、確かく認にんしてもいいか？」

「なんでしょう」

「今回のワーキンググループ。主催は君の雇い主、ＩＴ戦略室なんだろう。彼らは現状についてどう思ってるんだ。いたずらに時間をかけてよいと思っているのか」

「思ってはいないでしょう、けど」

　細い首が傾かしいだ。

「正直どういう検討が正しいか分かっていないんだと思います。ＩＴインフラの状況は現場のシステム本部が一番理解しているはずだから、彼らに任せておけば大丈夫だろうと」

「それじゃ現状アズイズのチェックにならんだろう」

「ええ」

「質問を変えよう。このまま議ぎ論ろんが長引いたら戦略室はどうするんだ。成果なしとしてワーキンググループを解散するのか？」

　次郎丸は考える目になった。柔らかそうな顎あごに指を当てて。

「それはないですね。この会議のレポートは役員に上げることになっています。改善点ゼロというのは報告的にありえないですし、遅かれ早かれ何かしらの成果物は出すことになると思います」

「だとすると今、君が上げた仮説はどちらもＮＧだ」

　役員レベルで報告が義務づけられているのならサボタージュのしようもない。逆に遅延しただけ心証が悪くなっていくだけだ。クレームや予算の問題から目を逸そらしたところで、なんの解決にもならない。

「今、会かい議ぎを仕切ってるのはシステム本部だろ。だったら連中に都合のよいレポートなぞいくらでも作り出せるはずだ。むしろとっとと結けつ論ろんを上げてしまった方がボロが出ない。余計な茶茶も入りづらいだろ」

「確たしかに」

　次じ郎ろう丸まるはうなずいた。

「変にぐだぐだしてるから、私達みたいな外野に邪じや魔まされるわけですしねー」

　ひじを突いたままこめかみをタップする。

「うーん、だとするともう少し可能性を探った方がいいですね。システム本部が何を脅威に感じているか洗い出さないと」

「手はあるのか？」

「ＩＴ戦略室に言って、ワーキンググループ用ＭＬの過去ログアーカイブをシェアしてもらいます。あとは企画書、申請書類の類たぐいを。とにかく会議の外でどんなやりとりがかわされたかチェックしてみないと。今のままだと私達はシステム本部の仕切りの中でしか動けませんから」

「ふむ」

「あとは予算の確かく認にんですね。昨年度動いた案件を見て、ＩＴインフラの事業規模バジエツトを算定してみます。今年ことしの投資計画もあわせてチェックすれば、実際に金銭的な制約があるか分かるはずです」

（こいつ）

　舌を巻いた。両手両足縛しばられた状態でよくもまぁ次々とアイディアを出してくるものだ。一体過去にどれだけ修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのか。頭の回転が速い。状況の変化に応じて即座に動き方を変えてくる。

　うちの若手はどうだったか。

　ここ数年、新人のＯＪＴも担当したがどうにももどかしい思いをすることが多かった。皆、愛想はいい。受け答えもしっかりしている。だが自分から動くことが苦手だった。詳細に指示してやらないとすぐにフリーズしてしまう。手が止まってしまう。おかげで大仕事は任せられなかった。咀そ嚼しやくできるサイズまで業務を切り分け、食べ方を教え、常に吐き出さないか見ていなければならない。目の前の娘は違う。未知の食材を見つけても試し行こう錯さく誤ごで捌さばき、最適な調ちよう理り法ほうを見いだしていく。

　なぜアルマダなんて無名企業に入ったのか。彼女ほどの如じよ才さいなさがあれば、ＪＴ＆Ｗの面接でも難なんなく突破できただろうに。学歴が足りなかったのか？　あるいは真ま面じ目めに就しゆう職しよく活動をしなかったのか。

「なぁ」

　次じ郎ろう丸まるが顔を上げる。

「アルマダってのは実は超大手企業だったりするのか？」

「はい？」

「僕が知らないだけで、国際的な企業グループだったりするのか。アメリカに行くと数万人単位で社員がいたりとか？」

「いいえ？」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげられた。唐突な質問に目をまたたかせつつ。

「日に本ほんで起業した日本の会社ですよ。まぁ社長はアメリカ人ですけど、社員は日本人の方が多いと思います。今の従業員数は……八十四人だったかな？　まだまだ全然ベンチャーです」

「もっと大手の企業で働きたいと思わないのか」

　我知らず質問を重ねていた。心中になんとも言えないもやもやがある。

「業界のトッププレイヤーに入って大きな仕事をしたいとは？　自分の実力を存分に発揮したいとは考えないのか」

「大きな仕事……できますか？」

　予想外の指摘に言葉を失う。次郎丸はまっすぐに見返してきた。

「組そ織しきが巨大になればなるほどメンバー一人ひとり一人ひとりの権限や裁量は減っていきます。ルールやしがらみ、部門の壁かべが社員の生産性を削っていきます。うちの会社だって八十人の時よりは四十人、二十人の時よりは十人の方が組織のパフォーマンスが高かったって言います。ましてや一万人、二万人の企業なんて本当に一致団結して仕事できるんですか？　下へ手たをすると自分が連携できるのは、親しい数人のエンジニアや営業だけだったりしませんか」

「そんなことは」

　ない、と言いかけて口ごもる。実際自分が恒常的に関かかわれる同僚はどれだけいるだろう？　十万人を超えるＪＴ＆Ｗグループの中でもわずか十数名ではないだろうか。だとすればそれは社員十数名のベンチャー企業と何が違う？　本当に自分は大企業ならではの働き方をしているのか？

（馬ば鹿かな）

　何を動揺している、こんな小娘の放言で。落ち着いて考えてみろ。構成員百名のベンチャーに大規模国家プロジェクトができるか？　国際通信網を構築できるか？

　インフラとは規模の経済だ。集約と巨大化が更なるコスト低減を生み価格競きよう争そう力りよくを高めていく。大きな組織はより大きく、小さな組織は吞のみこまれるか消滅していく。劇げき的てきなジャイアントキリングなど起こりえない。局地戦での番狂わせはあっても最後にはトッププレイヤーが市場を統すべていく。当たり前の話だ。だがその当たり前の事実が心をなだめてくれない。次郎丸の言葉が棘とげのごとく意い識しきに突き刺さっている。

「世間知らずだな」

　余裕を見せようとして失敗する。口に出した言葉はどうしようもなく負け惜しみめいていた。

「社会人経けい験けんをきちんと積つんでいけば、そんなことは言えなくなるはずだ」

「そうかもしれません」

　次じ郎ろう丸まるは反発しなかった。ひどく生き真ま面じ目めな顔でうなずく。

「仰おつしやる通り私は何も知りません。でも、だからこそ仕事を選びたくないんです。小さくても大きくても与えられたチャンスはなんだって拾っていきたい。目に入る物全すべてを吸収して自分を高めていきたいんです。そうすれば」

　そうすれば、きっと。

　つぶやき声の続きは聞き取れなかった。彼女は地ち平へい線せんの先を見通すような眼まな差ざしでコーヒーカップを眺めていた。

　なぜだかひどく居い心ごこ地ちが悪くなった。価か値ち観かんがぶれる。自らのよって立つ大地が揺れる。

　視線を逸そらしコーヒーをあおる。

「すまない、脱線したな。もとの話に戻ろう」

　少なくともアズマの件に関しては彼女と目的を共有できる。同じ方向に進める。今はそれで十分だ。高こう邁まいな自己探索は別の機き会かいにやればいい。

　次郎丸は「はい」と快かい諾だくした。




　翌日、アズマのサービス企画部を訪れてみた。

　Ｔ田は戦せん々せん恐きよう々きようの体ていで出迎えてきた。どうも業務丸投げに対するクレームだと思われたらしい。結局Ｔ田は初日以降、一度も定例に出席していなかったから、まぁ思い当たる節はあったのだろう。冷や汗を浮かべながら対応してきた。だが遠回しに「不平・不満の類たぐいではない」旨を告げると途と端たんに愛想よくなった。

「いやぁ、ひどい会でしょう。身内の恥をさらすようでなんですが、ちょっと段取りがなってないかなぁと。ああいうのを開催するなら事前にヒアリングシートとか共有しておくべきですよね」

　ぶん殴ってやろうかと思った。

「であればそう進言したらいいでしょうに」

　つとめて冷静に告げるとＴ田はかぶりを振った。

「言ったって通じませんよ。システム本部もやる気ないですからね。とにかく無ぶ難なんに定例をこなすことだけ考えてるっていうか。あれですよ、体裁だけ適当に取とり繕つくろって終わりにしようって感じ」

「終わりになりますかね」

　戦略室へのレポーティングについては伝わっていないのだろうか。まともなワーキンググループならなんの成果もなしに終わるはずないのだが。

「これだけたくさんの人を集めてるんですから、何か目に見える結果を出さない限り終了しなさそうですが」

「それならそれで御社も適当に付き合えばいいんじゃないですか？　ほら、私も特にうるさく議ぎ事じ録ろくチェックするつもりないですし、週に一回打ち合わせ参加するだけで月々十数万の売り上げが出ると思えばおいしいでしょ？」

　だめだこの担当者、早くなんとかしないと。

「それで今日きようの用件なんですが」

　愛想笑いが剝はげないうちに話わ題だいを切り替える。Ｔ田は「ああ、はいはい」と膝ひざを乗り出した。

「ええっと、一回目と二回目のワーキンググループで話された内容を聞きたい、でしたっけ？」

「ええ」

　自分が参加したのは三回目からだ。議事録も取られていなかったようなので、それ以前の情報はない。直接参加者から状況を訊きければと思って訪問した次第だ。次じ郎ろう丸まるだけに背景の調ちよう査さを任せておけなかった。

「そうだなぁ」

　Ｔ田は腕組みして上体を揺らした。

「大した内容はなかったですよ。一回目は趣しゆ旨しの説明と会議体の紹介があって、二回目は……ああ、少しディスカッションしましたね。各担当が感じている問もん題だい点てん・改善要望を思いつくまま出してみようって」

「ほう」

　いいじゃないか。

「どういう要望が出たんですか？」

「うーん、なんだっけなぁ。ネットワークが遅いとかメーラーが重いとか、よくある話だった気がするけど」

「もう少し具体的に」

「色々話してましたが、ちょっとすぐには出てこないですね。思い出す時間をいただければ……って、ああ」

　Ｔ田は目を見開いた。

「同じ会にうちの若い子も出席してたんですよ。彼がメモを取ってたんでお渡ししましょうか？　まだ捨てていなければですけど」

「是非！」

「じゃあ連絡を取ってみます」

　携帯電話を取り出しダイヤルする。しばらく会話してからこちらに向き直ってきた。

「他ほかの書類と交ざってしまったようなので見つかり次第連絡する形でいいですか？　既に処分してしまっていたら申し訳ないんですが」

「はい、かまいません。あ、できれば当時の参加者リストも、残っていればお願ねがいします」

「熱ねつ心しんですねぇ」

　Ｔ田は苦笑した。実際、理解しづらいのだろう。誰だれも議ぎ事じ録ろく取り以上のことを頼たのんでいない。会議への貢献など求めていない。なのにこのベンダーは過去の打ち合わせに遡さかのぼって情報を整せい理りしようとしている。

「まぁ私、結構完かん璧ぺき主義者なので」

　適当に誤ご魔ま化かして身を乗り出す。

「で、折角なので今の電話の方にも一度お話聞かせてもらっていいですか？」




　　　　[image: くぎり]




　金きん曜よう日び、Ｔ田の部下と打ち合わせ、再度の資料共有依い頼らい。

　土曜日、休日出勤して各種情報のまとめ。

　日曜日、妻の愚ぐ痴ちを聞いている最中に次じ郎ろう丸まるからＴＥＬ、新たな家庭争議の種になる。

　そして月曜日。

　寝不足で出社したところ朝一番で部長に呼び出された。




「展示会で説明員が足りてないようなんだ。君、ちょっとヘルプに行ってくれないか？　今日きようと明あ日す、できれば明後日あさつても」




「はい？」

　一いつ瞬しゆん何を言われているか分からなかった。

　明後日はアズマの定例で今日明日はその準備がある。別の予定など入れられるはずもない。どういうつもりで喋しやべっているのか、意図をはかりかねていると。

「展示会だよ展示会、ビッグサイトでＩＣＴエキスポやっているだろう。うちもセキュリティ系のソリューションを出すって告知してたじゃないか」

「いや、それは理解していますが」

　疑問のポイントが違う。

「例のワーキンググループ支援がどうなるのかなと。毎週水曜日に定例があって先週分の資料もまとめなければならないんですが」

「資料まとめと言ったって議事録作成くらいだろう？」

　こともなげに切り捨てられた。

「一、二時間の会議の議事録なんて三十分もあればできるだろう。今週水曜日の会は……別の人間を立てたらどうだ？　どうせ発言の機き会かいもないだろうし、二、三年目の若手でも十分じゃないか」

「……」

　替えの利く仕事、誰だれがやってもよいタスク。だったら最初から自分に振るなと言いたくなる。それともなんだ？　一度与えた仕事を取り上げるところまで含めて嫌がらせなのか。

「代替要員を展示会に回したらどうですかね」

　皮肉交じりの反はん駁ばくは部長の眉まゆをぴくりとも動かさなかった。

「二、三年目の社員にセキュリティ系ソリューションをすぐ教えこめるならいいがね。多分、今日きようか明あ日す、丸々時間を取られるぞ。だったら大人おとなしく仕事を分担した方がいいんじゃないかね」

「……展示の担当者を教えてください」

　無む駄だな議ぎ論ろんを交わしているのが面倒になった。選せん択たく肢しがないならとっとと仕事にとりかかりたい。

　部長はマーケティング部の人間の名前を口にした。面めん識しきのある人物だ。電話をすればすぐ話が通じるだろう。

　自席に戻ってメーラーを見る。

　Ｔ田の部下からの連絡はない。結局まだ第一回・二回の議事メモが見つかっていないのだろう。当時の参加者リストも届いていない。Ｔ田が言った通り、既に処分されているのかもしれなかった。

　嘆たん息そくしてマーケティング部の内ない線せんをコールする。数回呼び出し音が響ひびいた後、別の担当者が電話に出た。目当ての人物は打ち合わせ中らしい。二十分後にかけ直すと言われて了解する。

　受話器を置く。待っている間に議事録を作ってしまおうと思った。一度展示会に出るといつ戻ってこられるか分からない。完成させるのは無理でもできるところまで進めておければ、そう思ったが。

「おやおや」

　背後で揶や揄ゆするような声が上がった。

　浅黒のサーファーを思わせる男性が立っている。背後にぎらついた感じの若手が二人ふたり、ＰＣやバインダーを持参し、ついてきていた。

「ソリューション営業本部にその人ありと謳うたわれた梅うめ林ばやしさんが議事録作りとは。随分優ゆう雅がな時間の使い方をしてるな」

　パートナー営業部の担当者だった。今回、自分に代わってアズマの提案対応をすることになった人物。

　嫌な奴やつに見られた、と思う。

　この似え非せサーファーは新卒の同期入社で、何かと言えば自分をライバル視してくる。ビッグマウスな割にロクな実力もないので無視していたが、それが彼のプライドをいたく傷つけたらしい。いつしか露ろ骨こつに陰口を叩たたくようになっていた。そんな彼にとって今回のアズマの顚てん末まつは最高に愉快なのだろう。優ゆう越えつ感かんを隠かくそうともしていない。あえてのぞきこむようにモニターを見て。

「へぇ、結構細かい内容まで書かなきゃいけないんだな。大変だろう、手て伝つだおうか？」

「いや、結構だ」

　挑発的な笑えみを返す。

「顧こ客きやくの生の意見を取りまとめるのはなかなか刺し激げき的てきでね。社内にいるとできない体たい験けんだよ。少なくとも回かい線せんの卸値調ちよう整せいなんかよりよっぽど面おも白しろい」

　遠回しに相手の業務を揶や揄ゆしてみせると、似え非せサーファーの顔がさっと赤黒くなった。

「おまえ」

「おい、打ち合わせ始めるぞ。そんなところに突っ立ってないで早く集まれ」

　部長が手招きしている。どうやらパートナー営業部を呼んだのは彼らしい。似非サーファーは忌いま々いましそうに身を引いた。

「負け犬め」

　これ以上ないくらい直接的な捨て台詞ぜりふ。

　肩をすくめて議事録作成に戻る。時間がない。マーケティング部の担当者が電話してくるまであと十五分。馬ば鹿かに関かかわっている暇はなかった。

　だが一体パートナー営業部とうちの部長がなんのミーティングだろう。つい気になってスケジューラをのぞいてしまう。

　──ゴルフコンペの事前打ち合わせ。

　ＪＴ＆Ｗと顧こ客きやく、双方のマネージャー層を交えた懇こん親しん会かいの企画だった。ソリューション営業本部の主催で現場の営業担当含めて二十人以上が出席するらしい。

（そんな話、出てたのか）

　パートナー営業部を交えるということは、おそらく向こうのユーザーも呼ぶのだろう。昨今であれば重点攻略対象としてアズマ電器もか？　ＲＦＰを出した先のマネージャー層・役員を招き歓かん談だんする。

　じん、と心が痛んだ。

　世界が自分を残し動き続けている気がした。スポットライトの当たる舞ぶ台たいを袖そででひっそり眺めている気分。

　かぶりを振り作業再開する。

　今自分の抱いている感情が何か、あえて言葉にする気にはなれなかった。




　展示会から戻ると時間はもう夜の十時過ぎになっていた。

　本来なら五時に引き揚げられるはずが、アンケートの集計作業まで手て伝つだわされたのだ。こんな時に限って展示は大盛況で山ほどの回答用紙と名刺を手渡された。とりあえず来場者数のカウントだけという話だったが重労働なことに変わりはない。全すべて数え終える頃ころには意い識しきが朦もう朧ろうとしていた。

　よりにもよって（本当によりにもよって）名刺にはアズマ電器のものも交ざっていた。もしあのワーキンググループの参加者が来場していたら、自分を見てどう思ったのだろう。議ぎ事じ録ろく取りと展示会の接客とノベルティ補充係。一貫性の欠片かけらもない。どう考えても雑用係だ。

　急降下する気分の中、それでも帰社したのは今日きよう一日を無む駄だにしたくなかったからだ。

　今となっては唯一打ちこめる仕事。アズマのワーキンググループの謎なぞ解とき、背景究明に戻りたかった。

『ビジネスの匂においがするんです』

　次じ郎ろう丸まるの熱ねつっぽい言葉が自分を駆りたてている。きらきらと生気に満ちあふれた瞳ひとみ。薔ば薇らのように紅こう潮ちようした頰ほお。

　そうだ、もし本当に儲もうけ話を見つけられれば社内の連中を見返せる、自分の価値を取り戻せる。ほら、梅うめ林ばやしはどうということのない業務支援からでもお金を稼かせいでこれるんだ、数字を上げられるんだと。

　閑かん散さんとしたオフィスを進み自席に着く。極きよく力りよく平静を保ちながらメーラーを開く。Ｔ田の部下からのメールは。

　──あった。

　添付ファイルつきのメッセージが受信ボックスに現れている。タイトルは「議事メモ（第一回・第二回）」

　毛穴が開く。萎なえた意い識しきが覚かく醒せいし鼓動が高鳴った。

　だがファイルを読み進むにつれ体内の熱は下がっていった。

　送られてきたメモは本当に走り書きの備忘録レベルだった。前後の議ぎ論ろんの流れは省略され、ただ単語のみが羅ら列れつされている。

　・ネット、遅い？

　・拠点によるかも

　・持ち帰り確かく認にん・検討

　……。

　全て確認するまで三分もかからなかった。

　果たして書いた人間が怠けていたのか、議事自体が低てい調ちようだったのか。おそらく両方だったのだろう。心に穴が空いた気分で椅い子すに沈みこむ。

　誰だれも彼もがやる気がない。議論をまとめるつもりも進めるつもりもない。

（それだけの話なんじゃないか）

　ユーザー部門は本業以外のタスクに後ろ向きで、情シスは余計な仕事を増やしたくない。みんな、下へ手たに熱ねつ意いを見せて責任を押しつけられたくない。以上終了。怪しげな背景など何もない。議ぎ事じ妨害？　とりあえず仕事熱心なところをアピールしたかったんじゃないか？　出てくる意見にケチつけしていれば何かしらチェック機き能のうを果たしているように思われるし。

　善意も悪意もない。ただ無為なだけ。

　だとすれば自分と次じ郎ろう丸まるはただの道化だ。水面に映る陽光を金脈と勘違いしている。存在しない財宝を追い求めている。

　馬ば鹿かみたいだ。

　あんな小娘の熱情に乗せられてどうでもいい作業を続けている。その間に同僚は真っ当な提案をこなしているだろうに。

（帰るか）

　本来なら直帰してよい時間帯だったのだ。育児ノイローゼの妻は最近ひどく怒りっぽく、帰りが遅いだけで盛大な嫌いや味みを浴びせかけてくる。これ以上家庭でまでストレスを抱えこみたくない。マウスをつかみＰＣの電源を落としかけた時だった。

　携帯が鳴った。

　液晶画面を確認する。発信者は──次郎丸縁ゆかり。

「はい、もしもし」

『あ、私です！　次郎丸です。今大丈夫ですか？』

　エネルギーの塊がスピーカーから撃うち出されてきたようだ。ダウナーな精神が一気に叩たたき起こされる。首ねっこをつかみ揺さぶられた気分。

「なんだ？　何か分かったのか？」

　携帯を持ち直す。こんな時間に直電だ。さぞかし重要な情報でも出てきたのかと思ったが。

『いえ、ちょっと持ち玉がなくなっちゃって。梅うめ林ばやしさんの方はどうかなーと思って電話しちゃいました』

「……」

　脱力した。

『あ、一応こっちもきちんと調しらべてはみたんですよ？　昨年度のＩＴ投とう資し額がくを試算してみましたしＭＬのアーカイブも確かく認にんしました。ただそれほどおかしな情報は出てこなくて。結けつ論ろんから言うと情シスの予算はそこそこ潤じゆん沢たくで、ユーザーもあまり無む茶ちやな意見は上げてきてない感じです。だから私の出した仮説、モンスタークレーマー説と予算の制約説は外れかなぁって印象で。で、もう一度ネタ出しからやってみようと思って』

　ブレストの電話をかけてきたというわけか。

　だめなプロジェクト管理の法則、何かがうまくいかない時は、もっとそれを続けよ。

「なぁ」と溜ため息いき混まじりの声を漏もらす。内なる徒労感に突き動かされるまま。

「もうやめないか」

『え？』

「別に謎なぞなんて何もないんだよ。アズマの担当者は一から十まで怠け者なだけだ。君の会社がどうかは知らないけどな、普通担当外の業務改善なんて盛り上がらないものさ。情けないが日に本ほん企業としては極きわめて正常な姿だ」

　息を吞のむ気け配はいがした。ややあって慌てた声が問い返してくる。

『で、でも、先延ばしの件はどうなんですか？　怠け者なら怠け者らしく、さっさと結けつ論ろんを出しちゃえばいいじゃないですか。なのに毎週一時間、何十人もの稼か働どうを無む駄だにして』

「無駄だからって『即やめよう』とは言いづらいんだよ。何かを主張するってことは責任を取るってことだからな。周りから『あいつは後ろ向きだ』、『あいつのせいで業務改善が滞った』って言われたくない。だから本音では無駄だと分かってても黙だまって参加し続けてる。そんなところだろう」

『……』

「探偵ごっこは終わりだ。いいじゃないか、毎週一時間会かい議ぎに出るだけで月十万円もらえるんだから。割のいい仕事だろう。客の機き嫌げんさえ損ねなければこれがあと数ヶ月続くんだ。まぁ既にふっかけてしまった喧けん嘩かは後始末しなきゃいけないけどな。向こうもインフラ更改のＲＦＰ対応で忙しいだろうし、大人おとなしくしていれば見逃してもらえるさ。だから」

　だから同盟関係も解消だ、と告げかけた時だった。

『インフラ更改？』

　頓とん狂きような声が発言を遮った。

『ＲＦＰ対応？　なんの話ですか』

　しまった。

　部外者に案件の存在を話してしまった。多分ＪＴ＆Ｗを始めとした大手ＳＩｅｒにしか話が行っていないだろうに。気が緩ゆるんでいたのか。普ふ段だんなら絶対しないミスだ。

　次じ郎ろう丸まるは返事を待っている。沈ちん黙もくが耳に痛い。はぐらかすべきか、それともなんでもないと突っぱねるべきか。考えた末、観かん念ねんする。次郎丸のバイタリティを考えれば下へ手たに韜とう晦かいするとかえって事実関係を調しらべ回りそうだ。

「提案依い頼らいが出てるんだよ」

　要点をかいつまんで説明していく。更改対象、スケジュール感、競きよう合ごうとしてラムダコムや既存業者のエクセルエレクトロニクス社がいること。

「まぁ、僕はその提案から外されたんだけどな」

　自じ虐ぎやく的てきなコメントに返答はなかった。幻滅しているのか、あるいはどう慰なぐさめるか悩んでいるのか。もはやどっちでもいいことだ。嘆たん息そくして話題を戻しかけると。

『それですよ』

「あ？」

　興こう奮ふん気味な吐息が響ひびいてきた。

『全部繫つながりました。なんですか、そんな情報持ってるなら早く共有してくださいよ。おかげで余計な遠回りをしちゃったじゃないですか。意地悪ですね』

「なんのことだ？　僕が提案から外されたのが重要な情報だってのか」

『違いますよ。何言ってるんですか。え？　本気で分かってないんですか。私みたいな馬ば鹿かでも分かるのに。噓うそですよね？　天下のＪＴ＆Ｗさんが。とぼけてるだけですよね？』

　いちいちむかつく言い方する奴やつだな！　喧けん嘩か売ってるのか!?

「いいから何が繫がったのか説明してくれ。どうも今の僕はよく頭が回っていないらしい」

　忍耐を総動員して訊たずねると次郎丸は「だから」と語気を強めた。

「システム本部がワーキンググループの進行を妨害しているのは、そのＲＦＰ対応のせいですよ」
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　一いつ瞬しゆん何を言われているか分からなかった。

　ＲＦＰ対応をするためにワーキンググループを長引かせる？

　逆だろう。新規プロジェクトに集中したいなら、なおさらこんな雑事はとっとと終わらせるべきだ。毎週何人も自部署のメンバーを出す意味はない。自分がシステム本部の担当であれば、そもそも司会進行自体、引き受けなかったはずだ。やりたければ戦略室が勝手にやってください。自分達はＲＦＰ対応で忙しいんで。

『もう少し柔軟に考えてください。忙しい忙しくないという話から外れて、たとえどれだけ多忙でもワーキンググループを引き受けなければならない理由があったとしたら？　議ぎ事じの流れをコントロールする動どう機きがあるとしたら』

「動機」

『逆の視点で見てみましょうか。仮にシステム本部が議事進行を受け持たず、別部署が司会を行ったとします。その人達が優ゆう秀しゆうで、あっという間に意見を取りまとめたら何が起こりますか？』

「何って……それは速攻でレポートができあがるだろうな。今のアズマのインフラが抱える問題点と課か題だいが資料にまとまる」

『それで？』

「それで……ＩＴ戦略室が役員に報告する」

『役員は多分、現在出ているＲＦＰと今回の調ちよう査さ事項を照らし合わせます。そこに大幅なズレがあったらどうなりますか』

「ズレ？」

『ユーザー部門が感じている課か題だいがシステム更改の要件に組みこまれていない。もしくはスペックダウンの方向で動いている』

　息が止まりかけた。動どう悸きが激はげしくなり産うぶ毛げが逆立つ。想定外の可能性が眼前に広がった。

「ＲＦＰを作り直せという話になるだろうな。そもそもどういうプロセスで今の要件ができあがったか問い詰められるかも」

『それが困るんですよ。システム本部は』

「だから議ぎ事じを巻き取ってひたすら結けつ論ろんを先延ばしにしている？」

『ええ』

　いや……いや、と喘あえぎ声を上げる。

「いくらなんでも迂う遠えんすぎるだろう。そもそも先延ばしにするくらいなら適当な結論をでっちあげてしまえばいい。僕らが以前に話していたことだ。システム本部に都合のいい意見を採り上げて、ＲＦＰに影えい響きようの少ないレポートを作る。それなら長々とワーキンググループをする必要もない」

『レポートを作るまでは仰おつしやる通りでしょうね。ですがそのあとの役員レビューではどうでしょう？　必ずしも事態をコントロールできるとは限りません。細かな指摘が積つみ重なった結果、予期せぬ矛盾が露ろ見けんする可能性もあります』

「今までシステム本部の暴ぼう走そうを一切チェックできなかった連中だぞ？　心配しすぎじゃないか」

『ボロの出る確かく率りつはゼロではありませんよ。それに一度出したドキュメントは拡散します。誰だれの目に留まるか分からない以上、迂う闊かつな証拠を残すべきではありません』

「大事を見た、リスクを限界近くまでそぎ落としたと？」

『はい』

「待て、ちょっと待て」

　こめかみを押える。次じ郎ろう丸まるの話を一つ一つ検証していった。

　理屈は通っている。

　今出されているＲＦＰを守るために反対意見を封殺、隠いん蔽ぺいする。そのためにわざわざ発言力のない若手を搔かき集め、当たり障りのないディスカッションに終始させた。結論は出さない。のらりくらりと議論を続け、全すべての更改プロジェクトが終わったあとにようやく成果物を出す。

『ちょっと今回のインフラ更改と異なる要件が出てきましたが……仕方ないですね。なにせ結論がまとまるのが遅かったですから。こちらは次回インフラ更改に組みこみましょう』そう言われてしまえばＩＴ戦略室も追認せざるを得ない。自分達の動きが遅かったから、鈍かったから今回のＲＦＰに間に合わなかったんだろう、そう言われかねないからだ。

　時じ間かん稼かせぎ。

　今までの矢や加か部べの言動を思い起こすと全すべてがしっくりくる考察。おそらく次じ郎ろう丸まるの指摘は正しいのだろう。だが。

「なんでそこまでユーザーの意見を無視しようとする？　そもそも最初から各部署にヒアリングしていれば、こんな話になっていないだろう。出てきたリクエストをスコアリングしてＲＦＰに盛りこんでいれば」

『多分、ユーザーの意見を聞いていると成立しないＲＦＰなんですよ』

「どういうことだ？」

『いくつか可能性はありますけどね。私の仮説はこうです。システム本部は既存ベンダーであるエクセルエレクトロニクス社を気に入っています。多分、プロパーの情シス業務を巻き取るなど御用聞き的な動きをしてるんじゃないでしょうか。こちらの社員さん、みんな手を動かすのが嫌いなようですからね。そういう対応は好まれるはずです。ただしエクセル社の技術や運用スキルは大して高くなく、あまり高レベルの提案要求には対応できない。だからユーザーのリクエストは一いつ旦たん脇わきに置き、エクセル社が実現できそうな要件でＲＦＰを作っている』

「は？」

　真顔で訊きき返してしまった。

「な、何を言ってるんだ？　ＲＦＰを出すけどエクセル社が実施する想定になっている？　それは、それってつまり」




　出来レースってことじゃないか。




『ええ』

　次郎丸はこともなげに肯定した。

『もちろん要件のレベルを落とすだけだと他ベンダーも追従しやすくなりますからね。他ほかの仕掛けもあると思いますよ。たとえば既存構成を知らないと提案できなかったり、エクセル社が持っているサービスを使わないと実現できない要件だったり、そういう仕こみが大量にＲＦＰに入っているはずです。いわゆるノックアウトファクターですね。知らないで突っこむとどこの競きよう合ごうも討ち死に必至ですよ。あとは』

「おい。おい待て、ちょっとついていけなくなってる」

　混乱に拍車がかかる。額ひたいを押えて頭を整せい理りして。

「いくらなんでも仮説を重ねすぎだろう。そこまでエクセル社とシステム本部が癒ゆ着ちやくしている証拠がどこにある？　社員代替で御用聞きのような動きをしているって根拠は？」

『え？　ああ』

　次郎丸は夢から覚めたように間の抜けた声になった。『あー』と呻うめいて。

『すみません。こちらの情報共有が漏もれていましたね。てっきり私やＪＴ＆Ｗさんと同じ立ち位置で参加していると思ったんで、特に気にしていませんでした。お伝えする価値もないかと考えていて。ごめんなさい、私、そういうところ本当気が利かなくて』

「謙けん遜そんはいい。だからなんの話だ」

　じりじりしながら訊たずねると彼女はこともなげに言った。

『矢や加か部べさんと一いつ緒しよに出ている男の子、いるでしょう。名な島じまさんってちょっと気が弱そうな人』

「あ？　ああ、あのもやしみたいな青年」

　ワーキンググループへの初参加時、自分を出迎えてくれた人物。交換した名刺はシステム本部所属となっていたが。

『彼、エクセルエレクトロニクスのＳＥですよ』

「はぁあああっ!?」

　今度こそ混乱が意い識しきを埋め尽くした。想定外の話の連続に思考がついていかない。

「な、なんでだ？　だって名刺はアズマのもので……あ」

　はっとなった。

「出向契約か」

『ええ、業務協力の一いつ環かんとしてアズマの社員代替で動いているんでしょう。私も最初から分かっていたわけじゃないですよ？　ただ交換した名刺を社内のデータベースで照会した際にエクセルの社員がヒットして、ネットで顔写真も出てたから多分間違いないかと』

　慌ててブラウザを開ける。名刺の名前を検索エンジンにかけると確たしかに見み慣なれた顔が出てきた。中途採用における先せん輩ぱい社員のインタビュー。エクセルエレクトロニクス社ビジネスエンジニアリング部、名島宗そう介すけ。

　視界が開けた。脳内に立ちこめていた暗雲が晴れていく。全すべての情報が繫つながっていく。

　ミーティングの最中、頻ひん繁ぱんにかかってきた障害連絡。あれを最初に受けたのは確か名島だった。もし連絡自体がフェイクだったとしたら？　会かい議ぎの劣勢を見て取ったエクセル社が仕切り直しのために口実を作っていたのだとしたら？　矢加部への障害エスカレーションもあまりにタイミングがよすぎた。他ほかでもない名島が矢加部の携帯を鳴らしたのであれば、あのご都合主義的な展開にも説明がつく。

（出来レース）

　情シスとベンダーの蜜みつ月げつ状態。

　ユーザー部門がどれだけ不便を感じても関係ない。システム本部は日々の仕事を丸投げできてエクセル社は安定した売り上げを確かく保ほできる。その状態を可能な限り維持したい。だから手段を選ばず邪じや魔ま者ものを排除する。

（なんて連中だ）

　スタッフ部門がベンダーと結びつきユーザーを無視するなど、言ごん語ご道どう断だんだ。システム管理者の風上にも置けない。

　だが反面、このコンビネーションはあまりにも強力だった。

　システムの決裁者と提供者が同一の利害で結びついているのだから、生なま半なかなことでは打ち破れない。というより新規ベンダーの参入などまず不可能だろう。

　ＪＴ＆Ｗのソリューション営業本部が直接ＲＦＰ対応するとか、ラムダコムの下した請うけに回るべきとか、そんな次元の話ではない。うちの部長もパートナー営業部の似え非せサーファーも、とんだピエロだ。勝ち目のない戦いの論ろん功こう行こう賞しようを真ま面じ目めくさって考えているのだから。

　どうする。

　どうしたらいい。

　今のまま手をこまねいていれば更改案件は間違いなくエクセル社の手に落ちるだろう。ある意味、得意満面な似非サーファーを見返すよい機き会かいだ。だが自社を虚こ仮けにされる感はどうあってもぬぐえなかった。国内最大・最強の通信事業者がこんな茶番で蹴け落おとされるとは。ブランドのイメージを汚されるとは。

　──引き下がりたくない。

　あんな利己主義的な情シス担当に好き勝手させたくない。結果として自分を蹴落とした同僚達の利益になろうと、こんな無法を許したくなかった。

　僕に任せてもらえればユーザー部門も管理者もみんなまとめて幸せにしてみせる。最先端の技術と高品質な運用でアズマの生産性を上げてみせる。もちろんＪＴ＆Ｗは正当な対価をいただく。機き器き・回かい線せん・ＳＩで莫ばく大だいな利益を生み、今年度最高のスタートダッシュを切る。まさにＷＩＮ・ＷＩＮ。ベンダーと顧こ客きやくのあるべき関係性だ。

『引ひっ繰くり返してやりましょう』

　内なる声を読み取ったように次じ郎ろう丸まるが言った。言葉に熱ねつがこもっている。

『今の出来レースをぶち壊こわしてやるんです』

「どうやって」

『相手がやられて一番嫌なことをやる』

　きっぱりとした口く調ちようだった。

『いいですか、システム本部は例のワーキンググループの成果物が出ることを嫌がっています。つまり裏返せば、この会かい議ぎの結けつ論ろんにはＲＦＰを引っ繰り返すだけの力があるということです。ならとっとと作って上に上げてしまえばいい』

「それを矢や加か部べさんが許すと思えないが」

『だから悠長にはやりません。一気に片をつけます。具体的には私達二人ふたりで事前にユーザー部門のヒアリングを行い成果物を作ってしまいます。それを次回の定例会で発表する。で、問もん題だいがないならこれを報告しましょうと動議する』

「システム本部がダメだと言ったら？」

『言わせません。その打ち合わせには戦略室のメンバーと担当役員も同席させます。彼らの見ている前で、ユーザーの意見を平易な言葉で説明するんです。システム本部がサボタージュを認められない以上、有意な提言を表立って無視できるはずがありません。ワーキンググループの目的としていた成果物が目の前にある。であればこれを採用しよう、となるはずです。以上終了。敵が小細工を弄ろうする余地はありません』

「ふむ」

　面おも白しろい。

　やや力業だが戦力の集中・奇き襲しゆうの原則をしっかり守っている。小勢が取り得る戦術としては最適なものだった。

「じゃあ各部署にインタビューする必要があるな。どういう分担でやる？　僕も全員と名刺交換をしているわけじゃないが」

『一いつ旦たん私の把握している連絡先を送ります。それと梅うめ林ばやしさんの名刺情報を組み合わせてヒアリング先のリストを作りましょう。とりあえず五十音順で交互に担当する形で』

「了解した」

『三分で送ります』

　言うが早いか電話が切れた。

　時と計けいを見ていると本当に三分でリストが送られてきた。担当者情報にあわせてワーキンググループでのスタンスも簡かん単たんなメモでまとめられている。

（やってくれるじゃないか）

　できる人間と仕事をするのは楽しい。モチベーションとクリエイティビティが連れん鎖さ反応で増殖していく。身体からだが次のアクションを積せつ極きよく的てきに求め出す。アメフトでパスを繰くり出しながら疾しつ走そうしていく気分だ。傍らのチームメイトと連係しつつ敵陣に突き進む。もっと、もっと前に。早く、鋭するどく、力強く。

（負けてられないな）

　アズマの名刺を取り出しリストに入力していく。もはや時間を気にすることはなかった。
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　ＩＴインフラの問題点ですか？

　いや、たくさんありますよ。ぶっちゃけ聞いてもらえないから諦あきらめてますけど、みんな陰かげでブーブー言ってますよ。

　一番やばいのはＰＣがフリーズすることですね。え？　そう、止まっちゃうんですよ。なんか端末管理のソフト入れてからおかしくて。三日に一回くらい電源ぶつ切りです。はぁ、もちろん不安定になりますけどね。なんかそういうソフトの不具合はサポート対象外なんですよ。あんまりクレーム上げるとパソコン自体交換になっちゃって、メールとか色々設定し直しになるんで。ええ、まぁ諦あきらめてます。

　あとハードディスクの暗号化ソフトも入ってるんですが、これも結構調ちよう子し悪くて解除パスワードがたまに入力できなくなるんですよ。で、ミスタイプを繰くり返しているとロックされて二度と起動できなくなるっていう。なんか噂うわさによると例の端末管理ソフトと相性が悪いらしくて、きちんと事前検証せずに共存させちゃったみたいなんですよねー。

　ひどいですよね？　他社だとどうなんですかねぇ。ま、僕はもう諦めてますけど。


（技術開発部　五年目社員）






　無む線せんが繫つながらないって言ったじゃないですか。

　でもあれ正せい確かくじゃなくて、実際には繫がるフロアと繫がらないフロアがあるんですよ。

　どういうことかって？

　たとえば役員室のある階とかすっごく快適なんですよ。もうすいすい接続できる。反対に会かい議ぎ室しつエリアとか全然ダメ。理由は簡かん単たんです。システム本部って、場所毎ごとにアクセスポイントのＰＣ収容台数変えてるんですよ。役員エリアは一ＡＰあたり三ＰＣ。でも他ほかのフロアは一ＡＰあたり三十ＰＣ。そりゃ繫がりやすさも全然変わってきますよ。

　なんでそんなことしてるかって、そりゃコスト削減でしょう。うちはまだ有線ネットワークがメインですからね。社員全部が無線をストレスなく使えるようにするのは大分お金がかかりますから。

　ただね、うちの役員はどんどん無線化を進めていこうって思ってるんですよ。シンクライアントとノートＰＣを組み合わせてフリーアドレス的なワークスタイルを広めていきたいって。だから早く全社の無線環かん境きようを整せい備びしろって。

　でもそれ大工事でしょ？　だからシステム本部が何をしたかって言うと、役員エリアの無線環境だけ増強したんです。で、「整備できました！　どうぞお試しあれ！」って。

　役員、試しますよね。で、問題なく使えるから「さすがシステム本部だ」、「ユーザー部門は早く有線環境を撤てつ廃ぱいすること」って。

　うちらとしては大迷惑ですよ。その話にのせられていざ無線環境に移行するとまったく繫がりませんし。かと言って何もしないと「いつまで古いワークスタイルにしがみついてるんだ！」って怒られますし。

　ええ。僕、システム本部嫌いです。

　あの人達、要は面倒くさいことしたくないんですよ。なのに上へはいい顔するからユーザーがしわ寄せを食う。ちなみにこの話、どこまで上がるんですか？　え？　ワーキンググループで発表する？　そ、それはちょっと。出す内容、確かく認にんさせてもらえますか。あ、あ、この「システム本部嫌い」ってメモは削除で！


（品質管理部　三年目社員）






　なんか面おも白しろいことやってるねぇ。今度は各部署に直接ヒアリング？　いや、ありがたいけどさ。システム本部に任せてると、あの打ち合わせ、本当にいつまでも終わらなさそうだから。

　んー、問題点、問題点か。

　まぁ色々あるけど一番大きいのは、大規模なメンテナンスの度にミスすることかな。

　オペミスでネットワークが一時間切断されたり、機き材ざいの送付忘れで作業が延期になったり。結局ベンダーさんをちゃんとコントロールできてないんだよね。ほら、システム本部って自分達で手を動かすんじゃなくて業者に作業やらせてるから、本当なら手順書とかテスト計画とかちゃんとチェックしなきゃいけないでしょ。なのにその手間も惜しんでるから毎回毎回、同じミスの繰くり返し。一応謝しや罪ざいメールとか出てくるけどさ。ビジネスの継続性って概がい念ねんをどうとらえているんだろうとは思うよ。俺おれならそんなミスばっかりする業者、切っちゃうけどね（笑）

　一度本部長会でもクレーム上げたんだけどさ、連中、社内政治はうまいんだよねぇ。なんか事前に色々、説明ストーリー作って丸めこんじゃうんだよ。結局関係者全員、一堂に集めて赤せき裸ら々らな話するしかないのかなと思うよ。上の人間も集めてさ。難むずかしいだろうけどね。システム本部がそんなことさせるわけないし。

　え？　大丈夫？　期待しててください？

　……どういうこと？


（人事総務部　十二年目社員）
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「想像以上にひどいな、これは」

「ちょっと……なかなかお目にかかれないレベルですね」

　ヒアリング開始から三日。梅うめ林ばやしと次じ郎ろう丸まるはＪＴ＆Ｗ十九階の会かい議ぎ室しつで向かいあっている。机の上には調ちよう査さ結果のプリントと聞き取りリストが散らばっていた。白い紙面が陽光を照り返している。浮き立つような晴天と裏腹に、資料の向こうに広がっていたのは暗黒の世界だった。堕落と怠慢、あと腐敗の結晶。

　なまじ金品の授受が見受けられないのが、また気持ちを沈ませる。関係者全員、自分達が悪事をしているとは夢にも考えていないのだろう。情シスはなるべく楽をしたいだけ。業者は一いつ生しよう懸けん命めいだが無能なだけ。不器量な二者がなんとか関係を保とうと四苦八苦している。互いをかばいあっている。グロテスクなまでの共存関係、相互依存。

「なぜこれだけの問題が今まで明らかにならなかったんだ」

　いくらなんでも誰だれかが声を上げただろう。一人ひとり二人ふたりなら無視されても、十人・二十人とクレームを上げれば無視できなくなるはずだ。

「私はなんとなく想像つきますけどね」

　次じ郎ろう丸まるは溜ため息いき混まじりに言った。

「多分今回みたいなワーキンググループは今まで何度もあったんですよ。ユーザー部門やＩＴ戦略室が企画して、少しでも情報インフラの状況を改善していこうって。でもそういう議ぎ論ろんが出る度にシステム本部が言ったんじゃないですか。『分かりました。それでは我々が取りまとめさせていただきます』って」

「ああ……」

　今回と同様、システム本部が議事運営を行った。恣し意い的てきに進行をねじまげた。表向きは前のめりに、実態は現場の意見を押おし潰つぶすために。

「悪徳業者にクーリングオフの説明会をさせるようなもんだな」

「もしくは強盗に１１０番の受付をさせている感じですか。まぁクレームは隠かくそうとしても隠しきれませんからね。だったらクレームの向く先を自分達にしてしまえばいい。きっちり向かい合う姿勢さえ見せていれば、少なくとも上からはよい情シスに思われますし」

「逆にユーザー部門は非協力的で文句ばかり多い、か？　大した印象操そう作さだな。マーケティング部にでも転向した方がいいんじゃないか、連中」

「私はそんなマーケティングをする会社の製品は買いたくないですけど」

「僕もだ。同じ手法でアズマの製品が売られていないのを願ねがうとしよう」

　家のテレビとドライヤーはアズマ製だったかな、と思いつつつぶやく。法人向けのＳＩなんてやってると、どんどん関かかわりたくない会社が増えてくる。困ったものだ。

「で、これをまとめてレポートを作るんだよな。一応フォーマットは準備してきたが、使うか？」

「見せてください」

　ＪＴ＆Ｗ謹きん製せいのコンサルティング・テンプレートを差し出す。以前にワーキンググループで説明した資料をもう少し詳細化したものだ。一万名以上の企業の内部課か題だいを洗い出すのに向いている。全すべての情報がＡ３用紙一枚に収まるようよう工夫が凝らされていた。

　次郎丸は片手で資料を持ちつつ小首を傾かしげた。

「いいと思いますが、ちょっと小こ綺ぎ麗れいにまとまりすぎるかもしれませんね。作為的な印象を与えないためにも少し矛盾点を残しておいた方がよいかと」

「結けつ論ろんの欄らんを消してしまうか？」

　問題点と深刻度だけ羅ら列れつする。あとは受け手の判断に任せるかと思ったが。

「いえ、それだとまたシステム本部に言い訳の余地を与えます。だから結論ではなく仮説をいくつか列挙しましょう。三つか四つか、いずれも今のＲＦＰに変更が必要になるものを」

「なるほど、いい判断だ。あ、だが待てよ」

　不意に気づいた。今更ながらの重大な事実に。

　ＲＦＰとクレームの差分を洗い出すためには、当然ＲＦＰの内容を知らなければならない。だがアルマダ・イニシアティブは今回の引き合いを受けていなかった。つまり次じ郎ろう丸まるに最後の作業は任せられないということだ。

「悪いが、君にアズマのＲＦＰは見せられないぞ」

　後ろめたさを感じながら告げると次郎丸はまばたきした。

「当然でしょう？　御社にも守秘義務があるでしょうし」

「それはそうだが」

「仮説の検討は梅うめ林ばやしさんの方でお願ねがいします。なんなら御社の強味を盛りこんでもいいんじゃないですか？　ＲＦＰの練り直しに乗じて、他社のノックアウトファクターになるような事項を紛れこませても」

　毒気を抜かれた。眉まゆ根ねを開き、目の前の娘をまじまじと見つめる。

「あのな、君、何を目的に頑張ってるんだ？」

「はい？」

「そもそも僕らがなぜこんなことを始めたか覚えてるか？　君が『ビジネスの匂においがする』と言ったからだ。お見事、確たしかに君の勘は当たった。うまくいけば僕らは今の出来レースを引ひっ繰くり返せる。敗北寸前の戦争を勝利に導みちびけるかもしれない。だがそれはあくまでＪＴ＆Ｗ側の話だ。君には関係ない。今ここで僕が自社に有利な仮説を立てれば、アルマダを含めた競きよう合ごうは一切入りこめなくなるんだ。君には一円の得にもならない。だから訊きいたんだ。一体何を目的に頑張ってるんだって」

「……」

　次郎丸は虚を突かれたように押おし黙だまった。顎あごに手を当てうつむきがちになる。「目的」と囁ささやき声で言った。

「なんでしょう……ちょっと忘れてました」

　おい。

「変ですね、仰おつしやる通りです。ことが既存選考作業の正常化なら私みたいな外野が入りこむ意味はないのに。見切りをつけて別の仕事に注力するべきなのに。こんな必死になって、どうかしてますね」

　でも、と彼女は拳こぶしを握った。

「でも私、梅林さんと仕事してて楽しかったんです。大きな目標に二人ふたりで協力して向かっていく感じで。安心して背中を任せられる仲間って感じで。だからつい夢中になって」

「……」

「いつもこうなんです。大事なことが見えなくなって、明後日あさつての方向に走り出しちゃって、気づいたら大失敗してるんです。だから会社でも一人前扱いされてなくて、こんなワーキンググループの支援みたいな仕事に回される感じで」

　そう、だったのか。

　天てん真しん爛らん漫まん、自由気ままに突き進んでいると思っていた。どんな仕事でも悩むことなしに取り組んでいると信じていた。

　だが違う。彼女も悩んでいたのだ。自分と同様、社内の傍流に追いやられ方向性を見失っていた。やりがいを求めていた。だからワーキンググループの背景究明なんて探偵まがいのことに打ちこんで。

「とんだ傷の舐なめ合いだな」

　つぶやき声に「え？」と次じ郎ろう丸まるが顔を向ける。何を言われたのかよく聞き取れなかった様よう子すだ。

「いいんだよ。経けい緯いはどうあれ僕らはともに救われた。前に向かう気力を取り戻せた。だから別に明後日あさつての方向なんかじゃない。これが正道で且かつ王道だ。君も自社の人間を見返してやれ。その手て土産みやげは僕がくれてやる」

「それは……どういう」

「言葉通りだ。もし今回のＲＦＰをＪＴ＆Ｗが受注したら、ＳＩの何割かを君の会社にくれてやる。アルマダの手柄じゃない、次郎丸縁ゆかり、君個人の戦果として」

　！

　次郎丸の顔が驚きよう愕がくで満たされる。「梅うめ林ばやしさん」と喘あえいだ時の瞳ひとみが妙に熱ねつっぽくて視し線せんを背けた。やめろ、若い女がそんな目で男を見るんじゃない。

「と、とにかく資料を作ってしまおう。最後のまとめはともかく、情報のマッピングは協同作業でできるだろ。ネタは揃そろっているんだからこの場でドラフトを作ってしまわないか。なんならプロジェクタに資料を映しても──」

　着信音が響ひびいた。

　胸ポケットの携帯が明滅している。紫むらさきのパターンは内ない線せん転送か？　なんだ、社内には「来客対応だから邪じや魔まするな」と言っておいたはずだが。

「はい、梅林です」

『もしもし、私だ』

　部長だった。胃がざわめく。まさかまた展示会の支援依い頼らいじゃないだろうな。嫌な予感にさいなまれつつ携帯を持ち直す。

「すみません、今、打ち合わせ中で」

『大丈夫だ、すぐ終わる。例のワーキンググループ支援だがな。さっき顧こ客きやくから一時中止の連絡があった』

　……。

　は？

「ど、どういうことですか？」

『例のＲＦＰ対応が立てこんでいるようで一いつ旦たん仕切り直すようだ。今までの我々の稼か働どうは時間精算して、また話が動いたら声がけすると言っている。なので君はフリーだ。丁度いくつか案件の話も来ているし次の仕事を相そう談だんさせてもらいたいんだが』

　もう一つ着信音が響いた。次じ郎ろう丸まるの携帯だ。彼女も硬い顔で電話に応対し始める。

　はい、はい、とかすれた声こわ音ね。

『……というわけで打ち合わせが終わったら連絡をくれ。今度はきちんとした提案作業だ。ま、運がよかったな。次はきっちりチャンスをものにするんだぞ』

　回かい線せんが切れる。呆ぼう然ぜんとした意い識しきに部長の言葉がこだまする。中止、中止だと？　なんでまたいきなり、どうして。

「梅うめ林ばやしさん」

　次郎丸がこちらを見ている。片手で携帯のマイクを押えて。

「自社からの連絡で、ワーキンググループ支援が中断になったそうです」

「なぜ」

「システム本部が戦略室に申し入れしたそうです。稼か働どうが高すぎて社内会かい議ぎの議事進行まで手が回らない、投げ出すつもりはないので一いつ旦たん次の打ち合わせを延期させてほしいと」

「延期」

「最低限、ＲＦＰ選考が終わるまで」

　！

　やられた、と思った。

　先手を打たれた。一体どこ経由でかは分からないが自分達の動きがシステム本部に漏もれたのだろう。現場へのヒアリング、定例会での発表準備、その背後にある意図を見抜かれた。

　商流的にシステム本部とＪＴ＆Ｗ・アルマダは関係がないので、支援契約自体を打ち切ることはできない。だが延期ということにすれば動きは封じられる。定例会もないのに外部の人間が先方オフィスを訪れることはできないからだ。

（畜ちく生しよう）

　そこまでするか。

　そんなに外部の正せい論ろんが、常じよう識しきが邪じや魔まなのか。

　なぜ同じ労力を業務改善に傾けようとしない、ユーザー部門への貢献に注ぎこもうとしない。会社が強くなれば他ほかでもないあんた達だって恩恵を受けるだろうに。違うのか？　十年・二十年先の成長より今のぬるま湯が大事なのか。明らかに優ゆう先せん順位が違うだろう。いい大人おとなの思考回路じゃない。

　だがどれだけ義ぎ憤ふんに駆られようと状況は変わらなかった。自分達は外部の人間で、「不要」と言われれば大人しく引き下がるしかない。要請がない限り、指一本動かせないのがＳＩｅｒという存在だった。

「残念です」

　次じ郎ろう丸まるの声は震ふるえていた。形のよい唇をきつく引き結んでいる。

「折角勝ち目が見えてきたのに」

　いつもの前向きさが噓うそのような落胆っぷり。気のせいか室内が薄うす暗ぐらくなったように感じられる。重苦しい空気が場を満たしている。

　だめなのか。

　もうどうしようもないのか。

　ここまでやってきて、二人ふたりで試し行こう錯さく誤ごを繰くり返して、目的達成まであと一歩のところまで迫りながら諦あきらめるしかないのか、すごすご引き下がる他ほかないのか？

　──いや。

「まだだ」

　強い口く調ちようで告げる。面を上げ、視し線せんに力をこめて。

「まだ手はある」

「え？」

　混乱した表情で見返してくる。次郎丸は正気を疑うようにまばたきした。

「な、何を言ってるんですか？　私達はもう支援を断られたんですよ。アズマのオフィスだって訪問できないし、ましてや定例会で発表なんて」

「柔軟に考えろ、だっけか」

「はい？」

「他でもない、君が言ったことだ。よく考えろ、僕らの目的は定例会で発表することじゃない。現場の声をちゃんと公に広めることだ。そのゴールさえ達成できるなら手段なんてどうでもいい」

　口角が歪ゆがむ。凶きよう暴ぼうな感情が胸の奥底から湧わき上がってきた。そうだ。先方が手段を選ばないなら、こちらが正道に拘こだわる理由もない。使える武器は全すべて使い完かん膚ぷなきまでに打ち倒してやる。一体誰だれに喧けん嘩かを売ったのか思い知らせてやる。日に本ほん最強の通信事業者を舐なめるなよ。

「次郎丸さん」

「は、はい？」

「丁度いい。ベンチャーではできない仕事のやり方を見せてやるよ。大企業の実力ってやつを存分に披ひ露ろうしてやる」

　眼鏡めがねのつるを持ち上げる。硝子ガラス扉に映った顔は左右非対称の笑えみを浮かべていた。
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　──最後に一度、ご挨あい拶さつにうかがいたい。

　そう矢や加か部べにメールした。

　色々ご迷惑をおかけして申し訳ありません。今後のお付き合いもありますので、是非お詫わびに行かせていただけませんか、と。

　断られる確かく率りつが三割、無視される確率が三割と見ていた。だが意外にもすぐアポは取れた。念のため準備していたプランＢ・Ｃ・Ｄのワークアラウンドも不要になった感じだ。

（勝者の余裕ってところか）

　アズマの受付ロビーで腰かけながら独りごちる。広い吹き抜けの空間は白んだ光に満ちていた。荘そう厳ごんささえ感じられる意匠、雰囲気。

　矢や加か部べにしてみればここは神聖不可侵の領域なのだろう。よそものの干渉を許さない、不朽・不変の楽園。だからこそ全力で異物を排除しようとした。そして一いつ旦たん目的が叶かなうや一転して寛容さを発揮している。

（まるで神殿みたいだな）

　異教徒には罰ばつを、だが悔い改めようとする者には慈悲を。

　ふん。

　鼻を鳴らしていると硬い靴音が近づいてきた。癖くせ毛げの、哲学者を思わせる男性。黒目がちな双そう眸ぼうがこちらを見下ろしている。

「ＪＴ＆Ｗさん、お待たせしました」

　矢加部だった。無表情のまま「どうぞこちらに」とロビーの奥を示す。荷物を抱えて立ち上がった。縦たて長ながの背中を追い受付の前を横切る。

　会話はなかった。応接室にたどりつくと矢加部が無言で扉を開ける。中に人ひと影かげがあった。ひょろ長いもやしのような青年。

（これはこれは）

　なかなかの蜜みつ月げつっぷりを見せつけてくれるじゃないか。

　名な島じま宗そう介すけ、エクセルエレクトロニクス社のエンジニア。

　青年はこちらに向き直るとふっと笑った。いつもの気弱さが噓うそのような、勝ち誇った顔だった。

「すみませんね。名島君は今回のワーキンググループでずっと準備を手て伝つだってくれていたので、一いつ緒しよに聞いてもらった方がよいかと思って。どうぞお気にせず」

　矢加部は名島の横に腰かけた。二人ふたり揃そろって、あたかも面接官のようなたたずまいで。

「さて、ではお話をうかがいましょうか」

（なるほどな）

　寛容さの発揮などと甘く見ていた。彼らは自分の醜しゆう態たいを見たかっただけだ。敗残兵がどんな顔で現れるか、謝しや罪ざいするか知りたかっただけ。

　多分彼らは散々に自分を嬲なぶるつもりだろう。材料は山ほどある。何せアズマは今、表向きＪＴ＆ＷにＲＦＰを出しているのだ。今回の件で発注をためらっている、悩んでいるなどと言えば普通のＳＥなら真まっ青さおになる。『どうしましょうかねぇ、私もこの件を営業さんに報告するか迷っているんですが』、『まぁあなたの誠意次第ではありますがね』……目を閉じれば容易に思い浮かぶ。獲え物ものを睨ねめつける蛇へびのような視し線せんが。

　彼らは無言で謝しや罪ざいを待っている。

　だが、沈ちん黙もくが長引くにつれ不安になったのだろう。「もしもし？」と眉まゆをひそめてくる。

　ふぅ。

　息を吐いた。気持ちの高ぶりを沈め、眼鏡めがねを取る。

「すみません。アポでは謝罪と申し上げましたが、あれは口実です」

「は？」

「いえ、折角色々資料を作りましたのでシステム本部さんにご覧らんいただこうと思ったんですよ。でもメールで送っても皆様忙しくて読んでいられないでしょう？　なので要点をかいつまんでご説明しようと思いまして」

　鞄かばんからＡ３のプリントを取り出して配布する。次じ郎ろう丸まると一いつ緒しよに作った課か題だい整せい理り資料、各部署からヒアリングした問題点の集大成。

「よろしいですか？　大丈夫、それほどお時間は取らせませんよ。十五分、いや十分もあれば御社ＩＴインフラの問題点が明らかになります。枝し葉よう末まつ節せつにこだわるつもりはありません。単たん刀とう直ちよく入にゆう、虚きよ心しん坦たん懐かいが私のモットーです。では始めましょう」

　呆あつ気けに取られる矢や加か部べ達を前に説明を開始した。

　無線ＬＡＮ、ＷＡＮ、インターネット接続、ＰＣ管理、サービス基き盤ばん用ようクラウド、モバイル環かん境きよう。その全すべてがいかにちぐはぐで杜ず撰さんな構成か明らかにしていく。社内ポータルに申請フロー、問い合わせフォーム。ほら、見てください、このリンク、切れてるでしょう。書かれている通りに申請しようとすると「ページがありません」って出るんですよ。おまけに古いドキュメントがずっと残ってるし、結局どれが正しくてどれが間違っているか分からないでしょう？　なのにシステム本部はすぐ「社内ウェブを見てください」ですませてしまう。そういう対応をしていいのは定期的に社内フローを棚卸ししてる会社だけですよ。古いものを削除して変更された手続きを反映する。実施してますか？　実施してませんよね？　多分作った仕組みは使われていようがいまいがずーっと残っているんですよね。で、何か問題があった時だけあなた方は言うわけです。「仕組みは整せい備びされていた」「守っていないユーザーが悪い」。いやはや責せき任にん転てん嫁かも甚はなはだしい。私なら御社の情報システムは絶対に利用したくないですな、いたずらに生産性が下がるだけですから。

　言いたい放ほう題だい言うと、気づけば目の前の顔が引きつっていた。矢加部の瘦やせた頰ほおが、名な島じまののっぺりした口元が歪ゆがんでいる。二人ふたりとも色白なだけに血が上っているのが一目で分かった。

　矢加部は肉厚の唇を震ふるわせた。

「つまり、ＪＴ＆Ｗさんは何が仰おつしやりたいんでしょう」

「御社のＩＴインフラは一流企業のものとして不適切です。即刻全面的な見直しに入るべきでしょう。もちろん、言われたことしかできない素人しろうとＳＩｅｒとは手を切るべきです。早急に問もん題だい点てんをマネージメントレベルで共有し、体制面含めて検討するべきかと」

「なるほど、なるほどご高説承りました」

　わざとらしい拍手の音が響ひびいた。矢や加か部べは首だけ傾かしげて名な島じまを見た。

「というアドバイスを受けたが名島君、我々はどうするべきかな？」

「不幸な誤解があると思います」

　奇妙に平板な口く調ちようで答える。細い目に冷ややかな光が宿っていた。

「外部の方にそのような印象を与えてしまったのは悲しむべきことです。ですがＪＴ＆Ｗさんほど見けん識しきのある方でもそう誤認するということは、社内にも少なからず意思疎通の齟そ齬ごがあるということでしょう。システム本部は今回の件を奇き貨かとして、より一層社内インフラの周知・教育に努めていくべきかと」

「つまり我々のレポートは握にぎり潰つぶすと？」

　直球のボールを投げこむと名島は顔を強こわばらせた。

「参考にさせていただきます」

「いやいや、折角だから広く周知しましょうよ。せめて例のワーキンググループの参加者には共有するべきです。他部門がどういう問題を抱えているか知ることで、新たな気づきがあるかもしれませんから」

「梅うめ林ばやしさん」

　低い声は矢加部のものだった。隠かくしきれない苛いら立だちが言葉に滲にじんでいる。

「我々は忙しいんです。同じ話を蒸し返すだけならこのあたりで終わりにしましょう。どうぞお帰りください」

　露ろ骨こつな打ち切り宣言に強い視し線せんで答える。

「システム本部の意見として、こちらを上に出すつもりはありませんか？」

「ありません」

「ヒアリング内容をインフラ更改のＲＦＰに反映させる気は」

「ないですね」

　なるほど、とうなずいた。散らばったプリントを集めて鞄かばんに入れる。

「承知しました。ではこの話は以上にしましょう」

　帰り支度をしながら口く調ちようを切り替えた。

「ところで今週末、御社のＹ口執行役員が弊へい社しやのゴルフコンペに参加されるそうですね」

　矢加部は目をしばたたいた。一体こいつは突然何を言い出したのだ、という顔。

「うちのＮ松という役員が一いつ緒しよに回ることになっているのですが、ここだけの話、Ｎ松はあまり御社のシステムに詳しくなくてですね。今、営業部内に情報収集のお達しが出ているんですよ。まぁ、要は『話のネタをくれ』ということですね。まったく役員ともあろうものがそんな体ていたらくでどうするのかと思うのですが、気詰まりなコースもＹ口様に失礼ですしね。色々会話の材料を提供しようと思ってるんですよ。そう、たとえば」

　一拍息をついて視し線せんをもたげる。しまいかけたプリントを一枚取り出し。

「このレポートとか」

　っ！

　緊きん張ちようが走る。矢や加か部べは腰を浮かせかけて辛かろうじて踏みとどまった。なんとか平静を保とうとするが、あまり成功しているようには見えない。

「Ｙ口執行役員はシステム本部以外にＩＴ戦略室も統括されているようですね。おそらく今回のＲＦＰの実質的な承認者なのでは？　そこに必要な情報が上がっていなかったとなれば色々問もん題だいになりそうですねぇ。いやこれは老ろう婆ば心しんから申し上げているんですが」

「無む駄だなことだ」

　からからに渇いた声。

「そんな手段を使ったところで情報の信しん憑ぴよう性せいなんてない。あなた方が勝手にでっち上げたと言えばすむだけだ。逆にネガティブキャンペーンをするようなベンダーということで、モラル面の問題ありと社内に告知してやる」

「ふむ」

　両手を組み椅い子すにもたれかかる。やや顎あごをもたげて。

「なるほど、情報の信しん憑ぴよう性せいがない、我々が創作した内容だと仰おつしやるんですね。うーん、一応御社の各部門に取材したものなんですが」

「聞き取り方が恣し意い的てきだったんだろう。意図的に悪い結果を導みちびくような。……ああそうだ！　ヒアリングの結果は残っているのか？　明文化されたもので。はっきりうちの社員が主張したと分かる形で」

「インタビューのメモがありますよ」

「そんなものはなんとでも書ける！　たとえばＩＣレコーダーで録ろく音おんした声とか、自筆の報告書とか、そういうものはあるのか？　本人が出してきたメールとか」

　いつの間にか口く調ちようが丁寧語でなくなっている。押おし黙だまっているこちらの前で矢加部は哄こう笑しようした。

「ほら！　ないんだろ。じゃあ無意味だ。なんの価値もない！　まったく、たちの悪い恫どう喝かつだ。失礼極きわまりない、このことは御社の営業経由で厳げん重じゆうな注意を」

　片手を挙げた。矢加部の熱ねつ狂きようを遮るように掌てのひらを向ける。沈ちん黙もくを数秒、名な島じまにも視線を走らせ。

「確たしかに、ヒアリングのエビデンスは残っていません」

　ですが、と続けて。

「代わりにこういうものがあります」

　別のプリントの束を取り出す。

　矢や加か部べは目に見えてきょとんとした。

「なんだ、それは」

「アンケートですよ」

　口元の笑えみを大きくした。

「弊へい社しや、マーケティングの予算だけは潤じゆん沢たくでしてね。めぼしい展示会にはことごとくブースを出しているんですよ。で、その度に来場者アンケートを取る。ほら、先般ビッグサイトでやったイベントあったでしょう？　あれに私、説明員として参加していたんですよ。そしたらまぁ御社の方も何名か訪れていただいたようで」

　アンケートの記述を指し示す。

「現状の課か題だいを赤せき裸ら々らに書いていただきました。で、折角なので別イベントのアンケートも取り寄せて、御社の方々の意見を取りまとめてみたんです。そうしたらなんとびっくり、先ほど私がお見せしたレポートと内容がかぶりましてね。面おも白しろいのでお持ちした次第です。ああ、もちろんこちらは署名・名刺つきですよ。エビデンスという意味では十分かと思いますがね。いかがでしょう」

　目の前の二人ふたりは完全に言葉を失っていた。先ほどまでの強気が噓うそのように震ふるえ始めている。怒りの色は抜け落ち、別種の感情が顔を満たしていた。

　たっぷり十数秒の沈ちん黙もくの後、矢加部が呻うめいた。

「そ、それを見せる気か、Ｙ口執行役員に」

「さぁ」

「さっきのレポートと一いつ緒しよに」

「どうでしょうねぇ」

　会話の流れ次第じゃないですか、とうそぶいてやる。

　あくまでゴルフコンペでの雑ざつ談だんなのだ。ナイスショットの連続でほとんど話す機き会かいがないかもしれない。

　だが別に安心させてやる必要はない。隠いん蔽ぺいされていた真実が明かされるかも、と怯おびえさせるだけで十分だ。

　勝利の感覚に浸りながら、鞄かばんの中から件くだんのレポートを再度取り出した。

「まぁ他人がどうするかはともかく、私なら面倒ごとは先に上申しておきますがね。それこそ『先手を打つ』ですよ。丁度いいじゃないですか。ＲＦＰの選考が本格化する前に、ワーキンググループの成果をまとめたと言えば。自浄能力のある部下は上に評価されますよ？」

　矢加部達は絶望的な表情になっていた。投資で積つみ上げた資産を一夜にして失ったような面持ち。傍らの名な島じまも魂を抜かれた様よう子すになっている。

「ご心配なく」

　つとめて明るい口く調ちようで言って両手を広げた。最上級の営業スマイルを浮かべ。

「弊へい社しや、ＪＴ＆Ｗはいついかなる時でも最上級のソリューションをご提供しますよ。御社にとってのベストプラクティス、輝かがやかしい未来をね」

　ま、おまえら個人の未来がどうなるかは知ったことじゃないがな。

　つぶやきを声にしないだけの自制はあった。
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「ど、ど、どういうことだ！」

　早朝のＪＴ＆Ｗオフィスに悲鳴のような声が響ひびき渡った。

　浅黒のサーファーめいた男性がソリューション営業本部のフロアに現れている。両目を見開き明らかに狼ろう狽ばいした様よう子すとなっていた。

「なんだ、朝っぱらから、騒そう々ぞうしい」

　オフィスチェアを回し、梅うめ林ばやしは声の主に向き直る。足を組みパートナー営業部の同期を見上げた。

「き、貴様、梅林、一体何をした」

「何をした、とは？」

「とぼけるな！　アズマのＲＦＰ担当をおまえに任せるとＮ松専務から連絡があったぞ。おまけに肝心のＲＦＰは出し直しが決まったとか。詳細はソリューション営業本部に直接説明するとか、もうわけが分からん」

　混乱が顔に滲にじんでいる。三週間前の余裕が微み塵じんも感じられない。ネクタイの結び目も歪いびつに曲がっていた。

　はぐらかそうとして思いとどまる。目の前の同期はあまりに哀れだった。色々むかつく男だがまがりなりにも同僚だ。必要以上に追い打ちをかけることはあるまい。勝者には勝者に相応ふさわしい態度がある。

「あのな、一ついいことを教えてやろうか？」

「あ？」

「わけが分からないってのは成長のチャンスだぜ。今まで自分が見えなかったものが見えるようになったんだからな。感かん謝しやしろよ。おまえ、あのまま行ってたら失注の詰め腹切らされてたぜ」

「何を」

「ま、お互い狭い範はん囲いで仕事をするのはやめようってことさ。暗あん中ちゆう模も索さくの状況で理解不能なパートナーに振り回されるのも楽しいもんだぜ。案外そういう状況に長くいると気づくようになるのかもな。普ふ段だん僕らが感じ取れないもの、目を背けていたものに」

　似え非せサーファーの顔は怪け訝げんそうにしかめられている。今、自分が何を言われているかさっぱり理解できていない様よう子すだった。

　ややあって彼は口を開いた。怒ってよいのか、反発してよいのか分からない顔で。

「何に……気づくっていうんだ」

「ビジネスの匂においさ」

　短く言って席を立つ。呆あつ気けに取られる同期の横を通り過ぎ廊下に出た。

　丁度次の打ち合わせの時刻が迫っていた。まだ少し早いが自席であの似非サーファーと顔を突き合わせているのも億おつ劫くうだ。飲み物でも買ってから会かい議ぎ室しつに向かおう、そう思った時だった。

「やぁ、梅うめ林ばやし君」

　部長が片手を挙げて挨あい拶さつしてくる。普段は客先でしか見せないような笑えみを浮かべ。

「聞いたよ。君、随分アズマ社内の信頼を得てるみたいじゃないか。ワーキンググループで今のＲＦＰの問題点・課か題だいを洗い出したんだろう？　先方の情シスが感かん謝しやしていちはやくＹ口執行役員に調ちよう査さ結果を上げたとか。いや、さすがだな。Ｎ松専務から直々にお褒ほめの言葉をいただいたよ。よく、梅林君のように優ゆう秀しゆうな人材を客先に出してくれたと。まぁ僕もこういうことがありえるからベテランをつけたんだが」

「はぁ」

　よく言うぜ。

　展示会のために定例を欠席しろと言ったのはどこのどいつだ。所しよ詮せん議ぎ事じ録ろく取とりしかやることがないだろうと宣のたまったのは。

　だがまぁ期待通りの反応ではあった。全すべての情報が意図したままに流通し、効果を生み出している。

　十日前、観かん念ねんした矢や加か部べ・名な島じまに自分はいくつかの条件を出した。

　一つ、レポートの作成にはＪＴ＆Ｗ梅林が加わった旨、付け加えて報告すること。

　一つ、次のＲＦＰ作成がある場合は、エクセルエレクトロニクス社以外の第三者が内容をチェックすること。

　一つ、そう、これが重要なのだが──次回ＲＦＰ配布時、ＪＴ＆Ｗ社には他社経由ではなく直接提案させること。

　理由についてはまぁいくつかでっち上げた。

　曰いわく、当たり前だが各種回かい線せん・サービスは直販の方が安く提供できる。

　曰く、インフラとＳＩは不可分であり、全てをワンストップで提供できるならそちらの方が無む駄だが少ない。

　だが本音は一つだ。

　直販になればパートナー営業部の入りこむ余地はなくなる。提案の主体をソリューション営業本部、すなわち自分に取り戻せる。

　複ふく雑ざつ怪かい奇きなＪＴ＆Ｗ社内の事情を、もちろん矢や加か部べ達は知る由もない。だから自分の提案を疑うことなく受け入れてくれた。

　そのあとは両者で各々の上層部に情報を上げた。

　矢加部はＹ口執行役員に。自分はＮ松専務に。

　春うららかなゴルフ場で二人ふたりの役員はことの背景も知らず意い気き投とう合ごうする。いやはや、御社も色々とお困りのようで。え、なぜそれを。実は弊へい社しやの梅うめ林ばやしという男が。ああ、その名前ならうかがっています。いやはやＮ松専務のところまで話が上がっているとはお恥ずかしい。まぁまぁ、システムが大きくなりすぎるとガバナンスが利かせづらくなりますしね、いかがですか？　我々の方で改善のお手て伝つだいをさせていただくのは。いや、それはまぁこの場で話すことでは……、ただ、例の梅林さんですか、彼みたいな方がご協力いただけるのなら心強いですがねぇ。承知しました、ちゃんと社内に言い含めておきます。お、ナイスショット。ナイショッ。

　で、翌営業日、出社したＮ松はソリューション営業本部の部長を呼びつけ、Ｙ口執行役員はＲＦＰの再検討を申しつける。全すべての情報が現場に開示されたのが今日きようの朝一番だったというわけだ。だが勝負はもう一週間以上前に付いていた。自分が矢加部・名な島じまにアンケート結果を叩たたきつけた時点で。

「頼むよ梅林君、このプロジェクトは黒くろ松まつ本部長も大分注目してるみたいだ。間違いは許さないと直々に言われてね。あと、君のサポートをきっちりするようにとも」

「そうですか」

　部長の顔には無む意い識しきの媚こびが浮かんでいた。見事なまでの転身の速さ。だがだからこそ、この伏ふく魔ま殿でんめいた巨大組そ織しきで生き抜いてこられたのだろう。ならば自分も彼に倣ならうとしよう。この駆け引きだらけの空間を忌いみ嫌うのではなく、制御して使いこなす。そうすればきっとまだ見えていないものが見えてくるはずだ。

　だから自分は微笑ほほえむ。精一杯敬けい虔けんな態度で。

「恐きよう縮しゆくです部長。僕こそ今期の部目標達成のために全力を尽くしたいと思います。アズマ以外の案件でも遠えん慮りよなくタスクを振っていただければ」

「もちろんだ。一いつ緒しよに頑張っていこう」

　ややほっとした様よう子すで部長は表情を緩ゆるめた。背筋を伸ばし笑い返してくる。

「ところでどうだ。今晩あたり、久しぶりに」

　くいとグラスをあおる動作。午前中から元気なことだ。苦笑しつつ頭を下げる。

「ありがとうございます。ただ今日きようは先約がありまして」

「なんだ？　奥さんに早く帰るよう言われているのか」

　いえ、と肩をすくめる。

「妻ではないですが、とある女性と会食予定なんです。一月越しのアプローチでようやく予定が合いましてね。今日は大切な話をできればと思っているんですが」

　部長は眉まゆを持ち上げた。鼻から息を抜き呆あきれたような顔で。

「火遊びはほどほどにしておけよ」

　片手を挙げ去っていく。すれ違い様、胸に軽く肘ひじ鉄てつを入れられた。




　午後八時。

　いつもより早く退社して日に本ほん橋ばし方面に向かった。

　八や重え洲す口ぐちを横切り複合ビル最上階のイタリアンダイニングにたどりつく。

　硝子ガラス窓まどの向こうに東とう京きようの夜景が見える。街まち明かりが十分に堪能できるよう、店内の照明は控えめにされていた。生のピアノ演奏が広い空間に響ひびいている。レストランというよりホテルのラウンジといった体だ。ウェイターが慇いん懃ぎんにこちらを出迎えてくる。

「八時十分から予約の梅うめ林ばやしだ。二人ふたりで窓際の席を押えているはずだが」

「はい」

　ウェイターは頭を下げた。

「お連れ様はもういらしています。ご案内します」

　手荷物を受付に預け黒ベストの背中に続く。黒こく檀たん色いろの床を、きらびやかな紳士淑女の間を静かに進んでいった。

　内装が黒で統一されているせいだろう。どこか夜空の中を歩んでいるような気分になる。頭上にまたたくダウンライトは星明かり、バーカウンターのボトル群は彼方かなたの街明かりか。

　カツリ。

　靴音が止まった。

　ウェイターが立ち止まり窓際を示す。

　白いテーブルクロスの向こうに細いシルエットが見えた。外に向けていた顔をこちらに戻してくる。

「あ」

　光が弾はじけた。

　ベージュのワンピースに黒のボレロ。普ふ段だんより少しドレッシーな髪留めが目を引きつける。ショートボブの女の子が座っていた。やや緊きん張ちようしているのか白い頰ほおを紅こう潮ちようさせている。

　次じ郎ろう丸まる縁ゆかりだった。慌てた様よう子すで立ち上がり、頭を下げて。

「きょ、今日きようはお招きいただいてありがとうございます！　すみません、こんないい席。私なんかのために！」

　声が大きい。

　片手で着席するよう促し向かいの席に腰かけた。
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「随分めかしこんできたな。なんだ、その格好で出社したのか」

「いえ」

　彼女は恥ずかしそうに肩をすぼめた。

「一度帰って着替えたんです。いいお店に連れていってもらうと言ったら、お母かあさんが張り切っちゃって」

　似合いませんかね、とボレロをつまむ。その仕し草ぐさが年ねん齢れい相応に初々しく微笑ほほえましかった。

「いいんじゃないか、普ふ段だんよりずっと柔らかい感じだ」

「ちょっと落ち着かないですけど」

「すぐ慣なれる。で、飲み物はどうする？　アルコールは大丈夫なのか」

　肯定のうなずきを見てメニューを差し出す。次じ郎ろう丸まるは少し悩んだ後、無ぶ難なんにスパークリングワインを選んだ。ウェイターを呼び同じものを二つ注文する。ほどなく細身のシャンパングラスが運ばれてきた。

　スティムをつまんで顔の前にかかげる。次郎丸もはにかんだ様よう子すでグラスを持ち上げてきた。

「僕らの勝利に」

「私達の健けん闘とうに」

　硝子ガラスの触れあう音が響ひびく。泡の弾ける刺し激げきに続いて、上品な甘みが口の中に広がった。

　時じ宜ぎを見計らったように前菜が運ばれてくる。セージのフリット、馬肉のカルパッチョ、小ヤリイカのソテー。

　どれも以前に試して気に入ったものばかりだ。次郎丸は最初は恐る恐る、だがやがて幸せそうに食材を味わっていった。

「おいしい」

「ここは何を頼たのんでもだいたい当たりなんだ。人気店だからなかなか予約が取れないがね。僕も年に数回、特別な時にしか使わない」

「そんなお店をわざわざ」

　絶句する次じ郎ろう丸まるの前でフォークを置いた。顔の前で手を組んで。

「君にきっちりお礼をしたいと思ってね」

「お礼？」

「おかげさまでアズマのＲＦＰは出し直しになりそうだ。エクセル社とシステム本部の癒ゆ着ちやくも多分解消になるだろう。僕一人ひとりでは間違いなくここまで来られなかった。いや、そもそもワーキンググループの背景を探ろうなんて思いもしなかっただろう。全部君が方向性を示してくれたからだ」

「そんなこと」

「いや事実だ。あの日、僕が初めて定例会に参加した時、君が会かい議ぎを引ひっ繰くり返してくれなかったら今いま頃ごろ勝負は終わっていただろう。うちの会社はラムダコムのアンダーで提案し、理由も分からず敗退していたはずだ。ああ、いや、理由はあったかもな。『価格面でわずかに高こう額がく』とか『サポート面に不安あり』など、ありきたりの説明はされたかもしれない。ただ結果は同じだ。僕らはことの背景も分からず一方的に切り捨てられた。そして」

　そして自分が浮かび上がることもなかったはずだ。

　怠たい惰だな日常に身を沈め、ひたすらに無ぶ聊りようをかこっていたことだろう。一体どこで失敗したのか、どうすればよかったのか、益体もない疑問を口にしながら。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　失敗ゼロの人生などあるはずもない。多くの人間は方々で蹴け躓つまずきながら、それでも立ち上がり埃ほこりを払ってまた歩き出すのだ。大切なのは倒れたあとどうするか、何をなすかだ。失敗の原因を探るのは人生の最後に取っておけばいい。

（そんな基本的なことを教えてくれたのは）

　次郎丸を見つめる。ダウンライトに照らされて彼女の顔はいつもより白く、透き通って見えた。

「今日きようは大事な話があるんだ」

　息を大きく吸った後、告げた。本ほん題だいだ。わざわざ仕事を離はなれて彼女を招いた理由。特別な場を演出した意図。

　──ＪＴ＆Ｗに来ないか。

　そう告げるつもりだった。

　次郎丸の才能、機き転てん、行動力。全すべては大企業にあってこそ輝かがやく。

　確たしかにベンチャーの自由度は魅み力りよくだろう。新卒・二年目が大規模案件の主担当になることなど大企業ではありえない。だがやはり中小には中小の限界があるのだ。

　たとえば、今回最終的な武器になったのは役員同士の関係性、そして展示会のアンケートだ。アルマダ・イニシアティブがどれだけマーケティングに熱ねつ心しんでも、年に十回・二十回とブースを出すことはできまい。ましてや一流企業の役員全すべてにコネクションを張り巡らせることなど不可能だろう。そういうもの全てを武器として使いこなせる環かん境きようがＪＴ＆Ｗにはある。最高のサポート体制が整ととのっている。

　だからアルマダなんて会社に埋もれておらず、僕のもとに来い。

　やるべき仕事は山ほどある。まずはアズマのＲＦＰの再作成だ。エクセル社を失ったシステム本部は必ず別のベンダーに支援を求めるはずだ。一体どういう要件が適切か、何をいくら程度の予算で想定しておくべきか。

　矢や加か部べ達に「第三者レビューを受けること」と約束させたのは、その布石でもある。既存ベンダーに代わり今度はＪＴ＆ＷがＲＦＰ作成支援を行う。そして他社のノックアウトファクターを山のように盛りこむ。

　戦争が始まる前に勝負を付ける。もっとも効率のよい戦い方だ。次じ郎ろう丸まるには是非、そのサポートを頼たのみたかった。

（まぁ実際使い物になるかは分からんがな）

　大企業には大企業なりの処世術がある。ベンチャーと同じやり方で動き回った結果、いつの間にか社内で干される可能性も十分あった。

　だがそれならそれでいい。彼女は危険だ。野放しにしておけばいつかまた自分の進路を脅かしかねない。ならば事前に囲いこみ管理してしまうのがもっとも安全というものだ。

　自分のパートナーとして貢献するならよし、挫ざ折せつしてメインストリームから遠ざけられるならそれもよし。要は常に目の届くところに置いておくことだ。ＪＴ＆Ｗという檻おりに彼女の才能を封じこめる。飼い殺しにする。

　酷こく薄はくな笑えみが浮かびかけたのを押しとどめる。だめだ、まだ抑えろ。悟られるぞ。

　気持ちを切り替え言葉を続けようとした時だった。

「あ、実は私も、大事な話があるんです！」

　快活な口く調ちようで次郎丸が言った。背筋を伸ばし膝ひざの上に手を置いている。

「どうしましょう？　なるべく早いうちに話した方がいいのかなと思ってたんですけど」

「そう……なのか？」

　なんだ。まさか転てん職しよくの話じゃないだろうな。今の会社を辞めて別の企業に内定をもらったとか。

　嫌な予感が湧わき上がってくる。

「すぐ終わるなら君からでいいぞ。こっちの話はなるべくゆっくりしたいから」

「じゃあお言葉に甘えて。あのですね」

　彼女は大きな瞳ひとみを輝かがやかせ。

　鼻の穴をやや広げて。

　身を乗り出した。

「アズマのＲＦＰですが、私達、アルマダ・イニシアティブの手で作り直すことになりました！」

　……。

　は？

「梅うめ林ばやしさんのおかげですよ。今回の件でシステム本部の力が弱まってくれましたから、私達とＩＴ戦略室がイニシアティブを握れた感じです。ようやくですけどね。この件、一年がかりで仕こんできましたから今更失敗したとなれば関係者全員かなり居い心ごこ地ちが悪くなっていたはずです。でも結果オーライですね。おかげさまで私達が有利になる条件をたっぷりＲＦＰに盛りこめます」

「ちょ、ちょっと待て！　君は何を言ってるんだ!?　どういうことだ」

　狼ろう狽ばいが隠かくしきれない。意い識しきが搔かき乱され、冷静な思考が押し流されていく。周囲の客がこちらを見るも気にしていられなかった。

　次じ郎ろう丸まるは前髪をよけた。

「ＩＴ戦略室はシステム本部からアズマ・インフラの主しゆ導どう権けんを取り上げたかったんですよ。ですが現場の状況はシステム本部とエクセル社ががっちり押えこみ入りこむ余地がない。なんとかできないか、というのが弊へい社しやへの依い頼らいでした。ただ現場もかなり警けい戒かいしていますし、何よりＹ口執行役員へのパスは矢や加か部べさん達が握っている。どうしようか悩んでいる時に出てきたのが例のワーキンググループの話ですよ。しかも面倒くさがりのサービス企画部……ああ、Ｔ田さんのところがＪＴ＆Ｗさんに人出しを依頼していると聞いて、これだ！　って感じで。まぁ梅林さんがどこまで協力してくれるかは未知数でしたけど、最終的には最高のコンビネーションでしたね。是非また一いつ緒しよにお仕事したいです！」

　喉のどがからからに渇いている。一時の混乱が収まると絶望的な結けつ論ろんが脳裏を満たした。まさか、まさかこの娘は全すべてを知った上で。

「だ、だましたのか」

「はい？」

「ＲＦＰの存在を知らないとか噓うそだったのか。何も分かってないふりをして僕を利用したのか」

　えー、と彼女は眉まゆ根ねを寄せた。心外そうに唇を尖とがらせる。

「違いますよー。言ったじゃないですか、ＩＴ戦略室の依頼は『システム本部から主導権を取り上げること』だって。彼らも余計な情報は漏もらしませんし、ましてやコンペに参加もしてないベンダーにＲＦＰは見せてくれませんよ。まぁ存在自体は薄うす々うす勘づいてましたけどね。単なるコンサルだけじゃ数字が小さいですし、是非大規模ＳＩに食いこめないかなーとは思っていましたけど」

「……」

「夢がかなった感じです！」

　元気よく言われて毒気が抜ける。全身の力を失い椅い子すにもたれかかった。世界が急に彩りをなくしたようだ。ピアノの音も卓上の料理も、何もかもが無む味み乾かん燥そうに思えてくる。

「で、アズマの件についてはＳＩを私達で、ＪＴ＆Ｗさんから回かい線せん・機き器きを提供する形にしたいんですがいかがでしょう？　座組みはおいおい検討するとして、御社との分担は事前に決めておきたいなぁと思ってるんですけど」

　一方的に喋しやべり続けて、ようやくこちらの異常に気づいたのだろう。彼女は目をぱちくりさせた。

「そういえば梅うめ林ばやしさん、さっき大事な話があるって言ってましたよね？　なんだったんですか」

　なんでもねぇよ。

　ぶっきらぼうに答えてワインをあおる。

　得意げに先せん輩ぱい面づらしていた自分がどうしようもない間抜けに思えた。僕のパートナーになれ、より大きなステージで活かつ躍やくしてみろ、だ？　ははは、冗じよう談だんにしても笑えない。畜ちく生しよう、二度と慣なれないヘッドハンティングなんてするものか。あとベンチャーの人間になど近づくものか。

「すみません、この店で一番強い酒を」

　ウェイターを呼び止め、次の飲み物を注文する。

　飲まなきゃやってられないと思った。
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【通信建設業界】

　主としてＪＴ＆Ｗ・ＩＴＴＵなど通信事業者のインフラを構築する業界。回かい線せん敷ふ設せつ・無線基地局構築・交こう換かん機き設置などが主な業務で、一般企業の構内配線やファシリティ構築なども行う。就活資料などではＩＴ系に分類されるが、どちらかと言えば建設業の色が強い。業界トップは扶ふ桑そう通つう建けん株式会社。


──ＩＴ・通信用語辞典　Ｗｅｂ版より







・扶桑通建新卒採用ホームページ　先せん輩ぱい社員の言葉



『最初は戸惑いましたね（笑）　システムや通信の会社だと思って入ったらいきなり作業着着せられて「え？　私なんで工事車両乗ってるの。え？」って感じで。でもやっていくうちにこっちの方が向いてるかもと思えるようになりました。……あ、私ずっと体育会系だったんで、外で身体からだ動かしてる方が馴な染じみやすかったんです。とにかくインフラのコアに直接手で触れたい方にはお薦すすめの仕事ですね。光ファイバーの融ゆう着ちやく作業とかすごく楽しいですし。……最近の悩みですか？　作業着とヘルメットで知り合いに会うと「あんまり女捨てるなよ」と言われちゃうことですかね（笑）　いや、私的にはこういうガテン系女子の方が格好いいと思うんですけど』


（２０××年度入社　施設技術部　薬やく院いん加か奈な子こ）






　　　　[image: くぎり]




『え、カナ、まだ彼氏できてないの？　マジで！』

　薬院加奈子は受話器を遠ざけた。キンキン声が脳裏にこだましている。高校来の友人は相変わらずのハイトーンボイスだった。ベッドで寝返りを打ち「ノリ、声大きい」とたしなめる。

『あ、ごめんごめん。本気でびっくりしたから。あんたもう二十五でしょ、うちらの仲間じゃそろそろ子持ちも出てきてるじゃん』

「まぁ……ね」

　先日も親友から結婚式の招待状を受け取ったところだ。なんとなく自分が取り残されていることに気づきつつある。つい最近までみんなわいわいと学生をやっていたはずなのに、どこで差がついたのか。慢心・環かん境きようの違い。

　というかえーっと、なんでこんな話わ題だいになったんだろ？　仕事帰りに『今日きよう電話していい？』とメールされて、ＯＫしたら彼氏の愚ぐ痴ちを聞かされて、気づけば矛先が自分に向いていた。『で、カナはどうよ。私も文句聞くからさ、どんどん言っちゃって！』『いや、特に何もないんだけど』『え？　幸せいっぱい夢いっぱいってこと？』『そういうんじゃなくて』『んんん？』……うーん、適当に誤ご魔ま化かしておくべきだったか。

「しょうがないよ。会社忙しいしさ、恋愛とかやってる場合じゃないもん。今は少しでも仕事を覚えていかないと」

『カーナーさー』

　ノリの声はひどく不満げだった。

『あんたさ、高三ん時に同じ話して、なんて言ったか覚えてる？』

「ううん……」

『今自分は受じゆ験けんでいっぱいいっぱいだから恋愛どころじゃない。大学に受かったら考える、そう答えたのよ』

「……」

『で、大学に入ったら入ったでバイト忙しいからってコンパ断りまくって、三年になったら今度は就しゆう職しよく活動に打ちこむとか言い出して。で、次は何？　仕事覚えるまで恋愛はできない？　馬ば鹿かなのあんた。そんなこと言ってたらいつまでも彼氏できるわけないでしょ！』

　バーンと脳内に喪も黒ぐろ福ふく造ぞう氏のイメージが浮かぶ。「う……」と呻うめき口ごもった。

　確たしかに正せい論ろんだった。生きている限り日々色々な目標や課か題だいが出てくる。それらを常に優ゆう先せんしていては恋愛などできようはずもない。

　盛大な溜ため息いきが耳元で響ひびいた。

『気になる人とかいないの？』

「うちの会社、既婚者ばっかりだし」

『取引先の人とかは？』

「うーん……」

　視し線せんを巡らしふと気がつく。

「あ」

『いるの!?』

「技術的にすごい尊敬できて色々教えてくれる人はいるかな。プライベートでも一いつ緒しよにごはん食べて仕事のやり方とか相そう談だんさせてもらってる」

『いいじゃん！　その人いくつ!?』

「分かんないけど……見た目は結構若いかな、私より下かも」

『年下かぁ……まぁカナがリードする形もありっちゃありだけど』

「背も小さいしね。並んで歩いていると姉妹みたいな感じ」

『ヒールは履はきづらいねぇ……って、え？　何、姉妹？』

「うん、私がお姉ねえちゃん」

『じゃなくてその相手！　妹って、男の人でしょ？』

「ううん」と首を振る。

「女の子。室むろ見み立りつ華かさん、すっごい美人さんだよ」
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『馬ば鹿かー！』

　怒られた。

　激はげしく叱しつ責せきされた。

　声のトーンが跳ね上がりもう一オクターブ高くなる。思わず受話器を耳から離はなしていた。ノリは言葉を震ふるわせた。

『い、言うにこと欠いて女の子、女の子ですって。カナ、あんた自分の人生設計どう考えてるのよ。女学生が先せん輩ぱい相手に宝たから塚づかやってるわけじゃないのよ』

「ま、まぁそんなシリアスな関係じゃないし、普通にプラトニックな憧あこがれだから」

『当たり前でしょ！』

　悲鳴のような叫びが返ってきた。ノリは「あぁ」と唸うなった。

『ちょっと想像以上にあんた重症だわ。親友として放っておけない。もうね、全力で更生させたげるから。覚悟なさい』

「こ、更生ですか」

　何をされるんだろう、クッションを抱きしめドキドキしていると友人は力強い口く調ちようで告げてきた。

『合コンに行くわよ』







　合コン。合同コンパ。異なる二つ以上のグループで飲み会を催すこと。多くの場合、幹事役の男性と女性が顔見知りで互いの友人を引き合わせる。目的は恋人探し、人脈拡大、希まれに飲み代・食費節約の目的で参加する女子あり。

　なんて話はもちろん薬やく院いんも知っている。ノリが心配するほど自分は恋愛音おん痴ちじゃないのだ。大学時代はゼミの男子に言い寄られたこともあるし、サークルのスノボイベントでＯＢから「君フリー？　俺おれもなんだけどさぁ」とアプローチされたこともある。

　もちろん男性陣との飲み会は会社で日常茶飯事だ（作業員とのどんちゃん騒さわぎとかすごく楽しい）。両者を組み合わせれば自おのずと雰囲気がイメージできるだろう、そう思っていたのだが。

『甘い、甘すぎて笑えてくるわね、カナ』

　何度目かの事前電話ミーティングでノリは鼻を鳴らした。どうも今の彼氏も合コンで見つけたらしい。成功するコンパについては一いつ家か言げんあるとのことだった。

『合コンはね、戦争よ』

「せ、戦争？」

『獲かく得とくすべき領土とそれを奪い合う相手がいる。これが戦いじゃなくてなんなのよ？　迅じん速そくなターゲッティングとアプローチ、それに事後フォローが勝利の要。まさしく見敵サーチ・アンド必殺・デストロイよ』

　……。

　必殺、必殺なのか。

　どうも普通に楽しく飲み会をやるだけではだめらしい。早くも面倒になってきたがノリは更にテンションを上げていった。

『一応今回は私の方で幹事やるからあんたを立てられるようにセッティングするけど。ただいつどこで参加者が裏切るか分からないし、自分の獲え物ものは自分で勝ち取ってもらわなきゃね。いい？　戦せん闘とうは最初の五分で決まるのよ。第一印象で自己アピール、席はターゲットの周辺を確かく保ほ、さりげなく食事を取り分けてアプローチ。ここまでやってようやくスタートラインよ』

「はぁ」

『じゃあ今日きようから特訓ね。私をターゲットだと思って口説いてみなさい。はい、まずは入場シーンから！』

　……なんてやりとりをどれだけ繰くり返しただろう。持ち物や服装確認、果てはブロックサインの練習まで行わされて今日──合コン当日に至る。

　土ど曜よう夜の新しん宿じゆくはやかましかった。クラクションや排気音、嬌きよう声せいがひっきりなしに響ひびいている。歩道からあふれた人々がガードレールによりかかっていた。

　東口アルタ前でノリと待ち合わせし最終チェックを受ける。彼女は値踏みするようにこちらの装いを確認してきた。

「うん、いいわね。さすが私のコーディネート、あんたただでさえボーイッシュなんだから、そのくらい女の子女の子した服装の方がいいのよ」

　満足そうにうなずく。

　実際、可愛かわいらしいコーデだった。襟えり付つきのワンピにコルクウェッジパンプス、アクセントとして耳に一粒もののイヤリング。派は手ですぎず地味すぎず、理想的なガーリースタイルだった。

　とはいえ百貨店で一から揃そろえたためかなりの散財だ。他ほかに着る機き会かいがないことを考えるとややもったいない気もしてくる。

「……ジーンズじゃだめだったの？」

　改めて訊たずねるとノリは大おお仰ぎように目を剝むいた。

「ダメに決まってるでしょ。合コンのボトムスはスカート一択、パンツルックなんて戦う前から勝負を放棄してるようなものよ」

「え、それってつまり足見せて悩殺しろってこと？」

「違う違う。あくまで女性らしいシルエットが大切なの。うわー、あの子ふわふわしてるなぁ、女の子だなぁって、まずそう思わせるのが重要ってこと。逆に超ミニとか露ろ出しゆつ多すぎるのもＮＧね。下品な感じになっちゃうから。あくまでさじ加減が大切」

「……」

　色々難むずかしい。素人しろうとが安易に立ち入れない世界だ。こちらの煩はん悶もんに気づいた様よう子すもなくノリは腕うで時ど計けいを確かく認にんした。

「じゃそろそろ移動しようか。他の面子メンツはお店で現地集合にしてあるから」

「う、うん」

　人ひと込ごみを縫ぬうように歩き出す。銀行の脇わき道みちを左折して靖やす国くに通どおり方面へ。道すがらノリが今日きようの面子を説明してくれた。

　女性陣は会社の同僚、男性陣は彼氏の友達繫つながり（ただし彼氏は予定が合わず欠席）。年ねん齢れいは二十代半ばから後半、男性側は三十超えが一名。年上は平気だよね？　ＯＫ、ドゥー・ユア・ベスト。

「ちなみに自己紹介のやり方は？　忘れてないよね」

「えーと……笑え顔がおで滑かつ舌ぜつよく、だっけ？」

「そう、声のトーンも少し上げ目でね。可愛い女の子でーす！　って気持ちで臨むのよ」

「……自信ないなぁ」

「大丈夫よ、基本男性陣はチヤホヤしてくれるから、ちょっとトチってもそれをチャームポイントにしちゃえばいいのよ。一番まずいのは仏ぶつ頂ちよう面づらね、とにかくニコニコしてれば大抵のことは許されるから」

「はぁ」

「じゃあ最終リハーサル」

　覚えた台詞せりふの復唱を求められる。周囲の視し線せんが気になるが、この雑踏だ。多少声を高くしても目立つことはあるまい。

　大きく一呼吸。

「薬やく院いん加か奈な子こです。ノリ……典のり子こさんとは高校時代の友人で、もう十年来の付き合いになります。今は全然別の職しよく場ばで……えーと、システム系の仕事に就いています。地元和わ歌か山やまなんでたまに紀き州しゆう弁べんが出るかもしれません。よく分からない単語出たらつっこんでくださいね」

「うん、ＯＫＯＫ」

「……紀州弁とかほとんど喋しやべった記き憶おくないんだけど」

「いいんだよ、こんなのただのつかみのネタなんだから。ちなみに自転車のこと一般的になんて呼ぶ？」

「？　ジテコでしょ」

「それ方言だから」

「え、本当に!?」

　などというやりとりをしているうちに店にたどりついていた。雑居ビルの三階に兎うさぎのマークが描かれている。兎の屋……トノヤと読むのだろうか？　創作和食の店らしい。さすが合コンのプロ、無ぶ難なんなジャンルを選んでくる。

　エレベーターで移動し入り口をくぐった。駆けつけてきた店員にノリが名前を告げる。予約席は個室らしい。「いらっしゃいませ」の掛け声を浴びつつ部へ屋やに誘ゆう導どうされた。

「お、来た来た」

「待ってたよー」

　野太い歓かん迎げいの声に迎えられた。

　男性陣が四人、既に着席している。いずれもカジュアルな装いでこざっぱりした印象だ。女性側は自分達が最初らしい。待ち合わせ時間は十分後だからかなり早めに到着していたということか。

「何、無む茶ちや苦く茶ちや早いね。ちょっと気合い入りすぎじゃない？」

　ノリの揶や揄ゆに男性の一人ひとりが「そりゃあね」と答える。

「すっげー楽しみにしてたからさ、三十分前行動で駆けつけですよ。あんまり早く来すぎて店に入れてもらえなかったくらい」

「マジで」

「マジマジ。前のお客様、まだいらっしゃるんで……って言われちゃったもんな」

　明るい笑い声が上がる。軽口に緊きん張ちようが和らいだ。右端の男性がふっと視し線せんを向けてきた。

「こんばんはー」

「あ、え、こんばんは」

　姿勢を正し一礼する。って、いきなり声のトーンが低かったか。いかん、可愛かわいい女の子可愛い女の子。

「Ｋ林と言います。今日きようは来てくれてどうも」

　笑うと目め尻じりが下がる、丸顔で愛あい嬌きようのある男性だった。年ねん齢れいは二十代後半……いや三十超えだろうか。席の位置取り的には彼が男側の幹事っぽい。広い肩を麻のジャケットに包んでいる。

「こ、こ、こちらこそ呼んでいただいてありがとうございました」

　今度は意い識しき的てきに高い声を出す。他ほかの男性にも頭を下げ「薬やく院いんです」と挨あい拶さつした。

「薬院さん？　珍しい名前だね」

　馴な染じみの感想にノリがうなずく。

「うちの高校の知り合い。ま、自己紹介はあとでやるから、とりあえず席につこう」

　さりげなくアイコンタクトしてくる。どこに座るか決めろということだろう。と言われても第一印象でどの男性がいいかなど分からない。迷った末、Ｋ林の近くに陣取ることとした。一番下座は女性側幹事──ノリの席だからその隣となりとなる。

　ややあって女性陣がばらばらと到着してきた。皆、シフォンブラウスやチュニックなど愛らしい格好だ。キラキラの女子オーラに空気が華やぐ。……う、確たしかにこの空気でジーパンはきつい。危うく周囲の景け色しきに黒点を作るところだった。胸をなで下ろしつつ、そういえば男性陣もお洒落しやれだなぁと思う。会社の先せん輩ぱい・上司なんて下へ手たするとほつれたスーツとか着ているのに。

「ＯＫ、女性陣はこれで揃そろいかな。男性陣は……あれ？　もう一人ひとり来るよね？」

「あーごめん。実は呼んでた奴やつが都合悪くなっちゃって。代わりに知り合い誘さそったんだけどまだ仕事中らしくて遅れる予定」

　見れば確たしかに男女の人数が揃っていない。上座の席がぽっかり空いていた。

　なるほど、まぁそういうこともあるだろうな。十人もいれば不測の事じ態たいが一人ひとりくらい、ぼんやり思っているとノリの眉まゆが寄った。Ｋ林に顔を寄せる。

「え、だって来る予定だった子ってアレでしょ？」

「アレ……うん、ま、そのへん含めて代理頼たのんであるから」

「……頼むわよちょっと。じゃあ来るまでの間はフォローお願ねがいね」

「うん、了解」

　……？

　なんだろう。妙なやりとりだった。ひそひそ声だったため周囲に気づかれていないがアレ……フォロー？

「はい、はーい！　飲み物ビール以外の方ー」

　正面席の男性が声を上げる。右手をかざし、慣れた様よう子すで注文をまとめていた。女性陣の一人が「あ、私、ファジーネーブル」と答える。もう一人「カシスオレンジ」と告げた以外は全員ビールのようだった。

　しばらくしてピッチャーとグラスが運ばれてくる。薬院は急ぎピッチャーを取り上げＫ林に勧めた。

「お、どうも」

　にっこりと微笑ほほえまれる。

「慣なれてるね、結構飲み会出る機き会かい多いとか？」

「そうですね、だいたい週四回くら──」

　素直に答えかけて口ごもる。いかん、可愛かわいい女の子は週の半分飲みに行ったりしない。作業員仲間で夕食代わりに焼き鳥屋とか、口が裂けても言えなかった。

「つ、月に一回くらい」

「へぇ、どのへんで飲むの？」

「御お徒かち町まち……じゃなくて、有ゆう楽らく町ちようとかです」

「ああ、俺おれも結構あの辺行くけど銀ぎん座ざよりはリーズナブルで、その割に洒落しやれた店多いよね」

「で、ですよねー」

　あっという間にボロが出そうなやりとりだった。だが幸いにも飲み物が行き渡り会話が中断される。「じゃあ」とノリが立ち上がった。

「今日きようはお休みの日にお集まりいただいてありがとうございます。皆様ご存じの通り私は今の彼氏とラブラブなので対象外ですが（笑い声）、その分幹事業務に専念させてもらいます。存分に飲んで食べて話して楽しんでいってください。では早速」

　杯をもたげる。大きく息を吸いこみ。

「乾杯！」

　かんぱーいとメンバーが唱和する。ガラスの触れあう軽やかな音が響ひびいた。

　とりあえずグラスに口をつける。うまい。弾はじける泡と苦みが喉のどを潤うるおしていく。いつもの調ちよう子しで「ぷはぁ！」と言ってしまいそうになるのを懸けん命めいにこらえた。

「えー、酔っ払う前にとりあえず自己紹介だけやっちゃいますね。じゃ、まずカナから」

「わ、私から？」

　周囲の視し線せんが集まってくる。あれだけ綿密な打ち合わせをした割に、振る時は結構適当だった。かっと頭に血が上る。普ふ段だんなら「ちっす！　薬やく院いん加か奈な子こです。とりあえず飲みます！」とやってしまうのだが今日はそういうわけにもいかない。可愛い女の子モード、可愛い女の子モードと念じていると、あろうことか台詞せりふの方が飛んでいた。

　あ、あれ？　私、なんて言えばよかったっけ。

「や、薬院加奈子です……」

　引きつり笑いを浮かべて周囲を見渡した。

「システム系の仕事に就いています。……えー、たまに紀き州しゆう弁べん喋しやべるかもしれませんけど、よろしくお願ねがいします」

　意味不明だった。キーワードを思い出し思い出し喋ったところひどく不ふ思し議ぎな文章になってしまっている。が、凍りつく間もなく男性陣から「紀州弁!?」と合いの手が入った。

「紀き州しゆう、紀州ってどこだっけ。愛え媛ひめ県？」

「なんでだよ！　紀州っつったら和わ歌か山やまだろ。なんで愛媛!?」

「え、だって紀州みかんって言うじゃん」

「みかん作ってるところ全部愛媛かよ！」

　笑いと拍手が間の悪さを吹き飛ばす。ノリが渋い顔で片目を閉じてきた。ああ、ああなるほど、これが合コンにおける男性陣のフォローか。

（会社の飲み会とは全然違うなぁ）

　同じ挨あい拶さつを先せん輩ぱい相手にしたら「もう酔っ払ってんのか！」「面おも白しろいこと言えるまでやり直し！」とやじられるところだ。

　可愛かわいい女の子……すごいかも。

　予期せぬ自身のポテンシャルについて考えこんでいると「薬やく院いんさん」と呼びかけられた。Ｋ林がピッチャーを持ち上げている。

「グラス空いてるけど、注ついでいい？」

「あ、は、はい！　もちろんです」

　両手で杯を支える。Ｋ林は手際よくピッチャーの中身を注いだ。

「システム会社に勤めてるの？」

　おもむろに問いかけられる。手元に集中していたため一いつ瞬しゆん反応が遅れた。

「え？」

「さっきシステムの仕事してるって言ってたから」

「ああ……はい、そうです。まだ全然ひよっこですけど」

「プログラムとか組んじゃうわけ？」

「そういうの……ではないですね」

「お客さんの業務をコンサルしたりとか」

「……しないです」

　通信建設業界の仕事ってどう説明するべきなのだろう。床にアンカー打ちしてラック立てたり、ケーブル束ねてフリアクの下に通したり、あと電柱で高所作業とか。……どれもかなりのガテン系だ。システムという言葉のイメージとは大分かけ離はなれる。

「もうちょっと……そうですね、地味な感じです」

「地味」

「地味というか泥臭いというか……あのバケット車とか乗ったりするので」

「バケッ……何？」

　はっと我に返り手を振る。いかん、いかん、どこの世界に高バ所ケ作ツ業ト車乗って引きこみ作業する女子がいるのか。

「あ、いえなんでもないです！　バッ……バス、そうバスに乗って色々なお客さんのところに行く感じです！」

　Ｋ林は口元に手を当て噴ふき出した。

「薬やく院いんさんてさぁ、ひょっとして天然？」

「て……」

「さっきの自己紹介もそうだし、なんかふわふわしてるよね、不ふ思し議ぎちゃんとか言われたことない？」

　ない、どころか天然系の女子を見るとイライラしてくる。自分のメンタリティはどちらかといえば江え戸どっ子こなのだ。へいらっしゃい！　べらんめぇ！　がってんだ！　という感じで。

　だがさっきからの言動では勘違いされても仕方ない。意い気き消しよう沈ちんし「すみません」と謝あやまるとＫ林は露ろ骨こつにうろたえた。

「あ、いやいや、だめって言ってるわけじゃないから。いやさ、なんか可愛かわいらしいなぁと思って」

「か、可愛い？」

「守ってあげたくなるタイプだよね」

　……そ、そうなのか？

　意味不明なことを言う女性が男性的にはタイプ？　普通にコミュニケーションできる相手よりそうでない方が好感度が高い？　よく分からない。あまりに異質な価か値ち観かんだった。

　だが好意を持たれたこと自体は歓かん迎げいするべきなのだろう。つまり自分はもう少しこのキャラを続けるべきということか。

「あ、ありがとうございます」

「はは、そんなかしこまらないで、とりあえず薬院さんも飲みなよ」

「はい」

　笑え顔がおをキープしつつ酌しやくを受ける。ちびちびと上品にビールを味わいながら会話を続けた。

　休日の過ごし方、趣しゆ味み、好きなドラマ、音楽。

　Ｋ林はどんな話わ題だいにもそつなくついてきた。学生時代に一度行ったきりのスキー場も「ああ、あそこはねぇ」と会話を繫つなげてくれる。気楽だ。何を言っても受け止め肯定してもらえる。オチも共通の話題もややこしいことは何一つ考えなくていい。適当に喋しやべればコミュニケーションが成立する。心ここ地ちよい。全身の力を抜いて楽しんでいられた。

「……ちなみにカナちゃんはどういう男性がタイプ？」

　いつの間にか呼び名がカナに変わっていた。だが特段気にならない。意い識しきが酩めい酊ていしている。いつもより酒の回りが早いように思えた。火ほ照てった頰ほおを押えつつ「えーっとぉ」と首を傾かしげる。

「真ま面じ目めな人かなぁ、あと身体からだ動かすのが好きで一いつ緒しよにスポーツできそうな男性」

「スポーツ、何やるの？」

「なんでもやりますよー、あ、でも最近は時間ないんで近くのコートでスカッシュくらいですね」

「お、スカッシュ来た。おいＭ山、スカッシュ仲間いたぞ」

　隣となりの眼鏡めがね男子が振り向く。「え？　薬やく院いんさん、どこのコート使ってるの」と訊たずねてきた。

「武蔵むさし小こ杉すぎか新しん丸まる子こですね。私、最も寄よりが自じ由ゆうが丘おかなんで」

「お、俺おれも東とう横よこ線せん沿線なんだ。すげぇ通勤一いつ緒しよじゃない？」

「えー、そうなんですかー！」

　Ｋ林が眼鏡男子を小突く。

「こいつ田でん園えん調ちよう布ふなんだぜ、生意気だろ」

「田園調布!?　わぁ、セレブ」

　眼鏡男子は頭を搔かいた。

「いやいや、あそこ賃貸はそこそこ手て頃ごろな物件もあるんで……てかそんな近いなら帰りも一緒だね。ちょっと気が早いけど二次会どうする？　渋しぶ谷やあたりで軽くとか」

「え」

「あ、いいかも、俺も帰り渋谷経由だし」

　話が進んでいく。ちらと時と計けいを確かく認にん、今の時刻は……九時か。あと一時間はこの会が続くだろうから、そこから計算すると十時半くらいに次のお店に入ることとなる。ううん、終電超えちゃうか。テンション次第ではオールかも。

（……まぁたまにはいいかな）

　楽しいし、もう少しこの雰囲気に浸っていたいし。

「じゃあ」と声を上げかけた時だった。




「すいません、遅くなりました！」




　スーツ姿の男性が個室に駆けこんできた。

　顎あご先さきの平ぺったい四角顔、一文字型の眉まゆに真ん丸な目、膨ふくらんだ頰ほおがやや少年っぽい。いかにも新卒の社会人といった雰囲気だ。他ほかの面子メンツと違ってそこはかとない気ぜわしさが感じられる。

　ああ、丁度桜さくら坂ざかさんと同じくらいだなぁ。背丈も似てるし、声も似てるし、顔形も。

　……って、桜坂さん!?

　まさしく本人だった。スルガシステムのエンジニア、桜坂工こう兵へいはビジネスバッグを下ろすと一礼した。

「桜坂工兵です。Ｋ林さんの……大学の後こう輩はいです。今日きようはよろしくお願ねがいいたします！」

　おせぇ！　遅いよ！　と男性陣から野や次じが飛ぶ。桜坂は「すいません！」「すいません！」と身を屈かがめ奥に向かった。瞬しゆん間かん、凍りつくこちらと目が合う。

「え……」

「……」

　時が止まるとはまさに今のようなことを言うのだろう。双方固かた唾ずを吞のみ固まっている。ノリが「え？　え」と目をしばたたいた。

「何……ひょっとして知り合い？」

「うん……」とうなずく。

「取引先の人」

「マジ？　えっと」

　一いつ瞬しゆん空気が混乱した。ノリとＫ林が素す早ばやく視線を交わす。何度かうなずきあった後、顔を寄せてきた。

「一応確かく認にんするけどさ、あの人のこと狙ねらってるとかある？」

「狙う？　桜さくら坂ざかさんを？　いやいやいや！」

　そういう対象として見たことはなかった。何せ修しゆ羅ら場ば案件を一いつ緒しよにくぐりぬけてきた仲だ。色っぽい感情など持ちこむ余裕はなかった。むしろ今の女の子女の子然とした格好を見られる方が気恥ずかしい。

　二人ふたりはあからさまにほっとした顔となった。

「ならいいや。えっと桜坂さん、席そっちだから、荷物はこっちで預かるよ」

「桜坂、アレな。アレだから、よろしく頼たのむぞ」

「え、ええ」

　気け圧おされた様よう子すで桜坂がうなずく。

　何が「いいや」なのか、何が「アレ」なのか、よく分からないがどうにも妙な空気だ。だが事情を確認する間もなく桜坂は奥の席に通された。途中、決まり悪げに手を振ってくる。

「じゃ、もう一度乾杯を」

　Ｋ林がグラスを持ち上げる。周囲をぐるりと見渡し。

「はーい、二回目いきます。社しや畜ちく君の到着を祝してかんぱーい」

　笑い声が弾はじける。左手の女性陣が「社畜？」「社畜なの!?」と食いついていた。

「いやぁびっくりした」

　Ｋ林が着席しつつ首を振った。

「カナちゃんと桜坂、知り合いだったんだ。世の中狭いなぁ」

「私もびっくりしました。……Ｋ林さんの後こう輩はいなんですか？」

「ゼミのね。俺おれも奴やつもＣ大だから水すい道どう橋ばしのあたりでよく飲んでたよ。てかあいつ、ちゃんと仕事やれてる？　なんか将来のこととか考えずふらふらしてた印象だから、心配してたんだけど」

　そう……なのか。

　ベターメディアの豪腕ＰＭっぷりとは大分イメージ違うが。

「きっちりやってますよ。私達含めて色んな業者の取りまとめしてますし」

「桜さくら坂ざかが？　へぇー」

「……まぁ確たしかに、ちょっと危なっかしいところもありますけど」

　昨年十一月のバイト事件が脳裏を過よぎる。大学時代の同級生──西にし新じんさんだっけか？　同窓会で会った彼女にだまされそれはもう容赦なく扱こき使われていた。あの時は室むろ見みさんの助けがあったからよかったものの、一人ひとりではいいように食い尽くされていただろう。危うい。もう少し人を疑うべきだと思う。

　というかあんなことがあってまだ合コン、女漁あさりなどしているのか？　懲こりないというか、さすがに自重しろと言いたかった。そもそも桜坂さんには室見さんがいるではないか。身近にあれほど魅み力りよく的てきな女性がいながらよそに目を向ける？　理解できない。聞いたところかなりプライベートの関かかわりもあるようなのに。

「なになに？　カナちゃん超機き嫌げん悪そうなんだけど」

　眼鏡めがね男子が声をかけてくる。「え？」と顔を上げる。いかん、つい表情が険しくなっていた。ぐっと強引に口角を持ち上げる。可愛かわいい女の子モード、復活！

「そ、そんなことないですよー。超楽しいです！」

「だよねー、かんぱーい」

　陽気にグラスを打ちつけてくる。どうやらかなり酔っているようだ。顔が赤い。眼鏡の奥で細い目が緩ゆるんでいる。やや乱らん暴ぼうに手を伸ばし左ひだり隣どなりの男性を引き寄せた。

「こいつもカナちゃんに挨あい拶さつしたいって。ほら」

　長髪のハーフっぽい青年だった。線せんの細さがどことなく栗くり原はら類るいを思わせる。青年は気恥ずかしげに微笑ほほえんだ。

「どうも……はじめまして」

「あ、どうも」

「さっきからお話ししたいなぁと思ってたんですけど、ちょっと席が遠かったんで」

「そうなんですか」

　確かに一対一で男女が相対しているから、斜はす向むかいの人には声をかけづらい。自分も今のままだとＫ林・眼鏡男子としか話せなかったところだ。

　……ん？　でもだとすれば左の女性はどうなっているのか、手持ちぶさたになっているのではと視線を走らせると。

　桜坂が女子三人の手を握っていた。

（……）

「これが今ロサンゼルスで大流行のリラクゼーション！　プニプニテモーミです。血液の流れを共振させて細胞の新しん陳ちん代たい謝しやを活性化させちゃうんですよ？　手を握る人が多ければ多いほどパワーも増幅していく寸法です」

「うっそー」

「うさんくさー」

　けらけら笑いながら女性陣が指を絡ませている。桜さくら坂ざかは大おお仰ぎように目を見開いた。

「ホントですって。ほら、ハンドパワー流れこんでるでしょ？　指先からブルブルブルって感じで」

「それ、自分で手揺らしてるだけじゃーん」

「あはは、桜坂さんって面おも白しろーい！」

　……何を。

（何をやってるのだ、あの人は）

　頭の芯しんが冷えていく。毛穴からさぁっと高揚が抜け落ちていった。

「カナちゃんカナちゃん」

　眼鏡めがね男子が声をかけてきた。

「さっきのさ、話途中になっちゃったけどどうする？　次のお店」

「次の店？」

「二次会。渋しぶ谷やで飲もうって話してたやつ。こいつも行きたいんだって」

　言って栗くり原はら類るいを指し示す。類君は肩をすぼめた。

「ああ……」

　確たしかに出欠の確かく認にんをされていた。ええっと、参加するつもりだった……よな。気を取り直し精一杯の笑え顔がおで。

「ではよろし──」

「よーし、じゃあ次は『唇の形占い』しちゃいますね！」

　桜坂の声にずっこける。く、唇の形占い!?

「ううん、この形は仕事運よさそうかも。真ん中がちょっと持ち上がってるでしょう。これが幸運の印」

　うそー、きゃーと嬌きよう声せい。

「あ、下がぷっくり膨ふくらんでるのは金銭運良好ってことです。もうちょっと顔近づけてもいいですかー？　きっちり確認したいんで」

「いやだー、エッチー」

「いやいや嫌らしい気持ちなんか微み塵じんもないんで。ふぅん、綺き麗れいな色してますね。この色はあれだなー。恋愛運急上昇中！」

　三人の唇を舐なめるように確認していく。というか指先で触ってないか？　つんつん、いやん。つんつん、いやん、つんつん、いやーん。

　なんともひどい光景だった。正視に耐えない。

　ガタン！

　気づけば席を立っていた。全員の視し線せんが集まる。眼鏡めがね男子が「か、カナちゃん？」と目をまたたいていた。

「桜さくら坂ざかさん」

　絞り出した声は驚おどろくほど冷たかった。感情を含まない眼まな差ざしで童顔のＰＭを見つめる。

「ちょっとお話いいですか？　ここじゃなんですから店の外で」

「え……でも」

「早く」

　親指で背後を指し示した。ややあって「はい……」と弱々しい声が返ってくる。

　呆ぼう然ぜんとするノリに頭を下げ、薬やく院いんは個室を出た。




「どーいうことですか、あれは！」

　店の外、エレベーターホールの隅で桜坂に詰め寄る。桜坂は壁かべにもたれかかり視線を泳がせていた。

「ど、どういうことと言いますと」

「初対面の女性にあんな接し方して、しかも一人ひとりじゃなく三人同時とか。おかしいでしょう。真ま面じ目めに交際相手を探すつもりなら明らかにアプローチが間違ってます！　何考えてるんですか」

「……えー、まぁそこはあの、色々と」

「色々？　色々なんなんですか、きっちり説明してください」

「……」

　気まずげに口ごもる。その様よう子すがまた怒りを増幅した。

「去年のバイトの件、忘れたわけじゃないですよね？　あの時は相手の女がひどいと思ってましたけど、今日きようみたいなことをやってるなら話が別です。あんなやり方で寄ってくる女なんてロクなのいませんよ。好んでトラブルを呼びよせてるとしか思えません」

「……」

「というか桜坂さん、室むろ見みさんのことはどうするおつもりなんですか？」

「え？」

「あれだけ親密な関係になって、いつまでも先せん輩ぱい後輩じゃないでしょう。そろそろ気持ちをはっきりさせたらどうですか。だいたい私が室見さんと一いつ線せん越こえないのは、お二人ふたりに気を遣ってですよ？　なのに当の桜坂さんが飲み会で夜のお店まがいの遊び方してるとか……ありえないです。まったくもって許せない」

「い、いや薬院さん落ち着いてください。なんの話ですか？　いきなり」

「桜坂さんみたいにふらふらした男に、うちの立りつ華かは嫁にやれない、そう言ってるんです！」

　口に出した言葉は思ったより大きく響ひびいた。店の入り口から店員が顔を出す。やや怯おびえた様よう子すで声をかけてきた。

「あの……お、お客様？」

「だ、大丈夫です！　大丈夫です。すみません」

　桜さくら坂ざかが慌てた様子で手を振る。溜ため息いきを一回、弱り切った顔でこちらに向き直った。

「わ、分かりました。話します、事情を言いますから怒らないでください」

「ええ、ええどうぞ弁明してみてください」

　憤ふん然ぜんと胸を張る。

　もっともどんな言い訳をされたところで許すつもりはない。さっき見た光景が脳裏に焼きついていた。何がロサンゼルスのリラクゼーションだ、何が「唇の形占い」だ。破は廉れん恥ちにもほどがある。

　桜坂は静かに深呼吸、表情を硬くして。

「実はですね、頼たのまれたんですよ。男性陣と薬やく院いんさんがいっぱい話せるよう他ほかの女の子の相手をしてくれって」

　……。

「はい？」

「いや、合コン成立させるために女性面子メンツ集めたけど今日きようの主役は薬院さん……なんですよね？　だから薬院さんが自由に男性陣とコミュニケーションできるよう、僕が他の女の子を引き受けると。まぁ事前にその主役が薬院さんとまでは聞いてませんでしたけど、とにかくそういう役割で呼ばれたんです」

「……」

　脳裏にノリとＫ林の言葉が蘇よみがえる。『今回は私の方で幹事やるからあんたを立てられるようにセッティングするけど』『桜坂、アレな。アレだから、よろしく頼たのむぞ』……ああ、ああああ。

「で、まぁ普ふ段だんの飲みなら一対一で真ま面じ目めな話わ題だいも振りますけど、何せ今回は一人ひとりで三人相手ですからどうしてもパーティー的なノリで挑むしかなくて、……すみません、不快な思いをさせたのなら謝あやまります。ただ他ほかに盛り上げるやり方分からなくて」

　私の……ためだったのか。

　私が楽しい思いをできるよう、いい出会いが生まれるようみんなで気を遣ってくれていた。なのに自分は一時の感情で場をぶち壊して。

（なんてこと）

　ふらりと足下から力が抜けた。もともとかなりアルコールが回っていたせいだろう。全身の平へい衡こう感覚が失われ視界が傾いた。「あ」と思った時にはもう前のめりに転倒しかけている。

「危ない！」

　下から抱え上げるように支えられた。気づけば桜坂の腕の中にいる。鼓動が聞こえてきた。想像以上に厚い胸板が頰ほおに押しつけられている。

　え、あ……？

　一いつ瞬しゆん遅れて状況が理解されてくる。抱き留められていた。桜さくら坂ざかの両手が背中に回っている。頭から太ももにいたるまで吸いつくように密着していた。

「カナ？　カナちょっと大丈……夫」

　心配そうな声が中途で絶える。見ればノリが店頭に立ち尽くしていた。大きな目がぱちぱちとまたたかれる。

「あ……」

　沈ちん黙もくの帳とばりが下りる。

　ノリは強こわばった笑えみを浮かべ。

「やっぱり、二人ふたりそういう関係だったんだ……なるほどね」

　お邪じや魔ましましたぁと手を振り撤てつ退たいしていく。表情が変わらないままカニ歩きで店内に消えていった。

「ちょ！　ノリ、ノリ待った。待って！」

　必死で呼び止めるも反応はない。ややあってポケットの携帯が震ふるえた。桜坂の抱ほう擁ようから抜け出しメール確かく認にん、発信者は……ノリだ。

『ごめんねー。まさかカナの意中の人だと思わなかったから、面子メンツの穴埋めついでに他ほかの女の子の相手してもらっちゃった。嫌だったよね、ほんっとごめん。ま、でもおかげで二人とも距きよ離りが縮ちぢまったかな？　こっちのことは気にしないでいいからそのまま飲みに行っちゃいなよ。がんばってね！（ノリ）』

　ちーがーう！

　なんでそうなるの。いや誤解されそうなシチュエーションだったのは認めるけど。だからって！

　すぐそばで着信音が響ひびいた。桜坂が胸ポケットからスマホを取り出している。画面を確認しメールの中身をさらしてきた。差出人はＫ林、内容は……先ほど自分の携帯で見たものとほとんど同じだった。

「とりあえず……どこかお店移動しますか？」

　静かに提案される。否を言う資格はなかった。




　結局すぐ近くの大衆居酒屋に入った。

　ピークタイムを過ぎたためか店内は比較的すいている。先ほどの店が噓うそのように静かな雰囲気だった。店員がおっとりと注文を取りにくる。

「生ビール二つで」

　桜坂が指を立てた。「で、いいですよね？」とうかがうように訊たずねてくる。小さくうなずき身を縮こまらせた。

　気まずい。

　先ほどまで怒り狂っていた分、反動もでかかった。消えてなくなりたいというのはまさに今の状態だろう。沈ちん黙もくが針のように突き刺さってくる。痛い、自分の言動がことごとく痛かった。

「……すみません」

「え？」

「本当申し訳ないです。桜さくら坂ざかさんはただ頼たのまれて付き合っていただけなのに、失礼なこといっぱい言っちゃって」

「あ、いえいえ」

　大きく手を振り桜坂は鼻の頭を搔かいた。

「何も知らなかったらそりゃ誤解しますよ。僕も正直やりすぎたかなと思ってます。女性陣の相手するにしても、もう少しやり方があっただろうって」

　まぁ……僕らの仲を先せん輩ぱい達に誤解されたのはまずかったですけど。

　ぽつりとつぶやかれる。

　ううう、耳が痛い。

　今回の件で桜坂は大分、仲間うちの噂うわさに悩まされるだろう。間違いなく他ほかの合コンにも呼んでもらえないはずだ（何せカップル成立したと思われているのだから）。他人の交友関係を無む茶ちや苦く茶ちやにしてしまった事実がずしりとのしかかってきた。

　机に手をつき叩こう頭とうする。

「ごめんなさい！　あの……この件はきっちり皆さんに説明します。誤解だと話して、これ以上桜坂さんに迷惑がかからないようにします。だから安心してください！」

「いや、いや頭を上げてください。薬やく院いんさん、大丈夫ですから」

　慌てた口く調ちようでなだめてくる。

「先輩も軽い乗りの人ですし、事情を話せば『ああ、そう』と分かってもらえますよ。僕の方から説明しておきますんでご心配なく。多分笑って流してくれますよ」

「そう……ですか」

「それに」と桜坂は口元をほころばせた。

「悪いことばかりじゃないですよ。僕は僕で役得もありましたし」

「役得？」

「ええ」

　少しはにかんだ表情で視し線せんをもたげる。

「そういう女の子っぽい格好の薬院さんを見られましたから。素す敵てきですよ、スーツ以外の格好も新鮮で」

　なっ！

　顔が熱あつくなる。こ、このタイミングでそれを言うかこの人は！

　危うい。ぐらりと気持ちが揺れそうになる。過ちを許された安あん堵どと褒ほめられた喜びがないまぜになり胸を弾ませた。

　やばい、ちょっとやばい。

　慌ててうつむき顔の紅こう潮ちようを隠かくした。

　こ、この天然ジゴロ。今みたいな感じで周りの女を誤解させまくっているのか。先ほどの謝しや罪ざいは撤てつ回かい、やはり桜さくら坂ざかさんは危険だ。油断したら大変なことになる。

「可愛かわいい女の子モード終了ー！」

「……は？」

「なんでもありません、こっちの話です。さ、飲みましょう。店員さん、ビールまだですかー！」

　はーいただいまーと店員がジョッキを運んでくる。取っ手をつかみ目の前にかざした。

「乾杯！」

「は、はい乾杯」

　ガラスの触れあう清涼な音。一呼吸置き一気に中身をあおる。

　ぷはぁー！

　キンキンに冷えた泡が意い識しきを覚かく醒せいさせた。浮ついた感情が押し流され理性が戻ってくる。

「いい飲みっぷりですねぇ」

　感心したように桜坂がつぶやく。大きくうなずき胸を張った。

「ビールはチビチビ飲むもんじゃありませんから。冷たいうちにぐっと空けるのがマナーでしょう。気が抜けるまで放置するなんて飲み物に対する冒ぼう瀆とくです」

「はは、それは確たしかに同意見です」

「でしょう？　でもさっきのお店だとそういう飲み方もしづらかったんですよ」

「おすましさんでしたもんね。なんか借りてきた猫みたいでした」

「あ、もう、見てたんですか！　やだ、恥ずかしいなー」

「だから可愛かわいかったですって」

「やめてください！　というか絶対室むろ見みさんには言わないでくださいね！」

　お嬢じようの仮面をかなぐり捨て掛け合いに興きようじる。

　付け焼き刃の上品さがはがれいつもの自分が戻ってきた。うん、やはり飲み会はこうでなくちゃ。陽気に楽しく、時として無ぶ礼れい講こうもありありで。

　Ｋ林達との会話は確かに気楽だった。何を言っても優やさしく受け止め対応してもらえる。だがこういう打てば響ひびくようなコミュニケーションはなかった。真綿でふわりふわりとくるまれていく感じ。正直ちょっと物足りなかった。

　してみると自分、合コンに向いていないのかもしれない。ノリには悪いがもう少しラフな場を探すべきなのだろう。自然体で振ふる舞まえて多少がさつな言動も許される場所、女子力など関係なく一個の人間として言動を評価してもらえる場。そう、たとえば今のような。

　……ん？

　あれ、何か今すごい事実に気づいた感じがしたんだけれど……なんだ？

「薬やく院いんさん、つまみどうします？　僕、このエイヒレの一夜干しってやつが気になるんですけど」

「あ、いいですね。私も食べたいです、あとこれ、もろきゅう行きませんか」

「おお、さすがのチョイス。じゃ頼たのみましょう。ビールももう一杯いきますか」

　店員さーん！

　二人ふたりで元気よく声を上げる。

　結局、その晩の飲みはめでたくオールとなった。
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　後日ノリに謝しや罪ざいの連絡を入れた。

　合コンでの誤解を正し桜さくら坂ざかとはなんでもないのだと告げた。うん、そう、ただの取引先、まぁあのあと二人で意い気き投とう合ごうして朝まで飲んだけどね。始発解散。何もなかったよ？

　なんて感じで二次会の内容を一通り報告すると。

『あんた！　なんでそこで押さないかな！　ああああもう！』

　烈火のごとく怒られた。

『そのシチュエーションで「なんでもない」とかありえないでしょ！　ど真ん中、ジャストミートじゃない。ああああ、もったいない。どうしてそこで突き進まないかな！』

「え？　え、何？」

　突き進む？　って桜坂さんに？　なんで？

　ノリは苛いら立だたしげに唸うなった。

『分かった、理解したわ。あんたは奥手じゃない、単純に男性脳なのよ。しかも鈍感タイプ。本当タチが悪いわね。これはもう全力で修正しないと』

「し、修正と言いますと」

　どこかで見たような展開だった。クッションを抱きしめドキドキしていると友人は力強い口く調ちようで告げてきた。

『合コンに行くわよ！』
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『有能な怠け者はＰＭに、有能な働き者は設計エンジニアに、無能な怠け者は現場作業員に、無能な働き者は銃殺にせよ』


──とあるプロジェクトマネージャの言葉
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「機き械かいが届かないってどういうこと」

　少女の声は不満を多分に含んでいた。視し線せんに険がある。彼女は着席したまま細い足を組みかえた。

「来週には事前検証始めるって話してあったでしょ」

　零れい細さいシステム会社、スルガシステムのエンジニア、桜さくら坂ざか工こう兵へいは首をすくめた。実際彼女の前に出るのはいつも恐ろしい。室むろ見み立りつ華か、同社のネットワーク技術者にして彼のＯＪＴ担当だ。可か憐れんな外見とは裏腹に気質は完全な職しよく人にん肌はだ、少しでも曖あい昧まいな点があればすぐに突っこんでくる。ある意味町工場の親方的存在だった。ちなみに少女……というのは見た目的な話で実じつ年ねん齢れいは不明。経歴の豊富さだけ聞くと三十近くてもおかしくない。が、そのあたりを掘り下げて訊きく勇気はなかった。

「待ってください、今説明しますから」

　今にも怒鳴り出しそうな彼女を押しとどめて深呼吸する。話したら話したで更に激げつ昂こうされそうだが、今のままうなだれていても仕方ない。

「機器が発注されていなかったんです」

「は？」

「オーダーが機器ベンダーに行ってなかったんです。なので在庫の押えができていなくて、別案件に取られてしまったみたいで」

「意味が分からない」

「ええ、最初聞いた時は僕も理解できませんでした」

　言葉のうちに滲にじむ疲労が伝わったのだろう、室見は眉まゆをひそめた。

「社長？」

「はい」

　あのハゲ、と毒づかれる。華きや奢しやな手が白い額ひたいを押えた。

「誰だれよ、あいつに営業事務やらせたの。何一つまともにできてないじゃない。これで一体何度目よ」

「……」

　何度目だろうか。一度や二度でないのは確たしかだ。おかげで著名動画サイト、ロコモコ動画のインフラリプレースプロジェクトは危き機き的てきな状況にある。スケジュールのガントチャートは遅延を示す赤矢印で埋め尽くされ今なおその割合を増やしつつあった。

（なんでこんなことになったんだろう）

　自身もよく閲えつ覧らんするサイトの仕事、当初話を聞いた時は感動に胸が震ふるえたものだ。『歌ってみた』・『踊ってみた』・有名ボカロＰの曲にネタ動画、それらの基き盤ばんを自分の手で支えられるなんて得がたい経けい験けんだと思っていた。だが蓋ふたを開ければ問もん題だい続出、今や期日通りのリリースも危ぶまれている。

　やっぱり強引にでも社長を止めておくべきだったか。

　ほぞを嚙かみながら瞑めい目もくする。脳裏に二ヶ月前の打ち合わせ風景が蘇よみがえってきた。




「いや、いや大変素す晴ばらしい提案でした。構成・運用ともに完かん璧ぺきだと思います。よくこんな短期間でまとめられましたねぇ。大変だったでしょう」

「恐きよう縮しゆくです」

　顧こ客きやく担当者の讃さん辞じに禿はげ頭あたまが下がる。スルガシステム社長、六ろつ本ぽん松まつは口元のひげを歪ゆがめた。

「ですが弊へい社しや、日ひ頃ごろもっと急な対応もこなしておりますから今回はまだお時間いただけた方です。エンジニア陣も十分余裕をもって作業できたようですし」

　誇らしげに指し示されると、傍らで「ちっ」と舌打ちの音が響ひびいた。室むろ見みが剣けん吞のんな表情でうつむいている。手の中のボールペンが折れそうなくらい歪んでいた。あからさまに不ふ機き嫌げんな様よう子すだ。

　無理もない。社長の言とは裏腹に今回の提案作業は地じ獄ごくだった。新規インフラの構こう築ちく要件が来たのが三日前、他作業の合間をぬってサイジングと工数見み積つもりを行い提案書に落としこんだ。その間社長がやっていたのは質疑応答メールの転送くらいだ。挙げ句に作成中の資料をのぞきこんではやれフォントが汚い、レイアウトにセンスがないなどとケチつけしてきた。どの面下げておまえが『余裕』なんて言葉を吐けるのか。室見ならずとも舌打ちしたくなる。

（なんとか間に合ったけどな）

　手元の提案資料を取り上げる。

　大がかりなプロジェクトだった。ロコモコ動画のシステムを現行の郊外データセンターから都心のセンターに移し替える。そのラックファシリティからインターネット接続、サーバ・スイッチまでを一括して準備してほしいということだった。ラック数は一いつ旦たん十四架、安定運用の確かく認にん後順次増やしていくと聞いている。多分月げつ額がく数百万の売り上げにはなるだろう。一体なぜこんな大型商しよう談だんがスルガシステムに持ちこまれたのか。いや、社長のコネクションによるものだろうがどうにも分不相応な規模だった。

　もちろんスルガシステム単体で完結できるプロジェクトではない。データセンターは専門の事業者、インターネット接続はＩＳＰからそれぞれ仕入れることになる。複数業者を配下に従えプロジェクト管理的な動きもする必要があった。

　人手足りるかなぁ。

　社内のリソース状況を思い浮かべていると、不意に顧こ客きやくの声が低くなった。

「で、少しぶっちゃけた話をうかがいたいんですが」

「はい？」

「納期、本当に大丈夫ですかね？」

　探るように訊たずねてくる。実直そうな瞳ひとみに不安の色が過よぎった。

「今回の件、とにかくリリース日厳げん守しゆが条件なんでその辺保証いただけるということで御社にお願ねがいしたんですよ。ただ何せ発注も今からですし、回かい線せんとかラックとか大丈夫なのかと」

「問もん題だいありません！」

　社長は快活に笑い飛ばした。

「弊へい社しや、小回りのよさだけが自慢ですから多少無む茶ちやな納期でもよろしく調ちよう整せいしてみせます。何せ優ゆう秀しゆうなエンジニアが揃そろっておりますし」

　いや、いやいや。

　違う、この人全然分かってない。

「我々の内製ではなく調達部分の話ですよね？　気にされてるのは」

　たまりかねて口を挟む。顧客は「はい」とうなずいた。

「他業者さんからは回線納期三ヶ月なんて話も出てるので。シスコ機き器きの在庫も今厳きびしいみたいですしその辺なんとかなるのかなと」

　なるわけない。多分名だたる大手システム会社が散々検討しノーと答えたのだろう。うちのような弱小企業が彼ら以上の調整力を持っているとは思えなかった。

　だが六ろつ本ぽん松まつはそのあたりの落とし穴を未いまだによく理解していないようだった。憎たらしいくらいよい笑え顔がおでうなずく。

「まぁ、これだけの案件ですからご心配なのは分かります。ですが我々、もっと無理なスケジュールでもこなしてきましたから。大船に乗ったつもりで任せてください」

「はぁ」

　ぽきりと室むろ見みのボールペンが折れた。鳶とび色いろの瞳が殺意にも似た感情をたたえている。

「ではこうしましょう！」

　微妙な雰囲気が続いていることに焦ったのか、社長は声を大きくした。

「今回の件、メインの営業担当は私の方でやらせてもらいます。ややこしい調整ごとが出てきてもきっちりトップダウンで処理させていただきますから。どうぞご安心ください」
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「六ろつ本ぽん松まつ社長が？」

　顧こ客きやくは目をまたたいた。一いつ瞬しゆん息を吞のんだ後、安あん堵どしたように相そう好ごうを崩す。

「であれば安心です。色々ご無理をお願ねがいすることになると思いますがよろしくお願いいたします」

「いやいや、こちらこそ」

　やれやれ。

　我知らず溜ため息いきが口をついた。また顧客向けのパフォーマンスか。どうせ実際の事務作業はほとんどこちらに丸投げするつもりだろうに。

　横を見ると室むろ見みも同じようにうんざりしていた。まぁいつものことだ。客先で散々風ふ呂ろ敷しきを広げまくった挙げ句、あとはよろしく現場任せ。

　まぁ気持ちの余裕だけは持っておくことにしよう。多少仕事が増えても諦あきらめがつくように。

　その時はまだそれ以上事態が悪化するとは思っていなかった。
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　一般に営業は「売るまで」が仕事と思われている。顧客にプレゼンし価格調ちよう整せいをして、発注までもらえば晴れてお役ご免と。

　だがことシステムインテグレーションに関しては事情が異なる。様さま々ざまな業者や製品の絡む個別構こう築ちくはまさに受注してからが営業処理の本番だった。

　まず受注時の金きん額がくと仕入れ項目を精査し、関係各社に調ちよう達たつをかけなければならない。その際納期を握るのも重要な仕事だ。プロジェクトマネージャと打ち合わせ、どの部品がいつまでに必要か確かく認にんする。中には月額課か金きんのものもあるため、そういう項目はぎりぎりまでサービス開始を遅らせなければならない。だがだいたい希望通りの納期は守られないので、都度分割納品や代替手段を検討することになる。

　そもそもプロジェクトは生もので日々状況が変わっていく。昨日きのうまで不要だった回かい線せんが急きゆう遽きよ開発側の都合で必要になるかもしれない。そういうリクエストにどうレスポンスよく対応していくか、営業マンの腕の見せどころと言えた。

　顧かえりみて我らが六ろつ本ぽん松まつ社長、無む茶ちや振ぶり・銭ゲバ・ノリだけ親父おやじと社内で罵ののしられているが、一方で提案・案件発掘力はすごい。何もないところから数百万・数千万の仕事を生み出してくる。自分達現場には逆立ちしてもかなわない才能だ。

　だが事務処理能力はどうか。正確な受発注と納期管理、柔軟なスケジュール変更に対応できそうか？

　無理だ。というかまともな事務処理などしたこともないだろう。いつも現場や営業アシスタントに丸投げし次の商しよう談だんに向かってしまう。細かな書類のやりとりなど庶しよ務むで十分と言わんばかりだった。

　そんな彼が「メインの営業担当を務める」と言い切った。プロジェクト開始後の納期管理をすると請うけ負おった。まぁ、どうせいつもの大おお法ぼ螺らだろうとたかをくくっていたのだが。

「桜さくら坂ざか、ちょっといい？」

　提案の翌日、オフィスで作業していると室むろ見みに呼び止められた。

　丁度プロジェクトキックオフ用の資料を打ち出していたところだ。Ａ４のプリント束を胸に抱え振り向く。

「はい？　どうしました」

　童顔の上司は渋面になっていた。口元がへの字に折れ曲がっている。彼女は深呼吸を一回、内心の疲れを吐き出すように言った。

「納期の話、社長から聞いた？」

「納期？　いえ、聞いてませんけど」

　やっぱり、と嘆たん息そくされる。細い指が髪を搔かき混ぜた。

「昨日の夜ね、社長に相談されたのよ。今回の件、いつまでに機き器きと回線準備すればいいかって」




「え」

　社長が自分で調ちよう達たつ業務をしている？　まさか、昨日きのうの話は本気だったのか。

「よかったじゃないですか」

　気持ちが弾む。一時はそこまで含めて丸投げを覚悟していたのだ。やってくれるなら望外の幸運と思ったのだが。

「よくないわよ」

　室むろ見みは唸うなるような声で答えた。

「開かい口こう一いち番ばん、あのハゲ、なんて言ったと思う？　調達期限はリリース日の前日でいいかとかぬかしやがったのよ」

「ぶっ！」

　り、リリース日の前日？

　ありえないスケジュール感だった。機き器き設定・検証・事前構こう築ちくの期間がまったく考こう慮りよされていない。買ってきた機械がすぐ使えるとでも思っているのか、あの親父おやじは。

「だいたい僕らがインフラ作り終えてから、お客さんのデータ移行が始まるんでしょうに。その時間はどう考えてるんですか？」

「知らないわよ。念じればデータが無む線せんで飛んでくとでも思ってるんじゃない？　１００Ｔでも２００Ｔでも一いつ瞬しゆんで」

「あの人、ＩＴ会社の経営者ですよね？」

「そうだったの？　知らなかったわ」

　投げやりなコメントに口をつぐむ。いかんいかん、室見を糾きゆう弾だんしてどうする。

「それで……なんて回答したんですか」

「全然お話にならないんで一度打ち合わせしましょうと言ったわ。あんたも入れてプロジェクトスケジュールとか見ながら。そしたらあのハゲ、『分かった、調整する』って言うから」

　状況確かく認にんに来たというわけか。

「すいません、何も聞いてません」

「まぁ予想通りね」

　諦あきらめたように首を振られる。小さな顎あごが持ち上がった。

「いいわ、私の方でミーティング調整する。スケジューラベースでいいわよね？　明あ日すか明後日あさつてで二時間くらい」

「はい、問もん題だいありません」

　正直この繁はん忙ぼう期きに二時間取られるのはかなり痛い。が現状のまま社長を暴ぼう走そうさせるのも不安だった。状況を確認し、問題があれば速やかに軌道修正する。それが後々の平和を招いてくれるはずだった。

　が。

「あら？」

　室むろ見みの表情が曇くもった。スマホをのぞきこんだまま固まっている。

「どうしました？」

「今社長のスケジュール見てみたんだけど……出張になってる」

「は？」

「今日きようから一週間」

　液晶の画面を突き出される。見み慣なれたカレンダーにシンガポールの文字が記されていた。ちょっと待て、よりにもよって海外かよ。

「連絡取れるんですかね」

「分からない。社長の携帯、ローミング設定してるのかしら」

「かけてみます」

　一週間発注をストップされたらたまったものではない。自席に戻り受話器を取り上げる。社内イントラで社長の連絡先を検索していると、不意に外がい線せんが鳴った。

「はい、スルガシステムでございます」

『あ、もしもし、私、ＪＴ＆ＷのＭ口と申しますが』

　専用線事業者の営業担当だった。「お世話になっております」と答えてメモを引き寄せる。

『お世話になっております。あの……六ろつ本ぽん松まつ様いらっしゃいますか？』

「申し訳ありません。今日から出張の予定が入っていまして」

『え』

　息を吞のむ気け配はいがした。なんだ、今度はどうしたというのだ。

「何かありましたか」

『あの、実はロコモコ動画様向けの回線について、六本松様から開通日の指定をいただいたんですが』

「間違ってました？」

『というよりまだ見み積つもりが確かく定ていいただけていなくて。どのパターンで手配することになったか教えていただければと』

　……。

　馬ば鹿かか、馬鹿なのかあの人は。

「要件は固まっています。メールで送りますね。あとは大丈夫ですか」

『発注前手配になるので……せめて内示だけでもいただけると』

「……申し訳ありません」

　注文の意思表示さえしていなかったらしい。平へい身しん低てい頭とうして電話を切る。室見が怪け訝げんそうに問いかけてきた。

「どうしたの？」

「回かい線せん事業者から内示メールが欲しいって連絡です。どうもいきなり開通日の指定投げちゃったみたいで、社長」

「あの人、馬ば鹿かなの？」

　まったくもって同じ感想だがコメントは差し控える。

　マウスを動かし社内イントラの画面を再表示した。さすがに内示連絡までは勝手にできない。社長の携帯を呼び出しやりとりの続きを依い頼らいしようとした、が。

『おかけになった番号は、電波の届かないところにあるか電源が入っていないため』

　喉のどの奥から低い呻うめき声が漏もれた。




　そのあと……社長が帰国しプロジェクトに正式復帰した後も同どう様ようの不手際は続いた。

　オーダーミスや発注漏れは序の口、下へ手たをするともともとの見み積つもり自体間違っていたりする。にもかかわらず客先では「全すべて順じゆん調ちよう！」と言い切るのだ。真っ向から否定もできずスケジュールを修正するうち、客向けドキュメントと現状の乖かい離りは悲惨なものになっていた。

　とはいえ最近までなんとかフォローはできていたのだ。社長の手配系タスクを逐ちく次じ確かく認にん、問もん題だいある場合は即時修正を入れてきた。顧こ客きやくからの営業連絡もなるべく定例で共有してもらっている。さすがにここまでやれば致命的なミスは避さけられるだろう、そう思ったのだが。

　──機き器きが発注されていない。

　最悪のリスクはいともたやすく発現した。

　かくして話は冒頭に戻る。
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「あー、もう限界！　なんで私がこんな調ちよう整せい！」

　運用部門のオフィスを出た瞬しゆん間かん、室むろ見みが叫んだ。午後七時、日はとうにとっぷりと暮れている。朝一に発覚した発注漏もれのせいで工こう兵へい達は終日リカバー業務に駆り出されていた。販社に対しては再手配と納期確認、データセンターに対しては搬はん入にゆう日時の再調整、内部では全体スケジュールの引き直し、タスク依存関係の変更。

　幸いいくつかの機器は在庫ありという話で、手に入るものから順に送ってもらえることとなった。とはいえ足りない機械の検証も開始せねばならない。困った末、他部署の検証部材を借り集めようとしたのだが。

「『納品直前で未発注が分かるとか、プロジェクトのグリップ甘いんじゃないですかぁ』ですって？　あんた達に何が分かるのよ。営業の暴ぼう走そうする案件でまともな納期管理やってみろっていうの」

　打ち合わせ中の鬱うつ憤ぷんを吐き出すように毒づく。他部署は他部署で検証予定が詰まっていたのだろう。大量の貸し出し依い頼らいにかなりねちっこく嫌いや味みを言われた。普ふ段だんの彼女なら即座に爆ばく発はつしていたはずだ。だが状況の深刻さを理解していたのか黙もく然ぜんと非ひ難なんを受け止めていた。正直よく我慢していたと思う。横で見ていてハラハラした。

「まぁ必要な機き材ざいは貸してくれましたし、よしとしましょうよ。向こうもリリース続きで気が立ってるんでしょうし」

「気が立ってるのはこっちも同じなんだけどね……」

　毒づきながら、だが少しは落ち着いたのか、顎あごに手を当て思案顔になる。

「ルータ二台にＬ３ＳＷ二台、Ｌ２の48ポートが四台……さしあたり最低限の箱庭は作れるか。ＶＲＦとＶＬＡＮ作りまくれば本番ルーティングのシミュレートもできるし、ＳＴＰのブロックポート確かく認にんも」

　脳内でさっさと検証計画を立て始める。このあたりはさすがベテランだ。切り替えが早い。

「一いつ旦たん一安心ってところですか」

　安あん堵どの息を漏らした瞬しゆん間かん、ぎろりと睨にらみつけられた。

「一安心？　今安心って言った、あんた」

　胸もとを小突かれる。鳶とび色いろの瞳ひとみがまっすぐにこちらを見つめた。

「冗じよう談だんじゃないわ。これ以上社長が暴ぼう走そうしたら本当にリカバーきかなくなるわよ。次のトラブルが起きる前に抜本的な解決策を打たないと」

「抜本的な……と言いますと」

「決まってるでしょ。あいつから事務手続きを取り上げるのよ」

　室むろ見みは薄うすい胸を張った。

「どうせいくら言ったって改善されないんだし、だったらこっちで巻き取った方がマシよ。あの馬ば鹿かには本来の口先営業に戻ってもらって、このプロジェクトからは綺き麗れいさっぱり退場してもらいましょう」

「で、でも今の立てこみ状況で案件メンバー減らすとか」

　何もそこまでしなくても、と言いかけた刹せつ那な「甘い！」と一いつ喝かつされた。

「分かってないわね。無能な味方はある意味敵より質たちが悪いのよ。いるだけでマイナスを増やしていくんだから、害悪……そう害悪なの！　一刻も早く排除しないとダメージが増えていくだけ。こうしている今も何やらかしてるか分かったもんじゃないわ」

「……」

「今日きよう中じゆうに社長から仕事を巻き取ってきなさい。これは命令よ。片がつくまで戻ってこないで」

　断ち切るように言って歩み去っていく。反はん論ろんの余地は一切なさそうだった。

（マジかぁ）

　よりにもよって社長相手に戦力外通告とか、どう切り出せばいいんだ？　すいません、ぶっちゃけ邪じや魔まなんで仕事しないでもらえますか、とか。……おお、首だ。リストラの未来予想図しか思い浮かばない。

　しばらく悩んだ末、携帯を取り出す。アドレス帳から社長の番号を呼び出し発信した。

『私だ』

「お疲れ様です、桜さくら坂ざかです。今よろしいですか？」

『いかん』

　……。

　早速くじけそうだ。どうしよう。

『今ロコモコさんから問い合わせを受けていてな、急ぎ対応せんといかんのだ。あとでかけ直す』

「あ、いや待ってください」

　ひどく悪い予感がした。

「参考までにどんな対応かうかがってもいいですか」

『ラック電源の追加を依い頼らいされたので、もちろん問もん題だいないと回答するところだ』

「データセンター側に確かく認にんしました？」

『しとらん、あとで調ちよう整せいすればいい』

　室むろ見みさん、あなたは正しい。この人は現在進行形でプロジェクトをぶち壊こわし中でした。

「あの……社長、その程度の対応、僕がやっておきますよ？」

『何？』

「お忙しいでしょうし、お客様への回答くらい僕の方で」

『君は分かっとらんなぁ！』

　耳元で怒鳴られた。思わず携帯を遠ざけるとスピーカーから呆あきれたような声が追いかけてきた。

『こういうやりとりはな、上の者がやることが大切なんだ。同じ回答でも役やく職しよく者しやから来ると全然重みが違うだろう。そうやって地道に顧こ客きやく満足を積つみ上げていくんだ。まったく、いつまでも現場目め線せんでいたらいかんぞ』

「いや、プロジェクトが失敗したら顧客満足も何もないと思うんですが……」

『ん？　何か言ったか』

「あ、いえ」

　危ない。つい本音が出てしまった。咳せき払ばらいを一回、説得を続行しかけると社長は唸うなった。

『とにかくそういうわけで立てこんどるからあとでな。切るぞ』

「え？　あ、社長、ちょっと」

　止める間もない。プツリと音声が途と絶だえ、代わりに無慈悲な終話音が響ひびいた。だめだ、止められない。後始末一つ追加決定。

　どうしたらいいんだ……。

　頭を抱えたくなる。

　今のままオフィスに戻っても多分室むろ見みは取り合ってくれないだろう。かといって社長が言うことを聞いてくれるとも思えない。

　途方に暮れて立ちすくむ。どのくらいそうしていただろう、不意に背後の扉が開いた。

「あれ、桜さくら坂ざかさん、まだいたんですか」

　ミディアムボブの女の子が顔を出していた。ライトブルーのジャンパースカートに七分丈のレギンス、白のブラウスに飾りボタンを合わせている。寝ね癖ぐせのようにぴんぴん跳ねた髪が愛らしい。運用部門のエンジニア、姪めい乃の浜はま梢こずえだった。

「検証機き材ざいの件はＯＫ出したはずですけど……まさか、また追加ですか？　さすがにもう貸し出しできませんよ」

「いや、いえ、そっちは大丈夫です」

　不安そうな眼まな差ざしに手を振ってみせる。小動物的な顔立ちをしているが彼女も大たい概がい武ぶ闘とう派はだ。下へ手たに誤解されてトラブルの種を増やしたくなかった。

「別件で少し問もん題だいが起きてて、どうしたらいいか迷ってたんです」

「問題？」

「まぁこっちの話で」

[image: ]

「社長がＤＣの電源、勝手に受注しちゃいましたか」

「なんで分かるの!?」

　エスパー!?

「うふふ、携帯は定期的にセキュリティチェックした方がいいですよぅ。妙な電波を出してないか、不自然にこじ開けた跡がないかとか」

「盗とう聴ちよう!?　盗聴されてるの僕!?」

　未知の恐怖に怯おびえていると悪戯いたずらっぽく笑われた。

「冗じよう談だんですよぉ。結構大きな声で電話してたから中に聞こえてたんです。部署のみんなで気の毒にと話し合ってましたよ」

「ああ……そういうことですか」

　安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしかけて固まる。……ちょっと待て。今僕電話で『電源』なんて単語、口にしたっけ？　んん？

　首を傾かしげるこちらをよそに、梢こずえが「まぁですから」と続ける。

「そんなに一人ひとりで抱えこまないでください。私達も手助けできるところは手助けしますから」

　検証機き材ざいの追加は厳きびしいですけど、と微笑ほほえまれて緊きん張ちようが緩ゆるむ。確たしかに今のまま悩み続けていても仕方ない。頼たよれる先があるなら頼るべきだった。

「梢さん、相談にのってもらえますか？」

　覚悟を決めて訊たずねる。梢は「もちろん」とうなずいた。
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「なるほど……社長から業務処理を引きはがしたいと」

　室むろ見みの指示を説明すると梢は考えこんだ。団どん栗ぐり眼まなこをすがめしかつめ顔になる。

「確かに注意しても聞きませんからねあの人。いっそ案件から退場いただいた方がマシかもしれません。こっちの業務量は増えますけど」

　こくりとうなずき同意する。

「ただ普通に引き取ると言っても聞いてもらえなくって、なんか自分がうまくやれてると思いこんでるんですよ、社長」

「大きな誤解ですね」

「嫌な意味で前向きなんです」

　しばらく押おし黙だまった末、梢はぽつりとつぶやいた。

「とりあえずぱっと思いつく解決案は……十個くらいですね」

「そんなにあるの!?」

「ブラックなのとダークなのとどれがいいですか？」

「ホワイトなのとグレーなのはないんですか！」

「合法的なプランはちょっと……」と彼女は口ごもった。溜ため息いきを一回、やや上目遣いに見上げてくる。

「そもそも真っ当なやり方で説得できるなら誰だれも苦労していないでしょう？　非ひ常じよう識しきな人間を相手取るんですからこちらもある程度非常手段をとらないと」

　非常手段。

「ちなみに一番穏おん便びんな方法はなんですか？」

「闇やみ討うちして病院送り」

「全然穏便じゃないし！　てか他ほかの手段は一体何するつもり!?」

「え？　そりゃ……ねぇ？　ふふ、うふふふぅ」

　笑ってる！　笑ってるよ！　怖いよー！

「まぁ、冗じよう談だんはさておき」と梢こずえは口く調ちようを改めた。

「無ぶ難なんなのは客と調ちよう整せいすることじゃないですか？　営業事務的なチェックをしたいんで社長から連絡行った時は一報くれと」

「裏ネゴしておくってことですか」

「ええ。ダブルチェック目的と言えば、お客さんもそんなに不ふ審しんがらないでしょうし」

　確たしかに、きっちり事務処理しますと言われて嫌がる客はいないはずだが。

「でもそういう相談したら、社長が信用ならないってニュアンス伝わっちゃいますよね？　先方に」

「仕方ないでしょう。実際信用ならないんですし」

「それはそうなんですが」

　客受けだけはいいんだよなぁ、あの人。陰口を叩たたいた結果、その内容が社長自身に伝わったら洒落しやれにならない。

　悩んでいるのが伝わったのだろう、梢は肩をすくめた。

「まぁ、ぶっちゃけ構築は桜さくら坂ざかさん達の領域ですし、無む理り強じいはしませんよ。私達は運用系の調達さえしっかりできてればいいわけですし」

「運用系……機き器き保守や監視回かい線せんのことですか」

「ええ、さすがに社長もそっち系の手配は気をつけてるみたいで。私達も口をすっぱくして注意してきましたからね。備えあれば憂うれいなしです」

　誇らしげに言い切った瞬しゆん間かん、室内から大声が響ひびいてきた。

「おい！　姪めい乃の浜はま」

　開いた扉の向こうにひげ面の男性が見える。携帯電話を耳にあて厳きびしい顔つきになっていた。梢は「はい？」と目をまたたかせた。

「定期巡回の件、聞いてるか。ロコモコさんのデータセンター」

「いえ……なんのことですか」

「巡回手順書の提示、一昨日おとといまでだったらしいぞ。今ＤＣから連絡が来てこのままじゃ定期オペレーションを開始できないって」

「……は？」

「なんか、社長が手元で連絡止めちまってたらしい」

　丸顔から表情が消えた。小さな唇が開く。彼女は数秒立ちすくんだ後、オフィスに駆けこんだ。ややあって長なが柄えの物体を携え戻ってくる。

「桜さくら坂ざかさん！　ちょっと私、トイレ行ってきますね！」

「いやいやいや、なんでマウントレール持ってトイレ行くんですか。おかしいでしょう、しかもそっち社長室ですから！」

「大丈夫、比較的穏おん便びんなやり方で調ちよう整せいしますし」

「それでも暴ぼう力りよくでしょう！　だめです、傷害事件起こしたらこっちが悪者じゃないですか！」

　必死で説得し続けると、梢こずえはしぶしぶといった様よう子すで得物を下げた。眉まゆ根ねを寄せ睨にらみつけてくる。

「じゃあどうするんですか。室むろ見みさんの言う通り、あの人をこのまま暴走させていたらえらいことになりますよ。というか、ことが運用系の話に及ぶなら立場上、私も看過できません。降りかかる火の粉は根ね絶だやしにしないと」

　根絶やしって……。

　穏便な方法じゃなかったの？

　内心のツッコミを押し殺しつつうなずく。

「気持ちは分かりますけど……何か他ほかに手はないですか。梢さんくらいに優ゆう秀しゆうなエンジニアならもう少しスマートな解決法があるでしょう。もっとシステマティックな、洗練されたやり方が」

「システマティック……ＤＤｏＳ攻こう撃げきやアカウントクラックのことですか」

「いやいやいや」

「なるほど、ロジックボムやスニッフィングのことですね」

「だからそういうのじゃなくて！」

　もう少し真っ当なやり方をですね、と言いかけて固まる。……待てよ、スニッフィング……盗とう聴ちよう？

「あの、たとえばの話なんですけど、社長が業者とやりとりしている内容を横から確かく認にんできたりしますか？」

「確認？」

「メールとかを見て、やばそうな話なら後追いで指摘するとか」

　確たしかメールサーバなど社内インフラは梢こずえ達の管理だ。送出するメールを逐ちく次じチェックできればトラブルを最小化できるのではと思ったが。

　梢は小首を傾かしげた。

「送信メッセージの内容をいちいちロギングしているわけじゃないので……難むずかしいですね。基本的にサーバはメールのヘッダだけ見てリレーしてますし。本文の確かく認にんまでは」

「そうですか……」

　そうそううまくはいかないか。まぁ人のメールを盗み見ること自体、あまり褒ほめられた手段じゃないが。

「ＰＯＰサーバをＩＭＡＰに変えてメールボックスをセンター側に持たせれば……ああでもこのタイミングで社長にメーラーの設定変えさせるのも変ですね。かといって社内メールを全部アーカイブするのも」

「あの、あの、いいですよ梢さん。そんな真ま面じ目めに考えこまなくて、本当ジャストアイディアで喋しやべっただけなんで」

「でも」

　諦あきらめきれないように梢がつぶやいた瞬しゆん間かん、後ろから地鳴りが迫ってきた。検証機き材ざいを載せた台車が近づいてくる。押しているのは梢と同じ運用部員だった。

「すいませーん、通りまーす」

　あ、ごめんなさいと謝しや罪ざいして脇わきにずれる。台車はきついＲで進路変更しオフィスに入っていった。

「……なんか、見み慣なれない機械でしたけどなんですか、あれ」

　シスコルータやジュニパーのファイアウォールとも違う独特のカラーリングだった。赤いラインの入った１ｕサーバ的シルエット。

　梢は肩をすぼめた。

「メールのセキュリティ装置アプライアンスですよ。バラクーダとかガーディアンウォールとか聞いたことありません？　あの系列です」

「ああ」

　名前は聞いたことがある。とはいえ、具体的に何ができるかいまいち分かっていなかった。スパムメールを止めたりとかそういうのだろうか。

「それもありますけど、最近ニーズが多いのは情報漏ろう洩えい対策ですね。添付ファイルつきメールを差し止めたり宛先を限定したり、あとは──」

　続く言葉を聞いた瞬間、脳に電流が走った。一瞬遅れてじわじわと身体からだに震ふるえが広がってくる。視界がさぁっと開けたように思った。梢も話しながら気づいたのだろう、言葉を切り固まっている。

「それ……使えませんかね、今回の件に」

「ですね」

　息を止めうなずきあう。方向性が決まればあとは早い。具体的な手順・スケジュール・社内調ちよう整せいの分担を話し合う。プランは速攻で固まった。
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「社長、さっきベンダーの営業さんと雑ざつ談だんしてたんですけど、なんかＦ５機き器きのＳＦＰが世界的に在庫不足みたいですよ」

　何気なく告げた瞬しゆん間かん、六ろつ本ぽん松まつの顔が歪ゆがんだ。鼻び孔こうを広げしかめっ面になる。

　昼下がりのオフィスだった。行き交うスタッフをチラ見しながら禿はげ頭あたまの上司は口ごもる。分厚い唇を折り曲げ呻うめいた。

「む……本当か、まずいな」

「どうかしたんですか」

「丁度ロコモコさんから引き合いを受けとってな、まぁ大した部材じゃないしすぐ手配できるだろうとメールしたばかりなんだが」

「あら、そうなんですか」

　最大限驚おどろいた表情を作る。数秒数えてから、はっと面を上げた。

「あ、でも大丈夫ですよ。なんか今メールサーバの調子悪いみたいなんで多分送信できてないんじゃないですかね？　運用部に言えば削除してもらえると思いますが」

「本当か」

　声を明るくし六本松は運用部に向かいかけた。が途中で振り返る。

「何かここのところメールの障害多くないか？　先週も二、三回あっただろう。丁度私がメールを送ろうとしてたタイミングで」

「ええ？　気のせいじゃないですかねぇ」

　何気ない風を装うと小さく首を傾かしげられた。とはいえそれ以上問い詰める材料もなかったのか、小走りに歩き去って行く。

　ほっと一息。

「……うまくいってるみたいね、例の対策」

　気づけば室むろ見みがそばに来ていた。細い腕を組み満足そうにつぶやく。

「考えたものね。まさか情報漏ろう洩えい対策のアプライアンスをあんな風に使うなんて。社長のメールを常に『五分遅延』させるとか」

「ええ」

　不敵に微笑ほほえむ。

　そう、社内のインフラや利用者になるべく影えい響きようを与えず問もん題だいメールだけ差し止める方法。それが社長の送信ＳＭＴＰリクエストを五分間留保するやり方だった。

　正式には配送保留機き能のうというらしい。条件にマッチしたメールを一定時間、もしくは管理者の承認があるまでブロックする。メールのセキュリティ装置にはよくある機能らしいが今回はそれを社長の暴ぼう走そう抑止に使った感じだった。

　具体的には以下のような手順だ。

　アプライアンスに『送信者＝社長』で遅延のルールを仕こんでおく。六ろつ本ぽん松まつのメールは上記に従い一いつ旦たん装置上に保管。その間に工こう兵へいや運用部員がメッセージ本文を確かく認にんし問題ありそうなら配送停止、社長に誤りを伝えるというわけだ。

　事前検けん閲えつとも言える方法で防げたトラブルは既に六つ、ルールの精査によりＮＧワード（「お任せください！」「何も問題ありません！」など）を自動的に検知・通知させる試みまで進んでいる。ちなみに納期管理自体も裏できっちり実施中だ。見み積つもり番号と調ちよう達たつ項目、納期・手配状況を一いち覧らんのエクセルにまとめてチェックしていっている。表向き営業窓口になんの変更もないまま、スルガシステムは強固なバックアップ体制を整ととのえつつあった。

「まぁ問題はあの機械、評価機材として借りたものらしいんで、来月にはベンダーに返さなきゃいけないってことですけど」

「いいんじゃない？　来月になればロコモコのプロジェクトも終わるし、そうしたら社長のメールチェックする必要もなくなるでしょ」

「ですね」

　ただでさえ面倒くさがり屋な人だ。今回の件で現場の大変さも分かったはずだし、もう担当を買って出ることもないだろう。

「桜さくら坂ざかさーん」

　廊下の向こうで癖くせ毛げの女の子が手を振っている。丸顔で団どん栗ぐり眼まなこ、ジャンパースカートのふわっとしたシルエット。運用部隊の姪めい乃の浜はま梢こずえだった。

「ロコモコのデモサイト、アクセスできるようになってるみたいですよ。今みんなで確認してるんで一いつ緒しよに見てみませんか」

　お。

　室むろ見みと二人ふたり、顔を見あわせうなずく。ロコモコ動画の新インフラ、その上で動くテストサーバが先行リリースされたということだった。

　運用部オフィスに向かう。大型ディスプレイの前に部員達が集まっていた。全員食い入るように画面を注視している。

　マウスのクリック音が響ひびいた。ブラウザの表示がフラッシュし見み慣なれたウェブサイトが現れる。黒とグレーのシンプルなレイアウト、ロコモコ動画のトップページだった。

　わぁ。

　歓かん声せいが上がった。

　たかだかウェブページ一つで何を大げさなと思うだろうか。だが工こう兵へいには分かる。彼らの脳裏に浮かぶのはデータセンターのラック群。２００Ｖ電源がサーバを起動させ、回転するディスクがデータを吐き出し、バランサのメモリを経てパケットが送出されてきているのだ。各コンポーネントの準備にかかった手間・時間を思えば当然の反応だった。

　かくいう自分も少し高揚している。今まで積つみ重ねてきた苦労が報われた気分だった。ああ、いいな。やっぱりシステム構こう築ちくはいい。関かかわるポジションが技術であれプロジェクト管理であれ震ふるえるような達成感をもたらしてくれる。

「やった、やりましたね！」

　梢こずえが腕に飛びついてくる。柔らかな感触が伝わりどきりとした。……でかい。「え、ええ」とうろたえていると傍らの室むろ見みが鼻を鳴らした。

「まだプレオープンの段階じゃない。アクセスだってほとんどないしトラブルが起こるならこれからでしょ。能天気に騒さわいで、馬ば鹿かみたい」

「あらあら、テストの成功を素直に喜べないなんて、さすが発育不良のお子様は感性もねじまがってますねー。雰囲気悪くなるから出てっていいですよ」

「あぁ？　たるんだ心を叱咤しつた激げき励れいする私の親切心が分からないの。あんたこそ栄えい養ようが胸に行きすぎて頭回ってないんじゃない」

「大丈夫です。今、室見さんが私に喧けん嘩か売ってることくらい分かりますから」

「あら、喧嘩売られたのは私の方だと思うけど」

　角突き合わせる彼女達を必死で引ひき離はなす。まったく、いい大人おとななんだから子供じみた喧嘩はやめてほしい。いくら検けん証しよう機き貸し出しのトラブルがあったとはいえ、こういう時くらい仲よくしてほしいものだ。

　懸けん命めいに仲裁していると、運用部員の一人ひとりが提案した。

「何か動画を再生してみようか」

　お。

「だったら」と手を挙げる。大きく息を吸いこんで一言。




「ロコモコ動画流星群を」




　反対の声はなかった。

　ややあって珠しゆ玉ぎよくのメドレーが室内を満たす。「おっくせんまん！」のところで合唱が湧き起こったのは、つまりみんな同じような青春を送ってきたということだろう。
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　二週間後、ロコモコ動画の新センターも無事リリースされスルガシステムは久方ぶりの平へい穏おんを取り戻していた。

　空気が弛し緩かんしている。工こう兵へいは休きゆう憩けいスペースでジュースを買い、鼻歌交じりに廊下を戻っていた。さて、久しぶりに今日きようは家電量販店でも寄ろうか、新発売のタブレットとノートＰＣをチェックして──などと考えていると不意に人ひと影かげが立ちはだかった。

「おう、久しぶりだな」

　空気を震ふるわす胴どう間ま声ごえ。産うぶ毛げ一つない禿はげ頭あたまと濃こい口ひげは見間違えようもない、我らが社長、六ろつ本ぽん松まつだった。何やらひどく上じよう機き嫌げんに口角を緩ゆるめている。

「お疲れ様です」

　軽く会釈すると社長は「うむ」と鷹おう揚ように答えた。

「君達の頑張りでロコモコさんも無事リリースできたな。色々大変だったが楽しかった。私も一プロジェクトメンバーとして久しぶりに現場の空気を味わえたよ」

「はぁ」

　現場の空気……ね、その裏側でどれだけの人間がフォローに動いていたか分かっているのだろうか。まぁ分かってないから今のような感想を漏もらせるのだろうが。

　とはいえ上司の感かん慨がいに水を差しても仕方ない。極きよく力りよく恐れ入った表情で沈ちん黙もくしていると、社長は「で、な」と声を低くした。

「この勘が鈍らないうちにもう一つ二つ案件をやってみようと思ってな。今度はエンジニア部分に挑戦してみたいんだがどうだ」

　……。

「は？」

　なんだ、一体何を言い出したこの人。

「なぁに心配ない、こう見えても昔は幕まく張はりのスティーブ・ウォズニアックなどと呼ばれていてな。ルータやサーバの一個や二個、またたく間に設定してみせるわ。うむ、ううむ腕が鳴ってきたぞ！」

「いや、いやいや、そんなさすがに無む茶ちやですよ！　社長、ＩＯＳのコマンドラインとか知っています？　Ｌｉｎｕｘのシェルとかいじったことあるんですか」

「大丈夫。久しぶりの受発注処理でもあれだけ完かん璧ぺきにこなせたんだからな。他ほかの分野だって問もん題だいない。むしろ君達よりうまくできるかもしれんぞ。がっはっは！」

「だ、だからそれは……！」

　他のスタッフが総出でバックアップしていたからで、社長の実力では断じてない。むしろ逆噴ふん射しやになっていたくらいだ。……技術担当だと？　サーバやネットワーク機き器きのコンソールを社長に与える？　冗じよう談だんじゃない、破局だ。破局以外に思いつかない。

　必死で制止しようとするも社長のやる気は変わらなかった。「よし、めぼしい案件を見つけるぞ！」と歩き出してしまう。

　勘弁してくれー！

　形相を変えて追いすがる。

　長い戦いの予感が脳裏を満たしていた。
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『本当の敵は強い競きよう合ごうではない、無能な同僚である』


──とあるプロジェクトマネージャの言葉









[image: エピソード４　立華ズ・ブートキャンプ]







　きっかけは近所のスーパー銭湯に行ったことだった。

　最近シャワーしか浴びてないし、広い湯船につかりたいし、何より湯上がりのコーヒー牛乳とかぐいっといきたいし。ああ昼間っからビールもいいよなぁ！　折角の休日、日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らすためにも何か普ふ段だんできないことをするべきではないだろうか！

　衝しよう動どうに突き動かされるまま坂下の銭湯を目ざした。レンタルタオルと施設利用のチケットを購こう入にゆう、サウナにジェットバスを楽しみ、お約束のコーヒー牛乳をあおっていた時のことだった。桜さくら坂ざか工こう兵へいはふっとそれに気づいた。

　浴場の入り口、竹かご脇わきに置かれた白い体脂肪計。

　そういえば最近量ってなかったなぁと思う。自宅のタニタは一年前に壊こわれ、以来新しん調ちようしていない。激げき務む続きで食事や睡すい眠みんも不規則になってるし、どれちょっと確かく認にんしてみるか。瘦やせすぎていないか、不自然に体重が減っていないか。

　……。

　太っていた。

　それも激烈に。

　記き憶おくにある体脂肪率は確たしか10％ちょいだったか、それが見事に20％近くなっている。もちろん重量自体も大幅アップだ。五キロ？　いや七キロは増えているか。適正体重＝身長─百十……などと考えるまでもない。デブだ。完全にメタボ予備軍だった。

（う、噓うそだ）

　血の気を失いドレッサーに駆け寄る。鏡かがみに映った自分の身体からだは……ふっくらしていた。二の腕、脇腹に見覚えのない肉がついている。よく見れば顎あごの下にも線せんができていないか、って何だ、このボツボツは？　ニキビ？　社会人にもなって？

　衝しよう撃げきだった。二十過ぎてデブで肌が汚くてって、まんまただのオヤジじゃないか。え何？　自分この調子で年取っていくの？　脂ぎって太鼓腹で髪とか薄うすくなって、『なんか最近桜坂さん臭いよねー』って言われたりとか。

　つっと指先に水滴が落ちる。手の中にコーヒー牛乳の瓶びん。まだ少し残っているが慌てて回収トレイに戻す。とても全部飲む気になれない。いや、今飲んだ分だけでどれだけカロリーを摂取してしまったのだろうか。百キロ？　二百キロ？　薄うす茶ちや色いろの液体が途と端たん毒素のように思えてきた。

　一体なぜこんなことに。

　混乱に陥りつつ自らの生活スタイルを思い起こす。

　朝飯はほとんど食べていない、昼飯は……コンビニ弁当かサンドイッチ、夕食だってそんな馬ば鹿か食ぐいはしてない。学生時代好きだった食べ放ほう題だいも社会人になってからはとんとご無ぶ沙さ汰ただ。はっきり言って太る要素が見当たらなかった。

　ひょっとして……ストレスか。

　仕事の苛いら々いらで身体からだが変へん調ちようを来きたしているのでは。代たい謝しやが悪くなり栄えい養ようが脂肪として蓄ちく積せきされている、とか。

「兄にいちゃん、次ええかのう」

　のんびりした声で呼びかけられる。白髪しらがのお爺じいさんがにこにこしながらドレッサーの順番待ちをしていた。

　丁度混雑する時間帯なのか、左右の椅い子すが埋まっている。慌てて鏡きよう台だいから離はなれ場所を譲ゆずった。お爺さんは一礼して着席、少ない髪を丁寧に櫛くしで梳すき始める。頭頂部が照明の光を浴び鈍く輝かがやいた。見れば生白い腹が恵え比び須すさんのごとく膨ふくらんでいる。頰ほお肉にくがブルドッグよろしくだらりとぶらさがっていた。

　鏡かがみの中でお爺さんと視し線せんが合う。皺しわだらけの目め尻じりがくしゃりと緩ゆるんだ。

「兄ちゃん、ええ身体しとるなぁ。わしの若い頃ころによう似とるわ」

　工こう兵へいは心中で絶叫した。




　翌よく月げつ曜よう日び、暗あん澹たんたる気分のまま出社した。

　休日中思いついたように筋トレしてみたが状況は変わらなかった。むしろコーヒー牛乳の分体積が増えたようにも思える。非常事態、レッドアラート、掛け値なしの大ピンチだった。

　今日きようは歩いて家まで帰ろうか。いやいや歩くなんて生ぬるい、ここはランニングで行くべきか。昼飯を抜いて、夜も軽めにして。

　悲壮な思いで考えこんでいると背後で扉の開く音がした。

「おはようございまーす」

　平板な挨あい拶さつとともに足音が近づいてくる。振り向くと小柄な少女が立っていた。黒のニットシャツにブラックチェックのキュロット、フワフワしたファーとリボンが襟えり元もとを飾っている。ブーツが厚底なせいか、ただでさえ長い足がより一層細く見える。室むろ見み立りつ華か、我らがＳＥ部のトップエンジニアだった。

　彼女は長い髪を後ろに流しながら歩いてきた。白い肌が窓越しの陽光を弾はじく。いつも通りの完かん璧ぺきな美び貌ぼう、プロポーションから毛先の艶つやまでどこをとっても隙すき一つない。今写真を撮とれば多分そのままファッション雑誌の表紙に使えるだろう。ジュニアモデルのような上司は自席にたどりつくと無造作に鞄かばんを置いた。

「何よ、じっとこっち見て」

　胡う乱ろんげに見返される。

　いえ……と答えかけて口ごもる。ていうかこの人、自分と同じ生活スタイルしてるんだよな？　食事も睡すい眠みんも不規則で空気の悪いＤＣで夜通し作業して。なのになんだこの肌艶。つるつるのゆで卵みたいじゃないか。剝むき出だしの手足にも無む駄だな肉一つついてない。脂肪のたまる場所に個人差でもあるのだろうか？　たとえばお腹なかとか、こう見えて脱ぐとすごいことになっていたりとか？

　悩んだ末行動する。片手を伸ばし。室むろ見みの下腹を。

　きゅっとつまんでみた。

　……。

　殴られた。

「な、な、何するのよいきなり!?　気でも狂ったの!?」

　両手で脇わき腹ばらをかばい後じさる。小さな唇が恐怖に歪ゆがんでいた。

「いやぁ」

　打たれた頰ほおをさすり謝しや罪ざいする。

「すいません、ちょっと室見さんのお腹なかを触りたくって」

「意味が分からないわよ!?」

「だからあの、どんな風になっているか確かく認にんしたかっただけで」

「どんな風!?」

　混乱が際限なく膨ふくれ上がっていく。いや女の子相手に「太ってる」とか言いたくなかったのだけど。あまりぼやかしているとかえって変態じみてくる。

　仕方なく事情を説明した。スーパー銭湯での一件、太った原因が仕事にあると考えたこと、同じ生活をしてる室見はどうなのか気になったこと。

[image: ]

　全すべて話し終えると室むろ見みは「はぁあ」と首を傾かしげた。

「で？　私の腹に贅ぜい肉にくがたまってるんじゃないかって？」

「平たく言うと」

　室見の鼻が鳴る。彼女は胸を反らしてみせた。

「それでどうだったの？　あんたの推すい論ろん通どおりブヨブヨのデブデブだった？」

「いえ……」

　むしろほとんどつまめなかった。皮一枚をちょっとつねったくらいの感触。完かん璧ぺきな造形美は服の下でも健在ということか。感心しつつ訊たずねる。

「室見さんは……何か運動でもしてるんですか？　ジムとかヨガとか」

「してないわよ」

「じゃあエステに通ってるとか」

「ううん」

　何も対策せず今の体型を保っている？　マジで？　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいの前で室見は腕組みした。

「あんたねぇ、普通に考えてみなさいよ。これだけ朝から晩まで激げき務むに追われて太るわけないでしょ。むしろやつれる感じ？　寝不足であちこち走り回らされてるんだから」

「でも」

　事実太ってるじゃないか自分は。

　不満気な様よう子すを見て取ったのだろう。室見は探るような目つきになった。

「ていうかあんた普ふ段だん何食べてるの？　昼はともかく朝夕に馬ば鹿か食ぐいしてんじゃない？」

「そんな、大して食べてないですよ」

「同じ量動いてあんただけ太ってるんだから、差があるとしたらそこでしょ。いいから何食べたか思い出してみなさい。まず先週の月げつ曜よう日び」

　はぁと間の抜けた声を上げる。記き憶おくを探り一週間前、えーと朝は抜いて夜は。

「藤ふじ崎さきさんと飲みに行きましたね」

「火曜日は？」

「お客さんの接待」

「水曜日」

「梢こずえさ……ＯＳ部と懇こん親しん会かいやって」

「木曜日」

「橋はし本もと課か長ちようと池いけ袋ぶくろで飲んでました」

　ぐーで打たれた。

　しかも思いっきり顔の真ん中を。

「痛い!?　痛い、何するんですか！」

　額ひたいを押え抗こう議ぎすると室見は犬歯を剝むき出だしにした。

「何するんですかじゃないわよ！　そんだけ飲んでたら太るに決まってるでしょ！　てかあんた、先週やたら直帰が多いと思ったら飲みに行ってたの!?　ふざけんじゃないわよ！」

「や、や、丁度色々重なっちゃったんですよ先週は、たまたま。いつもは違います」

「はん？　じゃあ先々週の月げつ曜よう日びは、夜何食べたの？」

「自宅近くの居酒屋で一人ひとり酒ざけを」

　アッパーカット。

　轟ごう沈ちんする自分の前で室むろ見みは嘆たん息そくした。

「まったく呆あきれた健康管理ね。いい社会人が何やってるのよ、学生じゃあるまいし」

「そ、そうは言いますけどね室見さん」

　おずおずと異い議ぎを唱える。頭と顎あごと頰ほおがずきずき痛んでいた。これ以上刺し激げきして殴られるわけにはいかない。わずかに距きよ離りを取りつつ続けた。

「飲むって言ってもほんの少しですよ。ビール中ジョッキで四、五杯程度。あとお酒の分、食べ物は控えめにしてますし」

　だが室見はいよいよ見下げ果てた視し線せんになった。

「あんたねぇ、ビール一杯がどんだけカロリーあるか理解してる？」

「へ？　カロリーですか」

　そういえばあまり意い識しきしたことがなかった。ジュースみたいに糖とう分ぶんが含まれているわけでもなし、大したことないだろうと思っていたが。

　室見の目が急角度で吊つり上がる。

「二百十キロカロリー！　ごはん一杯分よ。五杯飲んだら千キロカロリー突破、成人が一日に必要なカロリーのほぼ半分！」

「え、え？　そんなに高いんですか!?」

　たかだか液体飲んだくらいで？　千キロカロリー？　マジで？

　愕がく然ぜんとする。まさかそんな高エネルギー源を日常的に摂取していたとは。五日で五千キロカロリー？　驚きよう愕がくの数値だった。

「あとおつまみも。シーザーサラダが一人分二百キロカロリー、ソーセージ盛り合わせが三百五十キロカロリー、出し巻き卵一切れで百三十キロカロリー！　あんた、ごはんものガッツリ食べてないから平気とか思ってない？　酒のあてって太るのよ。塩分も多いし」

　う……。

「それと、気づいてないかもしれないけどあんた結構間食してるわよ。小腹がすいたーとか言ってオフィスグリコばりぼり食べてるでしょ。スナック菓子一袋で二、三百キロカロリー？　全部合わせるとあんたの一日当たり想定摂取カロリーは」

　室見の細い指が順に折りたたまれる。ややあって彼女は死刑宣告のごとく告げた。

「四千キロカロリー！　さっきも言った通り成人の必要カロリーは一日あたり約二千キロだから倍以上の栄えい養ようが蓄ちく積せきされている。脂肪に換算すると二百グラム。一週間で……一・四キロ！」

「ぎゃああああ！」

　名状しがたい恐怖に絶叫する。

　実際数字に表して説明されると破は壊かい力りよく抜群だった。破滅へのカウントダウン、終末の『見える化』。

　やばい、やばい、やばい。

　自分がどれだけ不摂生していたか分かる。そりゃ太りもするだろう。毎週一キロ以上脂肪をためていたら。多少徹てつ夜やしたところでバランスが取れるはずもない。

　もう少し自分の生活を顧かえりみるべきだった。そう、今室むろ見みが教えてくれたように、ちゃんとエネルギー量とかを数値化して。

　反省しかけてふっと疑問に思う。

「てか室見さん、えらく詳しいですね、成人が一日あたりに必要なカロリーとか、調しらべたんですか？」

「当たり前でしょ」

　室見は薄うすい胸を張ってみせた。片手を腰に当てモデル立ちになる。

「何もせずこのスタイルを維持できてると思ったの？　私は私なりに気を遣ってるのよ。不規則な生活でも体型を崩さないように、情報を集めてね」

「はぁあ」

　意外な言葉だった。てっきり自然体・無む手て勝かつ流りゆうで生きているのかと思ったが。ちゃんと健康にも配はい慮りよしているらしい。なら床に寝るなよとか、ＤＣにキャミ一枚で突入するなよとか言いたいことはいくらかあるが。

「室見さん、いや室見師匠！」

「し、師匠？」

　後じさる室見の前で頭を下げる。わずかに面をもたげ。

「お見それしました。激げき務むの中、限られた時間で自らの体たい調ちようにまで気を配っているとは、まっこと社会人の鑑かがみです。この桜さくら坂ざか、心より感服しましてござります」

「誰だれよ……あんた」

「つきましては是非それがしに生活指し導どうをお願ねがいしたく！　だいえっとの極ごく意いというやつを教えていただけないでしょうか？」

「極意も何も」

　室見は戸惑ったように口ごもった。しかめっ面で首を傾かしげる。

「飲みに行くのやめればいいでしょ、金も貯たまるし健康にもいいし一いつ石せき二に鳥ちようじゃない」

「いやそれは無理、無理です」

　即レス。室見が「なんで」と眉まゆをひそめる。

「僕の交友関係、ほとんど飲みで繫つながってるんですよ。橋はし本もと課か長ちようもそうですし藤ふじ崎さきさんとも。これなくしたら色々人間関係に支障を来きたします」

　はぁと盛大な溜ため息いきをつかれた。室むろ見みはうんざりした表情で額ひたいを押えた。

「じゃあ飲み屋に行くだけ行ってウーロン茶飲んでたら？　あれカロリーゼロだし」

「そんな付き合いの悪いこと！　できるわけないでしょう！」

「……」

　室見は付き合っていられないとばかりに踵きびすを返した。慌てて彼女の腕をつかむ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　いいんですか？　部下がブクブクの肥満体になっても。一いつ緒しよにいて超かっこわるいですよ。うわ、何あの子、小汚い豚を連れているわ、クスクス、キモーイ、豚テイマーとか陰口叩たたかれますよ」

「知らないわよ！　仕事以外のプライベートまでＯＪＴ請うけ負った記き憶おくはないわ。一緒に歩けないほど醜みにくく肥え太ったら普通に別行動するだけよ。原則現地集合・現地解散で」

「そ、そんなこと言わないで、面倒見てください。お願ねがいです、お願いですから」

「ちょ、ちょっとあんたどこ触ってるのよ、ちょっと!?」

「はぁ……はぁ、くびれ……細い足……はぁ……はぁ、欲しい、この体型が欲しい……」

「ひぃうっ!?　ちょ、なでないで。気き色しよく悪わるい、離はなして、離しなさいってば！」

　──。

　十分後。

「……まぁ確たしかに……不摂生がたたって仕事休まれても困るし。いいわよ、相そう談だんのったげる」

　ぜぇ、はぁ、ぜぇ。

　荒い息をつきながら室見がつぶやく。オフィスチェアに腰かけ神経質に服の乱れを直していた。

　その正面で自分は青あざだらけになり沈没している。勝利は勝ち取ったものの代償はあまりに大きい。しばらく風ふ呂ろに入るのも厳きびしそうだった。

　痛む身体からだを押えつつ着席する。椅い子すを回し室見と向き合った。

「……って、あの、自分から相談しといてなんですけど、毎晩飲みに行ってしかも満足に運動する暇もないのに瘦やせるとか、そんな方法あるんですか？　ものすごくご都合主義な話に思えるんですけど」

「まぁ確かに都合のいい相談だけど……手がないわけじゃないわよ。実際藤ふじ崎さきさんとかガリガリでしょ？　結構飲みに行っている割には」

　言われてみれば、梢こずえさんも橋本さんも肥満にはほど遠い。同じ生活をしてるはずなのになぜこれほど差が出ているのか。疑問に思っていると室見は腕組みし座席にもたれかかった。

「ふふん、気づいたようね。そう、あんたはぶっちゃけて言うと基き礎そ代たい謝しやが低いのよ。他ほかの人達に比べて」

「基き礎そ……代たい謝しや？」

「普通に生きて暮らしているだけで消費されるカロリー、あんた今歳としいくつだっけ？　……二十三？　で身長と体重は？　……ふむふむ、じゃあざっと千五百キロカロリーってところね。そんだけのエネルギーが何もしないでも使われているのよ、極きよく端たんな話一日中家で寝転がってても」

「え、マジですか？」

　驚おどろいた。ただ家でゴロゴロしているだけでカロリーが消えていく？　そんなうまい話があるのか。驚きよう愕がくに突き動かされ身を乗り出す。

「いいじゃないですか、その……基礎代謝ってやつ。どうすれば増やせるんですか？　サプリメントでも飲んでみるとか？」

「そんな都合のよいサプリあるわけないでしょ。基礎代謝を増やす方法はただ一つ、筋肉を増やしまくることよ」

「筋肉を？　筋トレってことですか？」

　室むろ見みはうなずいた。

「筋肉を一キロ増やせば代謝量は約三十キロカロリーアップ。十キロ増やせば三百キロカロリー／日よ。体脂肪率も落ちるから一いつ石せき二に鳥ちよう、ううん実際に力もアップするわけだから一石三鳥ね」

「いや、いや室見さん、増やすって簡かん単たんに言いますけど」

　慌てて制止する。いきなり前提条件が崩ほう壊かいしているように思えた。

「さっきも言った通り、僕ジム行っている余裕とかないですよ？　土日出勤も多いし平日だってほとんど終電帰りじゃないですか」

「なんで筋トレ＝ジム通いって話になるのよ」

「だって」

　通勤電車でスクワットとかしていたら明らかにおかしいだろう。どっかの馬ば鹿か妹じゃあるまいし。

　だが室見はちっちっと指を振った。

「想像力のない奴やつね。運動なんか身近なものでいくらでもできるでしょ。一日に最低二回、下へ手たすれば五、六回でも」

「というと？」

　室見の目がすぼまる。

「オフィスまでの上り下り、エレベーターやめて階段使うのよ」

　ああなるほど、階段ね。言われてみれば単純な話だ。そっかぁ階段かぁ──

「って、ここ七階ですよ!?」

　目を剝むく工こう兵へいに室見はこともなげにうなずいてみせた。

「丁度いいボリュームよね、二・三階だと大した運動にならないし、かといって十数階だと時間がかかりすぎるから」

「いや、時間がどうとかじゃなく」

「ちなみに私、駿河するが台だいの坂駆け上ったあと階段ダッシュしてるわよ？」

　……。

　運動量の基準がそもそも違っていた。恐るべき鬼おに軍ぐん曹そう。前から思っていたがこの人、会社をブートキャンプか何かと勘違いしてないか？

　室むろ見みは視し線せんを宙にさまよわせた。

「あと三食はきちんと摂とること、中途半端に食べたり抜いたりすると身体からだが飢き餓がモードに入って脂肪をためこみやすくなるから。できればちゃんと決まった時間に食べられるといいわね。そのかわり一食あたりの量は少なめにする。朝はバナナ一本でもいいと思うわ」

「はぁ」

「間食は厳げん禁きん。飲みの席でも高カロリーなおつまみはなるべく避さける。枝豆とか刺身盛り合わせとか比較的カロリー低いからそういうのを選ぶべきね。それから──」

　口を挟む間もなく室見のレクチャーは続いた。

　食生活から睡すい眠みん、余暇の過ごし方に至るまで、ことこまかに解説される。まったく知らなかったが就しゆう寝しん前まえの食事はよくないらしい。なんでも昼間に比べて脂肪の蓄ちく積せき度どが二十倍になるとか。あと運動は二十分以上続けないと脂肪燃ねん焼しようさせられないなど、目から鱗うろこの蘊うん蓄ちくが次々と開陳されていった。ただいかんせん情報量が多すぎる。いい加減覚えきれなくなりかけた頃ころ、室見の語りは止まった。

「というわけで以上を守れば問もん題だいなく瘦やせられるわよ」

「で、でしょうね……」

　混乱しつつうなずく。そりゃそれだけ頑張れば瘦せもするだろう。すぐにでもメモを取らないと忘れてしまいそうだ、言われた内容を必死に反はん芻すうしていると室見が手を叩たたいた。

「あ、そうだ一個忘れてた」

「まだあるんですか!?」

「うん、一番重要なポイント」

　しかつめらしい顔で言われる。

　彼女は姿勢を正した。ぐいと身を乗り出し。

「一日三缶、ツナを食べること」

「いや、いやいやいやいや」

　素で首を振ってしまった。

「え？　何言ってるんですか、今一いつ生しよう懸けん命めいカロリー減らす話してたのに、余分なもの食べてどうするんですか。言ってること矛盾してますよ」

「ふっ、分かってないわねぇ、これだから素人しろうとは」

　室むろ見みは肩をすくめ瞑めい目もくした。やれやれと言わんばかりにかぶりを振られる。

「いい？　何度も話している通りツナは完全食なの、これさえ食べていれば新しん陳ちん代たい謝しや・血行・消化不良の全すべてが改善されるのよ。わずか一週間食べ続けただけであら不ふ思し議ぎ、ひ弱だった僕がみるみる健康体に！」

　無む茶ちや苦く茶ちやうさんくさいんですが……。

　だが室見は胡う乱ろんな視し線せんをはねのけるように語気を強くした。

「薬くすりを飲むのにカロリー気にする人いないでしょ？　ツナもそれと同じ、食べることで身体からだの調ちよう子しが変わるのよ。その証拠に私を見てみなさい。一日十缶食べて全き健康体、太っても肌が荒れてもいないでしょ？」

「まぁ……確たしかに」

　林りん檎ごだっけか、重めの食事前に食べると栄えい養よう素その吸収を妨げるとかあったように思う。同じような機き能のうをツナも持っているということか。まぁこれだけ色々ダイエットの知ち識しきを持っているのだ。多分何か根拠があって喋しやべっているのだろう。

　とりあえず言われた通りにやってみるか。

　深々とうなずき顔を上げる。

「分かりました、室見さんの教えを守って生活してみます。一日三缶ツナ食、通勤は基本階段使用、朝はバナナダイエットで！」

「おお、いいわね桜さくら坂ざか、今のあんたちょっとまぶしいわ。顔がてかてかと光って神こう々ごうしい感じ」

「……それ、多分肌が脂ぎってるだけかと」

　どうにもしまらないやりとりの末、決死のダイエット生活は始まった。
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　一ヶ月後。

　工こう兵へいは件くだんのスーパー銭湯を訪れている。

　休日の浴場は相変わらず混雑していた。走り回る子供が泡と水を跳ね上げている。近所の老人達がとろけた表情で湯ゆ浴あみしていた。

　サウナでたっぷり汗を搔かきシャワーを使用、湯船に百までつかってから浴場を出た。バスタオルで身体をぬぐい壁かべ際ぎわに向かう。

　ごくりと唾つばを飲む。

　目の前には全ての発端、白の体脂肪計が鎮ちん座ざしていた。一月前自分はこの機き械かいにより地じ獄ごくを見たのだ。心に刻まれた傷はかなりの深さだったらしく、真夜中にうなされ飛び起きたことも一度や二度ではない。夢の中で自分はデブでハゲでニキビだらけになっていた。室見には「寄らないで」と言われ、梢こずえには「誰だれですか？　あなたなんて知りません」と告げられ、カモメには「うーん、アウト？（笑）」と首をひねられる、そんなナイトメア。間違いなくトラウマになっていた。

（だが今日きよう自分は……トラウマを克服する）

　思えば苦しい日々だった。

　遅刻ギリギリでの階段疾しつ走そう、弁当買い出しでさえエレベーター使用は許されない。ある時は筋肉痛に悩まされ、ある時は動どう悸き息切れに苦しみ、それでも休むことなく走り続けてきた。もちろん食生活も改善していた。朝昼はしっかり食べ、夜のおつまみを軽めのものですます。睡すい眠みんの質にこだわり部へ屋やを清せい潔けつに保ちゲームは一日三十分まで。気づけば視界がクリアになり髪の太さ・艶つやも増していた。

　これは……いける。

　確かく信しんを胸に体脂肪計に乗る。デジタル表示の指し示す数値は。

　……。

　太っていた。

　一月前より更に二、三キロ。体脂肪率と仲よくカウントアップ。

　しばらく身動き一つできなかった。顔から全すべての表情が消える。まじまじと数字を見つめ続けるがどれだけたっても結果は変わらなかった。

　デブ、デブ、デブー。

「なんでじゃー！」

　双そう眸ぼうを血走らせドレッサーに駆け寄る。何かの間違いだ。数値の呪じゆ縛ばくに囚とらわれず己が姿と向き合えばきっと真実が見えてくるはず。

　だが鏡かがみに映る裸身は一月前と大差なかった。たるんだ二の腕、顎あご下したの線せん、脇わき腹ばらの贅ぜい肉にく。

「おぉ、兄にいちゃん久しぶりやな」

　脇から声をかけられた。太鼓腹の老人がタオルで背中をぬぐっている。

「なんや、またええ身体からだなってきたなぁ。ほんまワシの若い頃ころに生き写しや。ほれ、このへんとか」

　大笑しながら腹を叩たたく。ぽーんと乾いた音が脱衣場に響ひびき渡った。

　悲鳴は声にならなかった。




「むーろーみーさぁああああん！」

　翌よく月げつ曜よう日び、般はん若にやの形相でオフィスに殴りこむ。

　激はげしい怒りが身体を満たしていた。いくらなんでもひどすぎる、わざわざ太る方法を教えるなんて。悪戯いたずらにしても悪質極きわまりない。彼女自身はあのプロポーションだからおそらく本当に瘦やせる方法を知っているのだろう。だが自分には伝えることなく偽りのノウハウを告げてきた。なぜ？　知るものか、いずれしめあげて吐かせれば分かることだ。人を小こ馬ば鹿かにしやがって、今日きようこそあの幼女に一般常じよう識しきというものを教育してやる。口中にピーマンとエリンギを詰めこんで泣くまで攻め立ててやる。

　殺気だった視し線せんで室内を眺めていると、うしろで「あら」と声が上がった。

「どうしたの工こう兵へい君、怖い顔して」

「カモメさん」

　黒髪のアシスタント、カモメが自席で目を丸くしていた。柔和な雰囲気に当てられわずかに怒気が萎なえる。だが退くわけにはいかない。表情を引きしめ向き直った。

「室むろ見みさんを捜してるんです、ちょっと大事な用があって」

「立りつ華かちゃん？」

　カモメはまばたきしてパーティションを顧かえりみた。

「うーん？　立華ちゃん今日明日あしたと出張じゃなかったっけ、ほらＮ電子の現地作業で」

　あ。

　言われてみれば確たしかに、先週末新幹線のチケットを申請していた。乗り換え案内を確かく認にんして……ということは。

「明後日あさつてまで会えないってことですか」

　うんとうなずかれる。
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　なんということだ。今の憤いきどおりを抱えたままあと二日も我慢せねばならないとは。ストレスが高じて酒を飲みまくってしまいそうだ。太る、また太ってしまう。

　ただならぬ様よう子すを見てとったのだろう、カモメは小首を傾かしげた。

「立りつ華かちゃんと何かあったの？」

「何か？　ええ、ええありましたとも」

　鼻息荒く事情を説明した。ことの発端、室むろ見みのアドバイス、苦しいダイエットの日々。そして銭湯での結末も含めて包み隠かくさず語っていった。

「本当に、本当にありえないですよ。僕、ここ二週間必死だったんです。他テナントの人に笑われながら階段ダッシュして、橋はし本もと課か長ちようからは『桜さくら坂ざかさん最近枝豆ばっかりですよね』って言われて……それでも室見さんに従えば瘦やせると思ったから、生活スタイルを正せると信じたから頑張ってきたんです。なのに、それなのに……」

　憤ふん激げきする工こう兵へいに、だがカモメは「あー」と天井を仰いでみせた。やや困り顔で頰ほおを搔かく。

「えっとね、工兵君。信じられないかもしれないけど、それ立華ちゃん悪気ないから」

「はい？」

「立華ちゃんはよかれと思ってアドバイスしたの。工兵君を騙だますつもりなんて欠片かけらもなかったと思う」

「でも」

　事実自分は太ったままでないか。わけが分からずにいるとカモメは椅い子すに座り直した。

「まずね、工兵君が瘦せていない理由は簡かん単たん。カロリー摂とりすぎ」

「え」

　さらりと衝しよう撃げき的てきな結けつ論ろんを突きつけられる。カモメは指を立てた。

「ツナ缶って水煮と油煮で全然カロリー違うのね。で、立華ちゃんが好きなのは油煮なんだけどこれが百グラムでなんと三百キロカロリー。一缶あたりの内容量を百八十グラムって考えると五百キロカロリー強。それを三缶なんて食べたら」

「！」

　せ、千五百キロカロリー……！

　恐ろしい栄えい養よう価かだった。

　枝豆や刺身で数十キロカロリー節約したところで焼け石に水、大火の前の柄ひ杓しやくだった。

「で、でも室見さんだってツナ缶食べまくってますよ？　僕よりもっと……一日に十缶、いや下へ手たすると二十缶くらい」

「うん、だからね立華ちゃんは太らないの」

「……はい？」

「そういう体質、基き礎そ代たい謝しやがよすぎるのかも。どれだけ食べてもあの体型のまま」

　そ、そんな馬ば鹿かな。

　ツナ缶二十缶って今の話だと一万キロカロリーだぞ？　体質や代たい謝しやでどうこうできる次元じゃないだろ。

　だがカモメは生き真ま面じ目めな表情を崩さなかった。わずかに身を乗り出し告げてくる。

「昔ね、社長とＳＥ部みんなで焼き肉食べに行ったことがあるの。丁度立りつ華かちゃん、ＤＣ作業あけで朝から何も食べてないって言うから料理を勧めまくったのね。肉だけで四、五人前はいったかな？　野菜も含めるともう空き皿のタワー状態。でまぁ夜も遅いし他ほかの人達べろんべろんに酔っ払ってたから途中で抜け出して家に送ってあげたんだけど……あの子、次の朝なんて言ったと思う？」

「さぁ」

「瘦やせたって」

　……。

　耳を疑った。

　何、なんだって？

「体脂肪計乗ったら二、三キロ体重が落ちてたんだって。『やっぱり不規則な生活はだめねぇ、気をつけなくっちゃ』って言われちゃった」

「え、え、いや？　あの、ちょっと待ってください。室むろ見みさん、前の日に食べまくったんですよね？」

　それこそ四、五人前以上。カモメがこくりとうなずく。

「それで瘦せる？　どういうことですか、なんか話が繫つながってないように思うんですけど」

「だから」

　カモメは辛抱強く説明した。

「普ふ段だんはもっと食べてるってことでしょ？　その日は作業と食事会が重なっちゃったからいつもの食べ方できなかっただけで」

　今度こそ意い識しきが空白化した。衝しよう撃げき的てきな事実に思考が追いついていかない。日に一万キロカロリーを摂取し、五人分の食事をなんなく平らげ、それでもまったく太らない体質？

　に、人間じゃねぇえええ！

　絶句してたたずむ。普段から常人離ばなれした上司だが今回は超ちよう弩ど級きゆうだった。てかもう生き物の摂理も踏み外してるだろ。妖怪、物ものの怪けの領域だった。

「というわけで」とカモメが言った。

「あの子、自分じゃ色々ダイエットに気を遣ってるつもりっぽいけど、やってもやらなくても結果同じだから。真ま似ねしちゃだめ。言われるまま高カロリーのツナ缶とか食べ続けてたら大変なことになるよ？」

「……」

「あ、電話鳴ってる。そういうことだから立華ちゃんのこと責めないであげてね。あとダイエットに王道とかないから」

　ぐさりと突き刺さる一言を残しカモメは去っていった。

　あとにはなんとも言えない静せい寂じやくが訪れる。自席の卓上で室むろ見みのダイエットメモが空くう調ちようにあおられ揺れていた。

　……飲みに行く回数控えるか。

　ぽつりと独りごちる。

　つぶやきは拡散し宙へと吸いこまれていった。










　あとがき




　今回時系列の異なるエピソードが複数入っているので、順番に読まれた方は「おや？」と思われるかもしれません。なので少々補足をば。

　エピソード１『世にも奇妙な？ビジネスアライアンス』は十二巻から十三巻にかけての出来事です。立りつ華かの退たい職しよく騒さわぎや新入社員騒そう動どうが起きていた頃ころ、ＪＴ＆Ｗでは何があったのか、いつもと違った視点で書いています。

　エピソード２『ガテン系？女子の幸せ獲得術』とエピソード３『社長が働く？日』はほぼ同時期で十一巻以前のお話です。

　エピソード４『立華ズ・ブートキャンプ』は時系列的には一番過去の物語になります。巻数で言うと八巻くらいでしょうか。

　なので古い順から並べると【古】『エピソード４』[image: やじるし]『エピソード２とエピソード３がほぼ同時』[image: やじるし]『十二～十三巻とエピソード１がほぼ同時』【新】──という具合になります。もちろん各エピソードは独立していますので気にせず読み進んでいただいて問もん題だいありません。むしろあんまり難むずかしいことは考えずに各キャラクターの右往左往っぷりを楽しんでいただければと思います。

　右往左往と言えば先日見知らぬ番号から着信がありまして、とりあえず出てみるといきなり『障害です』と言われました。

『○時○分、△△のストレージで障害が起きて××サイトへのアクセスが遅延しています』

　は？

「あ、あの、すみません、どちらにお電話されてます？」

『え？　夏なつ海み公こう司じさんですよね？』

「ですけど」

『え？』

「え？」

　とりあえず間違い電話ですと言って切ったんですが、よくよく確かく認にんするとその番号、古巣の某社のものでした（所謂いわゆるティア１のコンタクトセンターの発信番号）。ていうかエスカレーションリストから消してないのかよ！　何年越しだよ！　もう勘弁して！




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美び麗れいな挿そう画がで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一五年十月　夏海公司









[image: 巻末特別付録　立華の優しいＩＴ説教部屋]
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19
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